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4 :i~ [~拡汁支術短リ!月大学古r~

¥， 1')~:Ji，H!(W]t\}:WJ )('?日1;の概It:

1止q:，.fl(:がい|ではH';::HWJの5t
Mにともなって1'<僚はますます 1，1/

I"J化し，そのi;iiJ!xI i 1.2、純化する
心であり，i也}jでは人rIのIl.'j[:前{ヒ.

fI会のが:jr/，'diliヒが，包j虫に逆行ーして

いる" この瓜'jミに Z.jl，l，ーして， [正ll(

0)1住 JJ~ を主える尚資TTの V<Wj主外j

自の j)~I& が怖く明まれている、

このような n:~; t'1リ!丸山にことえ.

4斗'.i，J!JJ大学自1;はい II\J~W ，深紅の [lij

ii. J:')!日j大';:・川;として， lIil fl150年

¥ 1~)Î5) ぶ郁 jJjJ- に l泣附された J

.勺l片i初初JにはJ石;A，γ.斗午朴f刊:1と"りjJ文干利1.olω肋}J1バ〉ヰ(リ'-'J

と己改文干利4ふω、リ)人， J1{1干初l日l刊5日1:年Iド:(けl叩り町Itiω1り) にはh向!ii'1川H:iυ{や付仲仙11小山|ドk‘リr'‘γ;::斗午1干F利'l-i.Jカが、汁f北I泣立けられ' さらに !.fJ齢化社会のデIJ

jとや身体1;ポ 'J~:.fí. . 精神|泣 '~i~:-Jj.の十112彼似なと二 リハビリテーショシの必主::>1"1:に法づ

きlI íj 千115Î年 (1982) には :flr..学療ij:ヴ中!と fl: :;f~療 jj;ザ:干|・が!Nri立され， ノi'f Ilニオiってし、

るし fγt干|はイd定的に述鳴を保ちながら， 人 1111れを'1i: H~ した教ff と以;し叫!域にわた

るliJf究を行っている υ

健康科学公開講座……「健康科学」は，人1111{{{I:のJ，q必となる健肢を白然・人よ

・社会品科学:を総合して考究する新しい学Ft~従!城の科学であり，本主lWJJ大学 iHlの主

製研究ぷ也のーつである。公開議!引では医療関連fII:'ti朽と・般市民を対象に，この

「健康科学」の内科を初年テーマを定めて、ド坊に講述している ο

聞かれた大学の機能のー端として，市民の健康に対する認識と煙併を深め，健康

の保持・ I町並にいささかでも貢献したいと闘っている。

大学説明会……本短期大学部は三年制であり，京都大学において特異な存u:で、あ

る。主として医療技術者を目指す受験生を対象に本生りUt)J大学部の|勺谷を十分理解し

てもらうために，昭和63年度より独自の説明会を年 I回，毎年7月下旬に尖施して

いる。

説明会では総合的な学科紹介，施設見学，学科別個別相談なとεが行われる。本学



1 ，;~Ji，H~HJj:\):WJ 大/;:什; 667 

;出)/市i古;に閃心心、をもつI山lf山'J佼'1九'尚{校交'{~\於Lγ/刊Il及えび「問2羽Jf係系 J折行砕教J[i峨I械故 tl の多数の参h川川11 をを伊 i刊!リJ てH ，μ正，沖、

ある ο

四年制化への動き……'1:.きた人川として!よ1、朽・ 1:市'Ii;:-fi'の "Ullの'['{ (QOL)Jを

高め， 出かに [Iill(の iせUt を主えるという"似出は，抄~;}jij情 iむの変化けを""'Hij ， 11X:人 ;h~j

のWIlJII)， I'， ~j 向(i 少 f 村会， Jl.:J:I.lI'<;IW~í，I:J (移fI!i.ifi:IM.遺伝 f-治療)のI時代を迎えて.

国liりにも'['[n~Jにも多彩・多以となってきているけこのd~~也に I，~.えるべき人 Im'!"1 あふ

るる尚資町の 1')寸前JHIザ行を行成するには，王l!tl・の←.~{r;liIJ教育は|梨県にきている。こ

の認識にひって. 勺|災味Hi山7;'，U日!大'/自liは.JJ!tI:， 1周年 ~ilj教育体制の尖現に lílJ けて

鋭意努)Jしている

B. q:干1・15:のキ(j1r-

以ドにf十/・flの利介と. f件干教'1ハI];(.の十2.一l某UII巧干利'i川I1 (吋J

る‘

I 一般教育

健康とよりよき|仰がをめさす|欠

味J刻中J{i'にとっては，リ:/.II1Jの):/1，¥決

と技術の{I針!jだけでなく. lJRかな

教義と 11~ し咋j日1[. • そして↑!日・止のiI判

長が必裂であるに

'ì~'1 の自己 11';1えにとって， ー骨立

教育は4i:'長な i立;引を~~たすもので

あり，人丈科学，十|会干""t.自然
fI.，'f:.外[tt!.ih.11U位体育の11:1.、分

野にわたる多除な1''1-1jがIJfJi溝され

ている、

一般教育は)、年I"J教育とともに大

一般教育(端末実習風景)

学教育を構成する二本tiのひとつとして，本学自liの教育;理念を実現するべくうj}Jを

傾il:している u

中村定男教J'-'，t(物瑚学， J.t}J j中学研究11)は，プラズ、マ中にイオンビームにより励

起される静電波のむ;ばん特性が境界の影響を受ける場合の境界償問題及び. 1，励起さ

れた波動が複数のとき J也、百な条1'1二ドでビームと波動聞に非線形相7工作)iJが'L:.じt1/;1
守した波が時間的に増大する場合の，明大波の発生条件及びその特性について研'先

している。
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卜.Uf{' \;~ 1: りH~1 三 ('1二物，、f:. 'J:. f~!'・t. '1:)'[";::'jU;I. 1ぅ、1M!J!:j:，i仏 |欠，}:概dHii)1土. 1防ら泊白志

i辺e恒H!仰動iリ功})に|れ川:2り!ワJ'，tるj火川、--:1悩Jiい悩A尚k近'1.小JJi'lを'1'心とし，七11'+1，( [-'1'可1:f 1III lJ';~WJ 0) .;'f治体λとその働きを解明

するために iji.. 1-'11粁キIIIIJ包レベルの屯主γ1.'.J'I!/t(1<) iiJl，花を11'っている まただ験的

にf午裂したて人かんモデル動物をJIJ l、て，てんかん')1:1'1)1::'1際Jj';ならびにその発j;1

11.)に生ずる)，JJiii・小JJiiil"llJ'附'I[J0) }引t~' 興訟についてもlJi，íiJ~'-;::1ド) . ;J，ij "ぷ'1)Lf! / /:(1甘に検討

してし、る

b川|リ1i戊4克立幻り11映!映央 j 

を{州i)川)月[-'先I丸刈、H象j去:としている(エズス会 iーであった彼は.1以られたJJ)j(こ身をi行いてはい
たが，その品は仰の|勺IIIII": 'Nの深さと!よがりを~，!，せ. i皮のI;i越した};)JUJによって，

fJL代 I11・に大きな:;:.~ i~!~.: を lj- えてき J士 山 7ュミニスムのN.'.'.(から，アメリカの現

代品人.λdril'!lI1l'Richの1"'1:，[0'1をiiJI究している、

川市例1(.j!H主(化学. !j:_化学)は特定の階$nWi也を l沼H践して引:児(1なにがlfTする僚

がi-:¥"1"1= )'シバク '[1:(動物レケチシ)の十ltj立と 'I:)'[!.的機能に 19，J する iíJI 允を生化学(I~ ，

1411; It: 1ヒ/;::(1<). J)-('1;物/;::(1なにuっているυ とくにlillit';q， 0) レクチンは:t/Lí水戸i'~'U:.lfÌÍj

の11;k. '1''1 ~'2. ;J誌にI¥¥Jりする'1:.刊誌1;右ialJ1川fーとして 1ft:I~ーな{古川を県たしていると考えら

れ，その遺i.LJt陣地，遺伝(・'Ji!;.fJLJJ可iIll機怖を|リJ，')かにすることにより.'1:)4'的;色R

を解明するliJI究をj止めているω

.'~.;: Jl;t 11長十:助教花(保1ttf+:f!'，人IHJ発注.t主動/?， .;'~動:;::ゾ/1行 n~!L~機能/;::)は.

WLiiii • ll'十fj;.Itf[;I必にI¥¥Jする?を形外利手:の臨床及びWMtl'i'J{iJI允をhっている 1 似'片細

胞の J!:~}L~ ， jfr!_L，機能向!(析をj困じて.人間の什怖の11，:'':;¥・'!i:;j主， iTJ;げtj主，老化，機

11EイJ令， IW:J~ t'I)N91![ をliJI究しているい[[1:抗~Jri初'WJ;UぐC-:¥'J戊された， ノ|一千七什と結f「

する人|ー'I'J'.-¥ ¥¥. -GCを用いて|勾附jit千{TーやliiをIJfJ')Cし忠1J1の辺動機能の改主与を尖

乃↓しているい筋肉の日I11糾方法の改持を通じて.1'd!取材iA.)'.ft:)J u J&の将/えに努めて
いる、

".;， f/，・干Ilf-助教J受(心即!''/.$xf{学， ftj主心Jlf'..ω')J:ttl Í'FJ よ?村， ii~ù) は，臨q_;心理

学を専攻し etに児YR-18j年!りlを対象とするi佐lU，lH，iil;ベJカウンセリングの主肢をm
みLf(ねてきた u そこからドドコれた主/1はと，i1，\J NlíJI 冗を通して í~1 られた主11はをあわせは

ることで，検々の不j直 1，1::.品川犬の }~':I味の解|り!とその 1.J 策にとりくんでいる σ

人大二 J~瓦K/附リ肝f 企.llJ).r教えt段;i:( 在欽主 J~f芋 キ統充;iI'卜.リ.，'うマ、:ア/戸1七勺:リ) Iはま， fl，~ω; 

桂式のj恭i走Eヰ本ミ角解平の'i"刊性'1生l七-質を{師iJ肝j汗f~究先している ο 特に.jj放k物J巧別l引u万i科」式tのj本j主uみ本4ド;刈角解fヰfのl正正日1倣前削'1性|
川型偏{微放分{何作7午:用素のスベクトルの{漸軒斬i;近近丘丘'i'1ド~な》学詳動等の問辿について， 1iJI:究を進めてい

る。



E 看護学科

1('';:: 刊の 1:):1ドと~った行 lた下 i校之の

!陀摂!山」と」は11山1;<， I川リ川Jiがf白[β:3f口~:年|ド\けl討以叩(り川川J9り引}川) 7 I川j，

l京;江Cff抑郁I;j巾i行廿削í~引.イ|伊同_f1JλiぐJι'J‘'/:Iに-.:1わ似う災、f刊:1↓.)大〈ぐ¥.:/ρ、下i

ぴび、に川|ド附:午川F付l以4州1;付'jド山J心lカが''1い川!1川iリJ"戊2されるにl'作、1乍|ドt 

い，石，iiMQ'rI~の NI戊が必裂とな 1) ， J'iJ 

"1三gflにIHJ絞されたイi'，ilQa'，lf~，l. tl ， il\'iij.'1 

科にまで遡る n~と， 11¥ itと共に変

j霊を位ね， lIi{fII:2G{I:(1951) 1けから

は}~(行1;)('/1'.ん'jザ1;1;f.JI，'J!;11，冷下校とな

った、この11¥].1¥';::;";1;と六一火 休と

なって7位以をすんけ， m;弘行-となるイi
"安婦の教fi'に‘liたってきた， i'.l:!tJJ 大
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看護技術実習風景

~7: ì'mの /f:干|になって下ノ1: 定l!は 1 ';:: rf別名に判州11すると Jtt二 γ:干|の'，Ij.I T::J!~(I ‘:" 15 

1，に)JIIえて他';t:fl:J!!Ci¥ ，ii;ぴに多殺の)!:'i;i・5ι此nlliの|あ})をi~ i' て，人 11~ 'I't l.泣かな人材の

主主成にうfめている i 小:;r:、'1:.の(i-7刈は， IEI:!~ ，'(を11'心とした医療ti:li:l1]. 企業等の

健康1:1:則前に j叱Jr~\i.し(枕l除f.'10()% )，その他はJlLJlド制石 1波大学制ni人，あるいは1保弘f位ε 
k品鮒1惜昔 ， UJJ川，:バ斤:i干j';人1山企ιιi!l¥l品如1甘1十}十，.‘y戸t十校之‘T1苛、iIi干へ¥υの〕引I住ι，}λ:
みit併I}叶}庁f究-1'行JfT;f.やF牧士f打fJ行AT; をめさすなとど)住附は tl~~ めて多十仁ぐ ;1守米'1"1: 1 ニ山んでいる υ

中Jl:RJJ存r-i:j-) ¥ :11 i.jíL~';:: ー 1'+fI.系， I主人目以 I~;; イ;必一 1"Jfl 系， 老人-(ì'，i生慨I命・ i~10! ， 在ι; 
人断臨';1昨床1示;石tμl注住釦)は， I)内l付サ7分士I泌f必、イ{代に'謝市刈j:1侠i尖U、いJ，!忠l

I院E体4疾矢，也， i ，';lj'i'f侠忠↑r刊竹1"門門'1午仰引1;打川:1川叩川!リm川似|ドu版ji泉iAt川抄侠、~J忠ιι， f代にl謝唱制H扶失九υ"忠l止よ
るο また， JJ巴il日，j:!t'I'，十111計十!食欲不-tkl;I:，付l粁'1"1)( ft t;l. '.1のfti i gib !f~. 'it 'Iu:のliJf究，7ft..

ぴ，ストレス11.¥における内分泌， fljl粁.免疫の相 I~J について研究している。

tili4.; fを教!')(1民保抑止命， :J[1.J1&買うよ:←外科;;f~. 成人Ihil;l:，j.;石川~-外科系・急性!日J. 叶立

l財保医学 ii'i化出外科)は純々の病態と免疫の問辿についてli}l究を進めており，日F

!臓における免疫.~-lに. IJI-'hUHリンパ球の形態と機能についてのfiJf究を行っている

また.手L:J以/えび刊j化日;川7:'¥) 1]1;長時修fI!iにilう免疫機能の動態についてのfiJI究も行って

し、る。さらに.イ引をケアの免疫fiBに及ぼす効果lこii， []し，研究を開始したの
月間.rl~''fl"(-教，)-2(形態機能，、?解出IJ? 'J:..fIJl学)は，キlU胞政務の↑百字削ム・j主機構に

ついて1iJf究を行っているぐI 近年，判UIJ包践者装 ~ï の ìjí 離精製j去を開発しその構成成

分について検Hを行ったけこれまでに細胞必析装院に);，iu=する新しい桜者分子及び

析しい裏打ちタンパク買を数干iP.:HiEした。 cDNA，クローニングを行い，それらのタ
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シパク11がし、ずれも 1¥':i:jiPiliIJ，i五七jぺ1'[物十1，-cあ:J.キIIIIJ包のh山
のであることを小した J

屯111民日'(教J乏 ¥，(j'，准"J七概l仏凶:;)+:イi-'J!~~{: ， ;~ì 1 )は， ，(j ， i正法~iえひ久t，]:_~を，t1心と

する k'ltうどをii}i''!c1，J象とし， 数多くの久:'I"I'IJ'I"i~iì( 二山って， 11'1目的なtJm'に'びる女
性とrI::s':，;規範とのギヤソブaをWi:J'J'，じするiiJ卜先をi1 っている!品~'~ . ~~I;q~')~刊では H

ft.:(内な例を11正1)_Ufながら7ソl二に_.tJして作7Eをわう， 11.¥として'1ι，ii向flj!~;j にも)!J__び

それらに閲するliJI究会に参加し，独自の考えを_l-'H，街化して5U<している J

横1[1丈1-llJJ救援(舌漣学#!A，1命.応li珪石-滋tHh)は， Il常1[:i' ，~J-t:肋 l!ál:r の尖耳炎(10*;

~jE， 日常'tii~・援助技術の被伝助朽に与えるf!j::lの実態について OAi'i賛凶.エネル

ギ一代謝等から検討をJJIIえ， ー石"を-~ーの援助J主やFJ の i:fli ~よと， 微{括乏uω肋JJ{'行~- Í'i療i奈~f長t~引i

常f生主i泊古行動J此』仏、大の符削[的l内り叶J指行附十付隙1t主l1:となるような予#掛}カか、 lり)をぶめている j

祖父江ff子助教托(小児行laE慨命・保健.小川l~i:;1ぷイ j' ， i佐)は， IJ:_1，虫";:(1甘な健Isltli併

を J，I~Mtに小川における iililJ~について十日オ;しているけ*1'(こ，エリケソシの会j主 J'_jUiw に

もとづいた自Jkl"J -']"1 の形成過科での it，~1 人と r1会の州'(_iHIJにii:11しているu今後.

1'llill1Ik]9~の 'U，~-を j喧して，この研究をすすめていきたいと与えているリ

'JI~ iili flt (-助教J乏(J:):']'t石i必#!Aii命.i川忠 !リゲj:_[;;;iI;L1~イ f ，浅)は， り(-石"を，引にl山E

JtJJ 1えびï'i 児WJ における lリ f- r~J 係のすが主を'1'心にiiJI'jc しており， よりよいは f-院l係を

発民させていくための石准介入と家政への援助をIlJíì~にするシステムについてB，i生

ザ:の悦点から分析をJJIIえていく，iAみをしている 1

l人Jllj宏夫講n，[i();J(:人石"を概諭・保健， )記入臨床イf，浅，U、十1:1りJ. J，'，J rWrHJJ)は，石

日産1il~の )Ht[ ・肴必， ijj県lI，n:¥jのiJ!lJ定・石:-~~iM li判定システムのIJfJ5t，HFJ後シャワー
i'ftの安全'1"1:_，手術前常IJ-(;の;01ニに閲するiiJf允佳、宇をj凶して，凶:;I+:石必の匂l"l'I''''-を辿;)i:

するとともに，脳死.!JJP~(，品移仙の問也に石ー必の山-)J)jからの悦パをあtけたいと考えて

いるり

芥川崎{-.;梓(:ili (I);'~)*;石ー泌総"命 ll ， 老人石』定WAn'(r，占・保健， 在;人臨床心 μ生)は ~IHr~ ，tl\、

・家放の生活問題に取り k4lんでいる υ とくに在宅で住らす~\jf病juι のケアのドIL~:

りについてiiJf<先しているu 今後は， ALS忠、-(i-に焦点をあて， 1:1l告.攻 ll~ の分析を

ぷめ，そこから支援刈策の研究を進めたいと考えている Q また， 1ili~と十t.-t人A主看

護の開発にも11¥[り組んでいるO

豊田久美-f講師(成人舌謹概論，成人臨床看説慢性!りJ.1日JHUtJJ'終よWJlは，

家族看護，及び看護ケアと神経・免疫系との関連について研究している。今後は慢

性疾患忠者の看護について家族システム理論を用いて介入方法を考究する。また，

JEi谷が神経・免疫機能に及ぼす影響についても研究をすすめる。

片山由美助手(看設学実習)は.近年問題となっている院内感染について，その
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教育的NL~. を十むよl して l >る それは， 1出1)'.1!感染を介めた，11、誌の感染防11に/Vjする

ものである υ

lt川 Htlll:lJ)Jr (n，;を'/')U"!Jは.千体Jを，・2ける.I.t{i'への石;混として，Wi雨jから
術後， l:えび十|主i¥U"tHこII'JけてのJ乏ωJについて17究している J
ff: 1'll r U)J r ({I ，/V;: ')訂吋)は. ，也、行のストレス!よJ，l::.と制1*袋l人lについて検討し
ている。さらに，ストレスを絞千W4る石!浅ケアを限必している υ

前Ii;C，t，よ0:rWJ千 i(Í，皮下')~'，可)は. J，'.'J)ヰ!リJ• TiY~HJJ における現代の I:):fの{定成i~持，

Itj進への石必介人について険，i-Jしている l

奥日j弘忠助子(石C，た~;:定例)は， '1当'1"/決也における長則リI~ ~~iS忠{í'の夜、斉IJ 自己管理

への援助について/iJI究をj住める J

皿 衛生技術学科

'L 体から構造や機能にWJするあらゆる'1，'iWをひき，'1¥し解析すること，そして i民的

及びその ì~/;}jとのl刻述で"命ずることは臨床医学に欠くことのできないものである寸

臨床般査はこれらを!~体化するものであり.このíi!'il点に燐わる人材を1'l'lえすること

が本'芋科のt1(10である I十 ;r~'1は i:にがjI~;~の倹任{i:l~ や l立業の検1tセンター，製薬会

h引社|上匂やl生1::物 L'ぷ学、

i近止f年ド益々 i進正歩の抗しいU町肋臨Uぷωリ困i江!床ぷ十険2従tf任仁，学、子芋y戸:においては. 医学の行分~í' に閲しては勿 l命. )，4;: 

litt干|学， L''j::などJ1、総/!十|にわたる訂l.h'xの主IIMili.. J}:WJを'(.'1j~J することが安Jドされる。

従って，当''{:干・1.においては多恨な分野fにわたって l与門の教I';が配ii'，'され， ?キ教 ~t'-'I'・そ

れぞれの!.'t I"J に Lc，じた多万 IÍIiの{リ|究がれわれており，医学部を~t;めとした関係機関

との共川研究も盛んである a

fA回品孝教托(J付利J、f:， Jfll ir記学)

は，白血病を中心とする造 Ifll~:f千九

立"の病態解析と治療を深MUとす

るυ とくに食細胞(fl[.r!J上k・ijuR

-マクロファージ)のl七{本防御機

能について，恭礎的検討に)JIIえて

IL'ff jMj排除にlilJけた臨床止、刷を1:4(J(J 

とした研究を，生物学的，生化学

的に行っている。また!感染症に

ついて宿主の側より慕礎的・臨床

的解析を行っている。

藤田正俊教授(循環器内科学， 衛生技術学科(血液学実習風景)
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I:;;:~ I+: I'，/?総l向， I~;:~I+:'[:_J'II:;べ 1~\I;q，，: :ltjJJ'Hザ:総， tÍtiì) は， 1 位 líIL 'I" 1 心 1;、， IJ.~をIj'心テーマとし

て司''i.i1'l'Itlk心 :1，'，に~，J する i:lj Ll 、 1)'JH(I~jdì:I i，W、としてJ.fElill日1¥へのIllj!!11 I，¥IJ lill行路を発

jtさせるヘノfリン i恒例uWi};をIJfJ1(!;L， Jたi，;ttl'J(j. 1~:\I;I+:(I~) fiJií 析をわっているけまた，心

liIL:i¥'j{象ぴ)概11リスム(})I J)i:!}、I( ニ'，Lt liIL:i'Î トトヌスの 111付変動が IF~'~であることを実証

し，その機十IIJ~ヰ IIj J を i止めている

トIfl!1川;1;;lj!JH2(ii1i化fi;iI)~ fl '，?， I~:U; q( 怜作総"仏 J:~h';J~( 免 :I~'I j山)は，Ilr'i(!;:1出・i住

民椛fIl}の解11/1.111州市IIIIJ包の4!l↑'[:， IIHIIIII包1;，';;:'.I;: t~~j j":のW(IリlをI'.なテーマとしてと i)制l

み， ifi;IWe.、川をめざしている

IIHIIII}年h[-UJ J.fd"J: ( ~:H; };¥--.:化'，?， 倫子計百，'Jlj!*t，i(，ii)は， 円手」'ミを， iA-'~!ょとする 'LH:I&;分の分

十げしたの Ilfl 'Íê に I~l するtdI冗を 1i /)ており， とくに化''/:党itiJ、とIftl定化肝よを制|み込ん

だウローインジェクショシ分析(ドIλ) )j J¥をIlll、ての'1f主成分の 1\'ltj!~~'i分析法の

IlfJ'Ieと'[:_fド波r['1:校iti合 I，~; i寸シの静止，;(i ~j 分析;J、の IlfJ 'Í(!;に|りする iiJf允を i住めている、

l ~ ~卜 ~ff ，ì凶 UJ).{!jJ'J: (微 'j:_~句'，?， 1治;IU授'[物学)は，キ11I1*iのtljJ4泣か、 fをはじめ，最

近では，ヒト・マウスなと‘の細胞の1'//911'(・7上化にともなう遣い(宇佐JJ[の変化という

テーマで， ['J，/ti¥l¥分(:ltkL訓iγ}:教〉?と Jt[tiJ {iJl'先をわっている、

池本，1:'1助教托(臨床険1t総l命)は， '[:_f本|竹内子主の臨床化学分析へのI.è.~fl:JにIlJJす

るiiJf冗をわーっている とくにヒ卜 IJFIJ員アルギナーゼの 111 キ111胞 l;rl~l:'; 1;: に I~l する新しいマ

ーカ一昨主としての立Rを附;1.，j，，:'le化'‘;::(I(jにiiJl'先している また， 1;:昨よのl'jIIlLf;附11

11包 11英夫 IM[-へのがlf? に~，J する心;北を免:白半:löl/i からも{i}I'j't を進めている!

lU:llj i'j' 1IJ).{!j( J2 川，'i~H{fl"'?fl!!L命 ， I'Ji JlJ 1:'γ1旺ltjH.検作機出総"命)は，)ili続到Ull民l十

i!!lJi.i::災前のIlfJ'5i!:とその1，l:，'，JIIをr['心に(付'FiのJI:位決i[!lJ定弘前'から{!Jられるデータや

1'"1似の'1'，';刊i処N，'分析にWIするfiJI允を11'っている}また，コンビュータネソトワー

クを干IJ川したハイパーメディアシステムに I~J する íiJI 冗も i住めている

lド付紀士r助手(臨床lilliiU';:::~ーだ'1'11) は. 造lill1;i下車IIIIJ包の分化JW判，'iJえびCSFrr'L 
1ft:).弱における CSFj宣伝子発現機構の解析にIYJするiiJI究をiiっている l

水戸降宏助手(生化学等実例) Iま，特1)サタンパクの修郎li物ftであるポ 1) P.DP 

リボース)の生理的意義の解明.並びに DN:¥ dt Itlr i ;(1II:JのIlfl誌を行っているコ

N 理学療法学科

本学科は，会人tll]的復権を日的とするリノ、ビリテーション医学に刈する十l会的要

請にLιえて， II({和57年(1982)に新設された。本''?利では，身体に防'Li;:のある人の

基本的動作能}Jの回復を[支lるための知識と技術を教隠し，かつiiJf'先しているコ 3年

間の在学期間中，専 I<FjJ~裁として必姿な能 }J と倫浬削及び11:かな教主を備えるよう教

育し. また多くの実宵を通じて国民の保健医療の逆立とIfllJ，に冷・与しうる理学療法士



をf{lえしている

乍~'~'1 iよ， JIj!，]:WiJ、|ー|五|家"点験

にf汁行した伶 i'.1二hijl:';e，リノ、ピ

1) テーションセンヲー，~人 b包1fL

1ft..び小山悩lltなどに!;!A:'JJしてい

:れからは1山山川， .j:丸二.'.JA

などャ (i}1 光州でも ;I~UNすることが

たし、に!り!日されている

i資 dJ、jιf-H2 (f.~JI~外 H''?，リ

ノ、ビリテーション|片山 11，.iUJJ 
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|省吉"を筋と J、十ìLítl~~f との WJ係にお 理学療法学科(義肢装具学実習風景)

1， IてJjiえるため， 'Ulj!'，/:的，ノj:_化

学的ならぴに :}l î.1JI~ fiJ!í'ì'í'IJ'1: i'l0 に'jJ政1'10fiW光をわい， さらに， これに I~J;坐する尚，;J択的デ

ータを集積することによって .ì~動iMìl; とくにスボ- .;; I片:'j:におけるj辺ffi抑制Lの怠

誌を考究しているい

IDJ村- 峨教J吃(WIo庁1]"/=， '1川\'?lは，神粁系における (J;j主物質や，iJ，~i'iíJ物質とそれ

らの受行体のIJì~1 人l 分布を免疫初織化ヴ:的手法で検索している J また， 1'111粁，f~の繊維

連結を Wf析するり幼からlIall爵/えびIq('!1:に問 fjーする ql t1.{tl~H 系!桜井ミのf'，t }iIJ を lilf究して

いる。

介、水 Î1j'j.I~同士十2 (リハビリテーション慨l恥 J~['、(:if.! iH!)[ ，i仏 .ìHb療iJ:. 物J'~!iMìJ、)

は.1主主bと紛れ1fl;jのWlf{，について， スポーツなどによって'1じる川!針12t??のJe'j:_Il;(

川に問する J，'と(i;UI(jji)卜先を行っている、また.物J叩!京iJ:における似』主主¥UJえについて.

その!!立身、J1f~1@. による i~~ tí:l~熱の党 '1:. 紙式/えひïfl'峨効果の付1;主についても li)1 究をわって

いる

鈴木tU-:助教J'2(i主動療法， 11常't:.il日円同U，義1I主波Jl.'?lは， ~'~)J主従 ll.材料の [:[.1

'ie liJ l 究ならびに ì'~助iMìJ、に|刻する!i}l 究を f) っている J また.慢'/"'I=. IYJ:);~ 'I"'I 一 1IIIi扶忠の 11 、F

吸j型学療法にWlする/JW先)望動f'!1::)と筒tnf易の入!と1必fl{JiiJl党もわっているけ
:，t.¥:.1(f(i上助教J-1: (JIH'r・ 1前 ìH!~ ，前iì ， JI~ザ:療 ìJ:. iffrlliìL. J~!_?携で ìLJ 主j.j:i論)は.健常~.

Eえび身体1:，本 ~Ii;:-!í-の )t~1i' j'.ß動を門主主県lr~ ~[の illiJ定ならびに身体市心のf.\Î: ¥11'，': ・i主動エネ

ルギ一変化の;ihJ!iJによってliJf究している〉また， スポーツ外傷・ 1:中古ーの矧学械il;に

問する11わt7.えぴ.筋肉のj必L、十|筋収納による筋Wl屈の{IJf究も行っている t

市橋口IJ明助教段(臨床運動学，物問療法， 日常生i古川動， J中J刊'Mi去概論)は， 老

化，臥!未，傷許が筋に与える 1i~~~~:Æ に|期して， MRI三次元1111I(象解析i去をIfJ1， ，-( li)f究

を行っている。また，廃用↑t筋萎縮をI;}jIトーするために必嬰な巡動揺を明憾にするた
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めに， ・荷主に fj われている筋力的強 iVIl~*の筋'，'[1刈ザ:I'I(J fyl(析をわっているυ

1長川t長山比})l (Jftl，~芋療法 J'I三 úttiì1J は， 尚齢者ー・ I;~'t '~i~:. fiーが11'':;¥''1'.I，f， i，fi一回Jを白、7する

のに必裂な体}J，水準に閲する研究を行っているい

本JI崎 プ己助手(瑚学僚j去概H命)は，十I~粁筋 1J{ì国子山(I'Nド)の筋i円動係λ/えぴ‘選

択(10・i力不的な筋力附'JDt訓練i1.、を問維にするため筋屯I':<I'II下)/1)卜先を;lliめている、

i池也i添£冬5序:f助手 u理!型Eγ
をあて'定量的'~，lffd!i)jìl;Æ ぴに訓練Jiì去の縫合:に lí'J けて本礎的liJf究を進めている ο

V 作業療法学科

本学科は，理学療法学科と

ともにlI(j和57年 (1982)祈1没

されたけ 3fドのl深紅において

j'l: <;f~:J余 ìld: として必袋なfH色

村tl，民I桂l災ぐt，臨床|欠学，
リハビリテーショシ医学，作

業療法概論，作業治療学なと、

rpM広しザzTfが行われ， f'f，tJM 
i}; l:Lfil家iiA験を受ける資絡が

tj-えられる心作業療;1;1:は.

身体障7t，精神|樟ft:，発達1;主

主.老年WJ障害のあるおに対

占ー=作業療法学科(基礎作業の陶芸実習風景)

し，続々の治療的活動 (activitv) をJ.i:;JlJして適応能}Jを純作させ， ur能な|促り白
衣した社会参加ができるよう援助する役割を1'1!っている。また， ift u:能}JをMよ;限
に引き11'，すために環J克や手段に 1:去を加lえることも作業療法の特色である九卒業'1

のほとんどは病院その他の医療施設に就職するが. 3年以i二の臨床粁験を終えた年

業生の中には教77・研究l般に就く '{i-も11'，始めている υ

lflj橋清之教段(病理学)は内分泌病理学を専門とし，ことに備本州，初~J'K ~I~l等の

人体例や尖験動物例につき組織学的，免疫組織化学的，電千日.fill~k鋭的検宗を加え，

発生機H';などを病理学的に研究している。これらの本礎知識は作業療法士にとって

治療計阿を立案する上で問題点の原凶を研究したり 禁忌事ー」良を配慮したりする際

に欠かせない情報を提供している。

松本雅彦教授(精神医学，臨床心理学，作業療法演宵)は精神分裂病の精神病理

・精神療法を臨床の場で研究してきた。特に.精神科作業療法における“治療者ー

患者"関係のあり方に関する研究を主な課題とし，作業療法土にとって医療専門職
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として?ffましいパーソナリティーの1[1戊にllJJ}Jしている

小問中止←-f-H乏(Í'I ・ ~S:IM iJ;fWt，i命. 1'lo l僚iJ、，fH，lI i iJ、，作業 iMi/学 1cj主 J:~r:';iれは. :fr'i 

神障主:. JJi，i以老人・，':;j;j， lli'i ti:UiE j:，.;¥ '，i[ ・低迷附'，i;:にnするhtJWJ、ぴliW!xにおける!必
覚統合療法のj自 L~~ とその幼以/えび [;J~ W を神*f機íì~'N'0 (ö1点から [~\I;I'+:I下J に t;):idJlするiiJf

究に従J事し. .fJUI 自|問~t別引叩rJ小引iトυ:1川:1(，'\リ山IG己ぴの〉コ ミJユL_二二ケ一シヨン白能巨j力J(σの7η)')允色釘j主を'iド"心L心、1'1下凡lドf

tりH弱fJLんvでCし、るο

lLdU 't:L助教1'1:(J，I、ぬれたf:.fr:lji，W、，;'HillilJ、. f'lo lif"JM学一精神 I~r~~'. i~: )は. 1'lo 

業活動の精神 IÍIiに k ，j する機能とイ'Iò~%r，肋を iJ~ 介とした kJ 象!日l 係をIrJf究 r;q~hluとしI'.

として精神陣古:.:1由 l 以.~人に [~J する1'1 ・ ;U的J、の臨床íW戎の ji)[";ë とf'rl保 ì.1; Iーの.J!:cr[

をしている J

早川宏子助教托(行業;t"H，t';::-.u iHt:"'h. f'l ò~:: :IMiJ、J主体I，i命)は，身体に|り;i?を付
つ成人，山IjIlÎ~ì -r;.の '[:.ìI， o)'['t を II'J [-ーさせゐためのi，ri10Jを.uH;(1サ，十|会fl(j，え;化的に分

析し， 'le ili )，I~本 i拠出の j針 l 能 }J のJ)fJ')cとほU}JJj_ び附 '~ì;:-!J"における健岐についてiiJ[究

しているわ

赤十止筒I-I4j梓nili(i'lo lJ!;そ{j、:j'rJI[I'/，作業;(，，:1耐えtX'tl身{本[;市内.1'lolj長iHli'[ーr，i命)U'I)

は.神粁・抗争九，I，!_:，ill~之 0)身体附 'I Î ; を nつ人ベJ111J前i;{iにk，Jする1'lolj桁J、について. J也

L長リハビリテーショシとのIY;J辿について， ，~';j;j， rlll粁|埼'~~:の仰粍心県学的分tli)えびd"

f女についてüW~'Eしている

ノ4小jト、必P野J' J泉RリH肋UJT手:(f刊'Io~主..;一.::1拡iそ引il去;む川川"正，f'[け、1判lドH汁u制仙川1I山州II川liι法J;ご'jミ訂¥'':仇何L町吋牝，うザ';'1，ヘ.j入tlEμ、汁;{i;;止tf竹'Io~'主'::/う小‘J

仁月肢支i巡逗動t慌匙能!ド陪:芯立ιti

j韮めている iハ、

力加H藤元好Fう労宏』去fω助J手 ( f竹作1午o:;r.業Siげ治f白，，:1峨炭，‘f:-づゴ公色釘j述主釘|ド附;な永に刀l

|ド:t章t古.児を主とした中粁fl皮主7先c;述主|附:正杭4中市，1"け-づブLj1ihi L山UにIι付‘Jするf竹'1':;r.来SJ療挺i法J;の効3県民を4川杭"主，'，:例をj泊泊し6ω研Jf冗してい

る。

腰原菊忠助子 (fiolj女iJ;，ifidliì); 精神附~;i~: ，町、{必作業学ゴJ子el.臨床日HllliX引)は，

精神障害者・への作業療法の過1"1'を4;，:例をj泊してlrJ[究し，あわせて学生の'.u刊行砕を
している。

百助産学特別専攻

助産学教育は.人間の十!と I[:_ij，l'[ に関わる~Liti Lの援助を目的として，石i-J~Ît{i，是教

757の上lこー年間の街みJ函:ね教育を行っている。対象は， ライフサイクル各WJのtc["(

であるが，妊娠・分娩・応係員;JJを中心として，乳幼児と家族及びそれをl[l1.りまく地

土或社会が含まれる。

近年.小法志向が定清し，貴章な11¥応体験へのWH与が高まるヴjで，家族守地域
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十1.hの従lJ}J機能Lijl~ 1、したと， iわ

れる、その'I'-c，1リ槻が戸i'i{去の?)t
i主fι侠lニliIliらないで，トj:f十111(.1'1ト

Jllによりt'H，¥'をJ在っても、山ができ

るよう絞肋するは古11も，n安で.こ
れらの")主のωIJ ，;(.i~fY を fVf:I'lむ・

系統的なステ・ソブを附んで7・押さ

せている J 教育実利は， :)jiJ，)医院に

おけるIfiJ市Wlの定刊と， 'I.IifJの1劾

におけるがj"U'Gri)jlllJや家Ok口li1lii-m
i弘ひいては粘a¥Hzf{('1全教yn

をソミ刊させ，地域j~~世tl'<械のあり

』置

専攻科助産学特別専攻(母親学級実習風景)

んーと助，)(4'ilfの役i刊についての日忠誠をi向めさせているυ

修(すると，日U)，)j'i!t'lf[KI ~ぷ試験の受験資他と受JJtìI制自I:iゴミ地指導Ilの資絡が11正何でき

る。他にλ47:において16ìjí 似を修行}し審査に合格すれば，学f，'~托 'j十設備により学1・

のう!:j，'，:を.j-J:らされるυ

我i;l;111キヨ f教J乏(lJJ)J)医学。!正論， 'tijll~科学， 1:): r行動利 'γ 助，)i'~，:会l的主芋，助隊技

I'h/j!:，助作業務官刈LlJ})，ヰー'下li)f究)は， ，'I'.i守:附のケアの質の，iHllliベソJ.'iJI'J: HJJを中心と

したほ↑'t心、JlliのliJI究を1J っている J 特に分4免Ir.~の l来 1而や，m後のマタニテイ・ブルー

について，臨'*的にfifi，iJI:する研究に従事している。

山崎あけみ，;~HlI lj (ノ I:.~I'[ 利'[:，肋，Jrd'!(術.}:.日I})，)(，1幻tlr'';!:，J也.hx:f以他)は，近年の11'.

r七千tのほドとV，:tj:_の社会進 1 1'.に ~nj L， 1:):1;見へのj位il(lJVlから1i~'GJUl jt¥1 '1'の久十!とし
ての白己イメーシ， ~4l恕的自己，自汚f心の変化及び， IJ純役訓行動11)(i~! J邑併にrV;jす

るli)f究をhっている。

5)11:1勺立{-助手(助産q:尖判)は，i;j'i婦やその家hJ、にとって "11埼){なお政とは'?"
を，自己テーマに分娩HJJの助政ケアのありJjについて， また， [:):'[1 1ーの>>~ ~Hf となる思

がHJJでは， ~組比j推~;備'1"刊「門1:)やtキヤヤ什二コ〉寸》ド'1ザ可i

また'この他にも，'1¥];(体験に閲する(1)1究，地域lリf-保健サポートシステムのM究

や家妙、ケアの質的;Wfllliに閲する研究などについて，学外とのJI{川liJI"先を行っているυ
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干守 Ht4 t ，、( 千| ‘ー3、 ‘白1 口
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l:'1l 'I j京 il:';:: 1'1 巴〉、 ‘ヲ、

作業 iM i1、学科 3 ー》

人宇 I文干 H功序~';:・~.j， ~J Ij叩」文

‘持 務

";::kll) 18 lS 日 1，1 

';::1とは点目1; よ~"?孔::l、をも 'J ーにあ.... .'.，) 
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現在の附属図書館

E 沿革

京都大学童IJjf.当時の本|、ー1$(次総長は前任の東京;，'i'iI!'!)--:学にあって. [::(1¥1;: nii告別と

いう，今でいえば附属医l書館長というべき役l織を粁験していたω したがって点都1I'i

国大学という新しい学問研究の場での|支l書館の使命なり日的についてII)J維な別念を

持っていた。これはー口にいって「開かれた問書館」構北!ともいうべきものであっ

て，後々まで附属問書館の特徴の一つに数えられるものとなった与え)jである σ

まず創設期の歩みを当時の同書館の/1'，版物から眺めてみよう。

「京都帝国大学附属悶害館ハ明治三十二年十二月十一日ヲ以テ閲覧ヲ開始セリ

日テ此ヲ創立ノ日ト定ム 之ニ先ツ二年大学創設事務ノ開始セラルルヤ~IR 1:科大'干

教室ノ一隅ニ仮図書室ヲ設ケ半ク購入I立l書ノ整理ニ若手シ 又本学制虫記念ノ為各



680 日i;": I;(J I，CI;;!'X!， 1 i釘1

/ i)j ヨリ l~fW;'Î 七)~ 1刈円ヲ，]:制)1シタリキ」

これは|りl的!1 (190討) q 1リiJ の~J;( nJi'，甘い!大'?I:fJI，'J!，1::<1，科目Ii案IJ、L:に紋ったI:HMI';(I

i': ftii 0) (iIJ n立とIllJfi引の，)十Mlを必IUJする，ic'-Jiである こ0)，;己，)iによってmのの段 1:灯、tjIi
に， つま;り111)川り川町l打i記伯t白i;3tυ (什1討削日7):午|ド:(i Jリlのl以i江〔打伺都|ド;デ九行"叶、

るいは7治白l附附) されたl'μ凶1刈足1;六門芹4の悠)It!同カが、吟呪4好fì まつていたことカがi'サ、，~わ〉カか、る i しかし??いにには， 干IJ

1M -(i'を迎え. )J:?'~ に I~~J 覧業務をIlfJf<f ì した IVJif，' :t: (1出9):1'-1 ~)j 1 1 11をよれ郡大''tl:付属
閃 f~i:nnの削 tの 11 とした l

このi則的32年という年は.わが[引で初めて[:xJ拝fifiにWJするiJ、J.I!:(勅 i)':Xí4~9 り '[';(1

書館令J) がIJ!<:I!・した年という意味て、記念すべき年であった、

建物は，明治31(1898)年7JJにまずレンプji主り~ I;j:¥:lli (~29 ， 4nnの古川tがillち，

引続き1，山2年7}jまでに閲覧宗，事務宗が完成 J政L1はそれまで~filJ I泣'Jif-i7引のWi':か

れていたJI引ー科大学から移転したu UJL fI:教育学部本町[のP4iWJに竹、レンガ‘!と!ぅ;也の

建物がはられるが，これが削投WJの問書館事務不である， ) 

建物の整fniiとともにすH'Iの収集も活発に行われ. k/~-? ，~1' ，'(の 2カJJi去には，はや

くも初lU{J、本ド "L{(次?"で令同の fld，な知:浪人や/Jr.~1乃家に il? 給'，~f!!';'Í の jA~i(i;1たがi五ら

れている、

ノì~l'，tイ~";::nIJ .'，ーニf.J ，記念トシテJlj裕 .-j( :I~i: ・十jl: 本宇佐jJ '!.f!!'fl トーサレ候ノ、ノ、 ，kク之

ヲ本う:.二"~~シ '字体1M究 /111ニ(]I，スベク似IjlJ 1戊ルベク静jJ冷・1!?1二iu') I史 愁lifjノモ

リニ.tll~/" ズ (1史 .i(lテ 本子:1';(1i'rnliノ、jLl没liiiiノう己成ヲJキチテ本';:・々 '1ノタト・般公取/

jli]覧マモ沖シ 1/史係f~li :fÌi':'(': ニコ L アリ依

先の本ド~i上~l毛の r1日Jかれた1':<1{fi nli J Nlf .tu.とは|のような党f，1，I.とかかわる 本ド総

長の.fl~，念をいま少し .ìJ}ってみよう 1ヘ

1'.:<1，';ぬ.((止勿nidiirょするの)jJl

を~.~ 1I let に Jtl;~z;n にかか 1)I ， ';.ü

:) ， 1(li して Ii2ιの III't には勿rI~ùJ'~

jJfJにttすの比込にて. I!fJちょ)':'1:，

の{i}卜先卜.に喫する出絡の外は勿

l論.日fi;人にても閲覧するのi'Ji利

をうえんこと哉し休刊11の事に)1:

ずと思えり、、 Je米同7号館は人民

の必要にi自られて，;止、!.するもの F

に)1:ずして，之をIi2カーして附き

て何時にでも共同に充てん覚悟

なかるべからざるものなり。 Ii.x 京都帝国大学附属図書館
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ナト|にては|苅 j昨日in の'ぷイ~~)~をもって{千 l也 }jの WI't~ll juJを i!!IJ 位するの制あり 1(liして

:f:lと国の世n き~ .~{ J.;(にuli .あるのみ t'i'l:に・'Jiを，il，¥Jffせんとすれば.比}Jーの日と雌ども

東京に11¥でざるべからず イ;f'liも咋，¥tしと.}，.ふべし ，'i'l:に¥;(行1;にとをIlH，iJ.tしてw正|
阿部の必裂に!必ずべし

これは 「リJJt叶叶R制1¥凶1ηザ悦悩r'，耐1/山.

年 8月2却9F日11‘，Jけの ~ )大...:1;ド似;日;11比えjωリ|ハ|糾11IJJ，ぴの〉λ"己'Jドiである IJ前ii拘ij!γl'毛はこれま-でぐにLはLて主 ;':.1':.:刈|llHi 

閲覧の a叶骨般支への|問l目別}日l欣であゐが. 後‘l'は1"1 ，'， I ti[ ~';I';(I i'¥fiiiIYJ 1川町{のfllf，fl~の i\)!X: りといっ

てよかろうー~，卜はこの伎'1'.に J也h比ごとの判色を '1 かした ì'. :，tU ¥JIj 1':.:1 i'~ 飢ともいえる

発想、を岐路している

これよ り;光tι. 、吋l竹iい刊11白「まだ!収-kιωJ.~以;江(ぐれ川'，'刊巾，'i心巾'iじ行川iじ行'i1作川E司1)大三ぐ，(: え文'，:つヴ，ιう7、}:/川'，1ιiじ;の/大、('J下i

書館に悶する(似川H川f党をl山;江(目制郎|ドi'巾，'，市'iむi'ilい川正司l人大，ン，、下よ lりjイをか安釦11刷|昨州'Mされ，てC山L、たが. "，i' ltiliの，i!L1].(とと もにrlん

も創設事1'#に}JIIわ1J. ;J~ いで|リ Jdì:Q (1広州Ii!・11 1]初代のI:HI，'Mxli'lfiiilとに補任され

た。補佐するl隙tlは，illけれであ 1).そのιJi待機備はl'xl;il'1:HjJl'、?の日加であった

閲覧は開始さuた1J{， '1l!:'J:(/ !i1 11ii1がわったのは|りJdi:l(i:r6 )Jであった その↑tij~は

当時としてはぷ Ilt~ らしいものであ 1 たらしく. r'It1.J:Uノ、1I'n'el'l熱λニシテ!ι身、|ノF'I!

ニヨリ宗 1)') 王子均ノ)1::*収ヲ IJ~ イ1) スルハ好i ド i也二紅!ナキ l iJ j ナ')トス!と"じされている

告IJ設当11.)すでに付 Ji11l}にi止L、1';(1，1;を}I'えしていたカ仁川、fえ件f[ミl主ごとに、FJ:)

16司OOOlllhiij役附加し IVJdi:お(19():.:) f['.'主ぶにはI()Ji1111を，Wえる }I，tr与をJjつにでっ
た。そのため1"I:l(i:[o ，1 ) Jにはみ'}~ ，'rH，'として Lンガ出 i，:1 1射のIII物をlNr没している

第 l書Iれと1ii:せて約WJJIIlIを11"-1，はできる!州立になった

附属閃 if; 自11 の q:i.:'品~ 'JfJl'(を .t~ ， iょする lF1111Jli 会のれ初、は"lJ ìfì.11 (19(l自I:[・1~)I 1 f I 1，Jけ

の達示第 19 りーに初めて ;-l~J;，þ されている r IfH，トit~':' HH'!! Jの治 5条は， i ( 1 ) 1':.:I，lj:fiii二

関シ総長ヨリ11lf拘ノ1'1:， (~) 1':.:1 ，'lfiIilとヨリi"){，;Aノf'I:， (:1) 1刈i!?飢ニWJシをt!汀リi}tI¥l( 

ノ件」の 3J!i 11 を 'It~ ，;花するものと定めた

第 1[filの'fij，1薬会が1，iJ 1:': :ド~ )j 1711にIlfJilrされ iイ，'?I':.:I，t;:i (千分fl弓j的シ)1てIII，:IJ

目録(Authorcatalo日tl(，')rjJN i~~ (Iit!.;'!:ノ1'1:J とし、う l必~mが l斗館長から北本され f二、'í11.) 

の目鉱カードは削 ijiな子;ii:きのものしか伐っていないので.この案は'だわされなか

ったものと与えられるカに この'，1.1， 叶I.\!日l に全ザ・に共 i曲して使える I~"Id'J 11 j:、iをT141(し

ていたことはii'1'1にl，lIiする、
明治43(1910)年. f})代の II:I~郎氏は.有í'}. .~ r'，::j ":~'.;学校教 j;'2 に nぜられ. (I'ff:llq:.で

附属同書館を1::ったけ削I泣!lJJのI'xl芹館を軌道にのせた山は. またl'XI，'Hi:の作詩i主動

家としても先駅行のー人であった i 日付属j'xj丹市{nlJ1;2:のヰ;lif，1，，133!jミ1flにIt，'.;は，釘(

員笹岡民治郎.秋開J久!科とともに rj羽tll.J丈州協会」のriQ:¥tを7Eil長し. :~l:ll q-: 4 )J Iこ

日本最初の同書館雑誌で、ある!r'，東熔』を拾1・IJした、
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山自iilくの後任は， IUJifi:ll trからI'xl;P;自nιJi向111(，州委Llとして(iIJ，泣の来訪に悦わって
きたわJII ーであった { i J 11は7ソ1:.Ih:，: v(あったため， ま寸 IiJ itj:'(Cにffぜ、られ，:Jよし γぐ、

第 2代自ukにfrtlせられた;i I1寸一べきこととして r~~ (打1;'，'ii'IIi[)._:'/JN JJIII'xlr月一)J fl{J 

の'IciJ とアメリカ:議会 I'~I ，Ii自nカードIfj'!n ]¥I:IJ I1 j:Jの11正FIJ'; j' ，，= {:IH:/e 1リiJjj'OYl人とがあ
るυ

的:3fl自ilえは 1日Ji白44(1911) {ドよりlI(jflll1 (1936) W にやる ~5:1:の以WJII¥Jその

臓にあった祈村山であるο;-~-dh'}: '.fJ-として[11今rlt，ji i'ーのえ:r}iJ、に村j凶し， l;fHf!，I';(I，号館が

J りとする糾妹丈J~ ，' の火、l' は利付館長の {dl't' に収集されたけ

)(Ij~ 2 (1913)年 9}Jl~fl に開催された第 9 IIJlll11，議会は. l4il; 1，li'J:した総ki'HJJII政太

郎のかねての腹案であるI'xl詐統一式Illujの'ι，;誌に多くの11.¥II¥Jを:.';IJl、た この統-，illillj 
というのは，各学部， /iJf完本にはliJI究 L不可欠な丈|献のみをWi:き.他のl';(lriはUJ能

な I~~ 1)本館に集lドすることにより， lli古:と'笠)11[に(i.fII!(I(_j士}J;f~を 'j えようとするもの

であったυ しかし，分科大学lWJからの般紙(J(_jなf'tJえはnられず.fJ111命は礼込られた i

これは総合λ学における I'xl 古館のt・:l; J'i~_}j式としての集 q' 化とうj' li~化に I~J わる IIIJWで

あり，今11なお多く ;lJ¥:ii命を11千ぶところであるυ

太l正t正:9 (什1920) :年|ド:.'[υ)J 2討IUにこ|り問i見別;日J1官俄i品花ilされfたt三二羽第i:il汁12[1I11r'l白弘'口品i

わる if_:)太iなj品刷1礼↓t川11川lリlμU改文i正l正:をJ提足案した J 第 l条の附以1';(li4;:tiIiは 'I';([;ti:ヲ!?j-政スル刈トス」

を '1';(1古ヲ収政シ|刈計二|勾スル叶止が務ヲ処J4iスル所トス」に変則しようとする提

案であったり k'~;: 1:;(1 ，1; 館を ìjí に 1*') の収I~~)+ とみなすような考え }j は， 1';(1六百:1!!IJの

実践を辿じて1Jち彼られつつあったはずであり， 1街 M'~会もこれを ;fç ，W した しかし，

総長の決裁が{!1られず，この条え;改正案は， I';(J ，t;館)'lf!;念が)._:きく変わり，利丹J{i-へ

のサービスを国ー先させるという与ーえJjが定析する戦役を向たねばならなかったぷ

H宣告の明大lこMJ.i:.、するため， 大r1J.1(1925)年 7)J鉄筋，11併也の第:);I}hj{が明日止
されたり

II(付1111 (1936)年 l月24EJ，本自nの玄関に拡する:tJr問閲覧本から11'，火し.閲覧宗
と1;(1J.封建物のほとんどが焼け格ちるという不ゃな事件が起った。このl↑j-焼失した問

者は約3，000'"t，破1Hk:')320 ，"[.閲覧用目録カードの焼失約36))"枚に見えんだU
これに代る新しい建物は1I({.f1I14(1939)年 5月に者 lーしたが，激化する戦局の余

波を交けて，当初JのLili1ujを大l隔に縮小せざるを得ず， しかも外字1;が建造されただけ

で，後の iーポは--fi'Jに進まなかった。その問，閲覧実は法経41存教京.本部大ホー

ル等を転々としなければならなかったと伝えられている。 IfH属医l書館のiれ、歴史の

rjlでも最も7t'/~31< に充ちたIl，nmであった。

明治44(1911)年，就任以米引き続き館長の職にあった新村山がII({和11(1936) 

年10月定年退官し，第4代館長として羽田亨が就任した。羽田館長は中央アジア史



1;(，[ J，fi 1'%1 ;Ii ni: 683 

学の権成であり，利市iを乞Ifj);uHのみでなく考"i学・主体I資料も収集.j~~ イr ・提供

する施設としてt/t).iJ_'した しかし)P，11~{ドの 11 rIJiiiJ(.''"f'勃会により，この;11:/:.な構想も

拙折のやむなきにいたっと ;J:)川目'r¥lとはH1:3ij'.，;CM大学総長にnぜられたため，粁
消学部の本11:~~dìnl; -l"'d:.( I11本料lJ守山)がそのf走行に伺jせられた J

11日干111S (19'10) {I・1J J tJi n'r¥也徒のためのJ也飢告をまで行われながら， iii~I"J の折、大に

より 1: '1トは""析され.外字1;のみが雫しく ii役{をまで伐された いわゆる rlI{j:lイi-II¥JJ

のH刊にのflriまりであり， )大、，下と|伏凶文刈I~門j今♂白刊R向N附[日'1{ を 11μ(Iり) {在主く i広1泊1山心坑l は f午!ドi こご、と lにこ Jf止巴、~1化ヒしてい

H時F刊f代tの;出j};i)l科符4千:は;光tず1'1ハ'，1似H以4什1物句の|内/人勺、'j';干作tβ千にi刈，)するl胤j比L日;市制制il川|りlという JI三グvで(.fJ羽l見lわれてきた、 争科知fi，l誌t「自

出;{，汁‘lh
つたのは大11正l正J(刊o(け1~り):2 1) {司|のことであるが， IliHlllOif代になると込'.:tl.l・『 ?ndlの白山

な夫.fJLへの日11は11'/;¥' (I(Jな風潮!となっていくのであった 1

4本〈け町:1j郎I口il長ξはH川{日{干利l日11口7Iけl川2引) q:. 7' JけJ1休川本付仲l十E世制蛸)¥j問jjiななil川|川¥{代tの伶白引jドiをえ丈 λう、';:勺可リ!勺ザ寸(í:l~i坪r:!干下桁:干ri?，j久4子苧fそ;教托に"託tし
てi退!il作モした l すでに"、;::ソ'1ド‘.0の】「ιl正企ゾ"、1下i
機能そのものかが一7尖Jわれはじめていた ilíH Il 1~) mll) iド4)j市 19川の I t'\j，ji~i;が IJfJか

れたが(たる l叶泌tur也旦はl'凶1刈:<1.'円iのH刈叫4点:け|リ;別i日J，l'川1刈足1，'円:の人了下-州4型制怖1¥1滑IUにこゴl'、'1ドiつて，ようj下1

して|似附1刈lるカか、t1等1-;令であ，つJた
lI;j干IIZZI l~q7) ij'. にi':，¥?.J nii LはiUfT: L， 1")じくたγ:自liの!日(I:jf(l';il-l":z J-2にリ|判中がjした

RZ館長はIriJif.i!il)うとされた II:(JJ，'f~ I'~I 内自îilâ'rJi!ir杭l勺!J，↓」によるはじめての公選によ
る館長であった 緊2 の，，~~出は II{j 干111;) 年に起|し，外れだけがりえった佳物の完成で

あったパ li没後のinWUJではあったが.令，';:やげての主J立と|お}Jにより ilij干11:2:3I 19.~8) 

年Zn 竣 1.)にをjJj!え， jlj f i:ぃのInは;，'(J;;， 'J f.{'寺本が1:Jii!'t~，二干与された、

白Í'i 8 代炭 JI 久之助釘il之の 1 1.\1~ IlIiHIIZlif.11J)-3:2iド7JJ )は大"?ilil)伎の変めとうじ

務，新しい1'XI jt] fiIi 0) )'I!念の!i'u・1γの11.¥代であった 川市IJI主のよ;(都í?i同大d・?はい、，';:・ r.~i1") 

-s:f}と第三尚等う!:校をWi.Jj"J.L， i:Ji~ilj ，;(ffI;)ぐ下として IIH在比した、 また十11;欠ぐアメリカ

教育使節f:flの仙;tIベ'jf千J也にgiEけられたど 1E I'~I 内自n との持触を通じて， 1 ':<j;"ifij¥ (二つ
いてのアメリカ的JI~念がf主々に泣jE しはじめていたο 住i.WJII¥J'ではあったが11日干11:21斗

6月ぶより本館内にIH)';立され. 叶立 rlîl(に l)f)政されたクルーガー|ミl芹日j\~ともその

ような生きたXj刊であった;}jUI:館iと1'1身もlIij干11:25(1950) .ij'. 1 0 }jよ1)約 5カJJI/¥J， 

.)'11かれてアメリカのjJjJ・l'XI，'i'fij¥を悦然したi

llii和30年から40年代にかけて， I'xl，'rniiのJ行持に・liたったのはIIJlII 1，'，'j'Ji I iJ;''/内li)，

堀江保政(粁i庁学('，:r，)，ブ~tiL'( J:マ:{ilí)，、11.IiliJ止にK(人丈fiJj)の4館長であった
lI{i和30年代の附I，P.;1':<1 書f!Ï(の日なった動きのひとつはマイクロフィルムによるよー I~).、

複写の開始と飛躍的なIW初|である J 河川，現千1:のような綾写機はなく資料をマイク

ロフィルムに~llg乏し，印i山i~1Uこ占先付け.資料の絞製を行っていた IIlj和31 (1956) 
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11ミ，点目1;人'fをはじめり ji'J-υ)1'.<1 i': iii'Iがマイク口ブ{ルム・セシタ-fiÎi '~4~主コれ

た14ぞい!のliJl先行によゐ惚'ザIPj!::，みは似 "jt((Jにl'/I}JIIL. とりわIth土木ω↓|丹、利:;::if~ 

立JtV~への 11'込みが11..f)'IJn0であった

アメリカ，iA二;I'~I ，'; fiiiが従米の11j:;Jlカートに，;~，i& さ ü てし、る -J~" ータを :J シヒュ-)'

がdみ11>(~ lゐ115'(人))し.その品川テーフ 1.1.ビt¥L¥Rじlの'，j-([UiをI;.tiめたのはlIi{{II 

t I ( 1 0(j9) 11二からである、ドIJ)，~~ I'xl ，t;: fiiiにおけゐ+:IMi:lf!IU t 1 'il.iIi 1ヒ)"，-- u)10J きは~!-/

wの|ブ寸ートラシによるえ:'j-: ，，1'; 'r，1{ 0)処.f4!j11}1修会が'Jiiiみとなって I業務陪似化1'1
~~グルーフ J ががiJ点されたL

11日{115511山()) qに人って，;(#1;人学全体としても，こ ω ]l l-J!Wへの~，J止、は，己筋とな

った.'1 '?H:rI't1dIWU :W，iMJ rtf九jJ1l t l .i~ JがH2けられ. "i 11.¥の林Jl、|喰1'(1とが委Hl、に

J;curし/.:.， I"JをL1 j:~ は1I({{1I 55 (1980) 1トIO}J総長あてにIfJII¥j1'ト11'をJ芯11'，した、この
ヒiift'i11'の念願だった析1::.:1件向";ili，泣，iI1山|も怜;I'Jされ. lIi{{1I5G 11出 1)年 ii)J 'It1Jのuii

W， r i'iiHIf1 j (りー外)は，林館長び) ・え:' ，;( t!j 大"(:附!，~~I'xl ，';:加のj::Jj'i:('について」を1t)
げと J 以後，本町1はtli'i:;"也染へのさまさまな;f，i'jJjli とオとるべき''t仲rh'í 仰の屯針 ~J'H と

いう"県足立を41[ってJルみI;.tiめる， yJififiは11日利158(1983) 1I'.IO}J投1:し. '!?，!59 ij'. 4 JJ 9 

日にIJiJfiÎi-~るが.その p~.~，閲覧システムがl'iJII.¥に隊動し. 1'.<1 ，'HiI +:務の1江t-rfヒの佑
.'J、を日ifみ11'，した '0

11(1千1151'11ーには. i;lifi'fi，ì主F~.のため此本的な tU( しがれ一われた o *ft~ liliでは，従来よ

出子?配、ii の]二 ~Î のみでj出件されていたものを， f~tt-) 校 't't. .t-!z 1i liJI先引のIJ粁賢からの

援を乏け. 1!J政 líli の Uえんが，)Ul~ した、 またII{何1160119ぷ5)"tには I点目1;)、''/:I;IJ

刈向日ij¥HH'I'j， r点目1;大ザ:附)，'.li，I'xl i'i: fi¥リIJIIJmNJ ~~'が令 líli(ドJにじえtfーされ， 新たなス

ートを切ったο

約í.'j;~'・なった 1;付加;I'xl 出自n にとって勺 líli の l拠出は業務'431化と *ft. ， Lt~のパソクナシハー

・センターの1泣ii"，'であったu 川ソケナシパー・セシターとは各自1;1，，) 1::.:1古自Ii (京) 11i 

11'&の j五次|‘iJ1 J 物のうち利肘キ1の flí:トーしたものを|制)，i~l o;( l書館に移し .trf;'ti'lH[j出IIJす

ることによって利)11の効本化と;'il;J，，)1可lll; 館 C~;~) 業務の ft 11 1. を~!王 t成しようとする t試

みである，叫んjから保存在一片ーに集中された資料はlO)j11Ij-を位えた u 業務屯~~~:化は，

II{{干1160(1985)年 1H'こけし}fJi't.t日機をホストとするシステムカ寸ま勤し.，):人. 11 U. 

維ιi;苛=の業向が'，'lili処:flJl.されることになったっ

料館への移転.屯11化という反大な 1課題をかかえたこの川一JtJJの館長はともに L学

部教十えであった尚村j:一一とjttin;l宏であり，続いて就fでした附LHil'包Mtfin.L七(丈宇部数

十三)は.この悲位にιって，学内外における学術i百鰍システムの憎築に取組んだJ
平成 2 (1990) 11' 1月には初めての電算機の史新(リプレース)が行われ，令学H!

伎での端本配置がう己 f.liiJ 4 IJには学l付LAN:KUINS (京都大学統合情似通iLiシ



ステム)の運nJも!日jliriされた!

画像情報をぬった EfS (i正

子ファイリングシステム)に

よるサービスも、|勺戊 :3(1991) 

年に試行~JiJ された l また，

海外の学Hij~I~ ，lt、の*I[Jぷ((:1'10なllx.
集整備のーー棋を111うために.

昭和62(1987) 1t九え:;'il;行か

ら外国雑誌センタ一郎として

理工学系サブセシターに指定

された。

平成4 (199~) 11:.:1 JJに此
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任した中i)JIGI/(弘fliik¥ x.'Ii'il;教J':，(:)は， 11¥1家公務nの完うで週休 211 :IiU t二1'1'う土叫Ll
の開館を 5JJからx他しJilまた!uJjには，的 5111111米大学1';(litj:fl'fi会"誌の公IJIIを1I
的とした ifl1ミリシデイセミナー」をx施し， '!'，l 11'-11 Jj r~1 Ubj:-cにli'Jけての)(~'{: 1';(1 

書館』としてfU.;1;'I~j がまとめられた 史に J~が 11・ l では初めての』試みとして、|勺&:6

(1 994) 年秋予JJ~/J; 会でi江(lJ~/J、を企 \Illj し，公 IJiJ'U;~i を h ったυ これカ"1l1.(J';(lì守町1

1ヒへの発端である

退任l紅白ijの、|仁成 7 (1 9%) 11'-1 J jの|以担11・淡路大山災は大きなi!f!j惨であった。こ

の惨事には， 1;(.jI，'f!， l';(l;t;自nからもI-III}i II:刊(i)(';::， fl~) i k~:;::の件 1';(1 古川へ復111 ム;慌に赴

い?二。

平成 7'rJ'.4 JJ. ':OIJGf!iil七の伶H:にw己点 1?iiJI究科教J乏が就任し， )(~‘;:1';(1 件目nの

1匙~íì~~!Íl化が1 111.ばれるrJ l ， irHJi の・h'j" W処 ~I!!技術を時li使したi江 (1';(1 ，<1; 館構加を']!iUJ に-i(l'

i隼した。平成lυ(1998) 11'-1 Jj の氾 I~Î機システムの史料iにjji:せ， '，[1 (-1:;.(I，t;: ftiiシステ
ムの子$:1:がd.められた、 kl 己目{けとは ff:WJ なかばで Lザ:fi)r~H:HJ毛に就任のため町il去を

退任， IIiJ9 (MJ7) ¥1:.' Jj， JJi})(;ùÍ l~ftnl占( 1>?fiJI究科教托)が就任し， it: fIχ1 t~ 
ñj~ システム惜fL1の尖刷に|川Jt tて 11l1，説会に "ιrl';(I ， I;ftîi '，1/ I"J T.H会をl没i代したJ

E 情報の発信源としての図書館 一蔵書の管理と保存一

問書館を外i'}I~ から|眺める人は !li 然のことながら， 1:;.(1 i ，; fti十丘中|の閲覧， l'tll'，宇和l川

のHiiに多くのlI:立を;令せるであろう u しかし 1:;.(lr;館資料が刊l刊行ーのTに触れるま

でには，実に多くの入手と11，¥:IHjを決している。資料の選択，会，iI"rl甘処J'lf!..分知， II 

録，ラベルなどの装備を経て，ょうやく資料はサービスの現場(利JHfi'のこT-Jに移

る。



686 :， ";'; I;(j li必 1'~I ，1j自n

サービス瓜J坊を Jじえる資半、|

tUt~ を 1 1 \ ‘片しているのが'I'，'í 判i

1'¥'f'R，深の'支:人， IJU，の 2掛で

ある、この1山 i正{イt'luWを

11;1]1'1・しコシピュータネソトワ

ークをj凶じて1]tfJtするit:('11'; 
mmと. 不ソトワークでMiば
れた令学の1::<1，'i'[lIi主持システ

ムの，illiJI J . 1'i' JfRを11¥・liするシ

ステム竹Jlj!.jlbj(あるに

1〕・!!'iiutlU外は. ff~jl;j~ S_;.ì~ 

，': jHI¥Ir'yi，;/d 1 ;';，iA ¥ ''? 'I I'~I i';' 
オンライン利用者用目録 (OPAC)

41別1~~I i ';す)IえびnIi1 )'J ，i古門会L1二?でJ室内され， !1.lli人が決定される、これらの資料は
公，i!I'I(jlj!!)ltl， I'~I 市〈尚北詐りを 1 ・l りの後. イ(，、;::の1，五i1iとなる l この'i人れ手続きは受

人掛が111、Iiしており‘le1反ぷ 11'.'主令"?では.芯7，91):':111[，1人れている， 1';(1帯以外の雑誌.

十lUl!~!'r.i: Ùfl. '，Li: (1'j()'h'iNh'tH (じ[)-RO[¥!てねの'乏人れもI"W卜が-11¥"1する。

Jたに 1'~I ，I;:ñÎiùfl は II j:J .jJl-に ft i)， ùH を ì:山りIJ に分Ui.配ii'~U'劫!好のデータ等を作

IJ記する ?日 υ)11 Ui'I-1えは令|正!J'1(j'二1::<1i'Hn;iHω1 (1';(1 ;11. ~!í， Lt.) をJ1、IJiJ)士mして目録
dj{I>I，仙lJ山'iY似f北(テ一';/ベX一スとしてI1形|μ;μ!成戊している JθJUι1:寸' 令l同E司l!i叩00の機|悶1対1J同カか、ら|同苅書， 雑誌誌白

1打川H宇寸寸せtて3孔，(似)()川(りl)万jf'円!十-の』子ヂ子F守一 夕かが‘，，-;:

サ一ビス11川i日川;日l附好桁i、l片i初よ lりlこれに毛参主Jj川N川日1. ヤri)i:!i{j'.l:.:IJには令，{:的な人)j体制lが整備され

た

日以!りj'{1>h'H!iデータベースベJ、|三!反91ド4}Jから;j::1iたに提供を|弁Hfiした剛像情報デ

ーすベースは，コシビュータとネソトワークで憎!必される'h';干ltit!ii.;ネットワークシ

ステム'引付し ¥N-J¥lflN三 (l;( ffli)ぐ;::統介 I心Lシステム) 1 '.'ぐf主的している情報サー

ビスである}システム1';'JQ¥州、ではこれら'h'f似サービスのサーパとなっている凶書館

主持システムのi山tJli'f'r，を111，"iしているけこれとiii・せ， インターネット・ホームベ

ーシω公IJfj，オンライシ利JJJf'i'JtJIIH(()I'ACJ，スタン卜、アロン (iji体)型を!;~~

くネヴトワーク l'ーでのじ[)-RO!ll丈，Nk情報データベースのサーバ杭;J市.も[.iJ，lJ'十カf担当

するJ

}~(都大，-;::では，教育・研究の尚!主化，尚等教ff における{州司令化，大学院重点化を
包t，f，'する大学組織・ i主 I{ ，~. の i前科一化を j住めている。t!I:界的にも欧米を始めとする大学

r~l書館の尚l主情報化 í'正(!文!~I刊行化への整備が急速に進んでおり，我が国でも学術

:高"議会のiι誕(ヂlぷ8年7}J)にもそのブilIjJが明確にぶされている。
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lliぷでは. 'j'[1 (1';(1;片fi.iiとは ri'U: (-的・['，fiW資宇|を収集・ 1'1'1ぷ・幣.fII!・保存し，ネソ
トワークを介して~!djtするとともに，外j'):I~ の↑ i'H[FttiJ~i.へのアヲセスを uf能とする機

能をもつもの」と定義されている. 1:(J I，~[:x1 出航は、|勺戊 10'.1: 1 fJ.次則 1';(1;刊!'~f システ

ムのl足利を機にI両院111(，1';(1j'Hl'iシステムの導入を進めている

1;(.Hr~I :x 1 市町{がj主人しようとしている'，'11 (1';(1市町i(ムシステム(ハード)のli，j-Cは

サ--)"クライアン卜んー式を泉本とした分It~)j式で\附 1，1~閃 .itj:飢 lえび i~ilSli1j凶書館(本)

カr 体となった令学的m悦の λTM-I.ANを介して↑，';t'liの発1，¥.配1i¥を正:jJ主に機能
させることを [jJfiしているu 情報内科(コンテシツ)のIl!llli，jからは. (，'(:米からわっ

ている tl:if(:;t1'ld， j像情報データベースに加え「五(都大ザ=j'i1I:'~J など「以都大d干:エン

サイクロベデイア」の形成を H 1n'し，ザiγ下引;:戸.::勺=1人1-'ずでで('、:'/~í' h~玩L 1発色 'I~ する"マ.アf:斗1，刊仲，[市什|ド;

苅光:分門配U山!版革のもと. f打仙l占{何似4的に7允t剖1，いtぺiしてい〈 、lドJ勺l成点討 f作ド 1J月1にはイシ夕一ネソトホ一iム、

べ一ジを|問附;H別}日1，泣. b.{ .Ift:資料. 1';(11"1館利川案内守のデータを公1mL. さらにlii18年度にー

は1r.J'i;:'，Ti;法文化l!1の文宇・ jlhj(象データを作成し. "・主計十食紫 (OI'A，じ)の人}J1'1:数

もJJUt=71Ji ('1・にj主し. ゼに光ゾミする子定であるけ

'1"t';tIi.門~I， l の líll では.じ[)-RO I\ I データペースのネゾトワークサービスの光'j~を n

J行し. .fJ~{1・のI\I ED l. INE. Gl'oRd. I'sycLil. s:¥ onじD (Jj'~?;"I:[;J)Ë1jt) に}JIIえ.C:¥ベJ

BL'ilslL'inを追加lし，互にi立fジャーナルの利用なと:よ 1)多4まなコシテンツの樽人

を，¥1'jlhjしている υ

ドf.J MI';(I ， fl 加の資料l!1~: 人質については，その多くは大学の共通続税から配分されて

いる ρ ー方.丈;'il;併はlI{jfll37 (1962)年度からl五Lii:大学粁費のなかに特別問汗購入

'('(という代I1を;i!'l:したけこれは通常の1')(1~flー館粁貨では高制すぎて購入できない車

内. ~~i 必のパソクナシパーなとに lí，Jttられる予算であるu 太子:院をもっ人よ・社会

科学系学部を対象にして配分される I 折から戦前jえびij役'1'にF/Jhされた海外の立:1初、
が多数Ilj:)以されはじめたlI，ntJJにあたり，通常の粁'f!tでは入手できなかったものがか
なり備保できるようになったけまた1l(lf1146 (1 971) 年度からはより多制の~'_rソ Utll';(1

i作費が配''íされるようになり，学生別 I :xJlrや参考!主~i占:の i~IJiii充'主に役。:っている ο

また. lI {j利 5:~II:J主から配分されている大剥コレクション購入経費によって，近年受

入れたYfflは次のようなものがあるぐ

‘1'-1或6年度 |絢学関係貰ili:原告・

‘J~成 Î :ド!主 ドイツ雇用・労働関係悲本公判i集成

~I-:}&. 8年l主 Ijf地l元L及ひe地理学丈I猷コレクション(本自コレクション)

附属医l告:館のl哉書は平成 9(1997)年3月ぷで約78万IIItにj主したコ京都大学全体の

J~足e-数547 Ji]11]-に比べると約15%をl包めるにすぎないο しかし，大学自11な時よりお

典籍の収集に絡めて，京都という地理的条件を生かして名家に伝えられた家伝脊の
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多くを林/氏してきた!ここに

J; ( HI; ).;， "? I;IJ I，fi 1刈 i~nIi 0) I;'~ ，1i t此
11見の大き ta: ~!d践がある l"l'j，: 

. lF:1皮よご{七l!1i ニ J行〉じされ，七 I'~I

i1i. ~Sy~， )')1，'と t1t-Ir( iliのう t). 

iU，(I'1ななものを以卜に制介す

る

国宝「鈴鹿本今昔物語集」

、 |ι!戊 ~~irIOJJ ， J;(n!;di{l{l: 

の;i:;iJ!li紀1¥より4'l1iiに市l!刊さ
国宝「鈴鹿本今昔物語集」

れ. I"J 7 r十fiJ J 'T(咲丈化l!1.I"J t{ {I:_ () ) J 1"1 'ì;:に il'r íとされたο 現{I:最 L~ーの写本で始

本とみられ.‘¥"1戊3rド泣から修Hiされた 9IIIrはJ也ドl'i:<li:t'::1+に保管されている。

だ，向:I~I~J されるべき部分も多く.今後のうどや|刊(Jli)f究がj.\'たれる ο

重要文化財

附 MI'xl 内自nの州政する|王I'j，:以外の ln.I~: 文;化l!i は 39{.f(170 IIIfである。このうち34

はいわゆる'IJ'j'l!;r:家家学市」に以するい五~. J・iザ;'11'の 'I，'，j'i-LJiAeJ. '苧経述義J.r中目

の:~点は ììí~riiiのiHltで[Iil'j，:に指定されていたが. 11日和 1~5(1950)年の文化財・保護法

施uによ (J.いずれも _1f(1県立川化l!1としてm定作えされている J
この1也の抗史一文化H1としては. '}j~* (I ~I~:'j 本)在 16 1 ItJI1iJ. '!t範記J. ' 
11-Lj山，純[Ji[;i山がある:

特殊文庫

平松家本

公益ミJl4i[liJ院 II.~ 疫を rll とする‘1-:松友は代々似l廷の，;己主ょを liJ る家制であり，家!哉書

うちには';UJ11の儀式典j7ij. H;tGWなどに立中:なものが多い心 r~l;e).'tiのうち先に挙

た 1-\Ï~_純記 J. '1、Iliu記J.r純|￥LiLJはいずれも爪波ー丈化lliに指定されている、ま

fj!ti(と，山ノ「和歌集なとJの刺J供干11"lj~集ヤ伊勢f. ;11;(1.¥等の物品fHtiの'Jj:本，註釈など

はるべきものがある， lJ't t，~j::イζ 「・1"家物 ii{-f_jは子家央本の・つであり.研究者の

1，¥，iHllliを刊ているけ

清家文庫

i青家文)ir.はi古家(i青n;(li;)を家mとする jl:f-爵JiJ橋氏の{ょ:製本で、ある。 清原家
1説書は明，J:'tl専七家の家制であったため経舎を中心にして.f'i，伝学に関するものが中

であるが， liiJ家の日記，泌(云，Ll穴案等の丈書類も電製である。とくに注目すべ
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は 1I，'，J i-UAcJ， 1苧宇佐;diA1， r IjIIM JはIF:波止;化!!J(.~ JYr'L:されている家'}:-，"iのである、

このう九 I苧((J、1 1 也(よ 1~UIi iiIJ ，'， ()() J，'，j {I二の r;~j':'Ji'. Æ~の っとして， lI(j州出 11リ:191

(1: 1 ~)J (二:j:;I:11ìíJ;日さ~L， ''? 'N (斗(1)1""さuた

近衛家本

J止i!，¥j言、本のたj"I:I;jj'-はlリJdiから人L1:の 11.¥ j!)jに1:(JI，oJ!'I:(1J"i'Niに市，:lされていたが， 1I{j 

fll I:l (1山お) {ドl訪問主1，'ゆ、!?20.される|訟に布，:(;を解除し， ;~，i立されたい近 i年J~どから.

こ())11.¥ I;f.j \~: l'xl /i加が約、"'[11紀の1I¥j'!.f，: l #1はたの{以:，1・を全うしたことに~，J する!乱首tの ~I F.

しとして， Hえ:J+ に l到するリ11 給~19;'il;， :~. I:iO Il lt を i，: fifi に l~fHI;'.} されたけこの 11，\の;引!骨

Ji がJJ~(1 I:(J I，~: 1:;(1 ;'; fili-Cいう近出家本である 出絡を多く 111.めるが， r 'j':il~保物"計J ，

1 4存作物dftJ. 1-)..:J~tJ なとの I IiJ}iη 本もかまれている

中院家本

Ij 11出家は代々 IEI文'下.引に千11::fj;のj芭にj凶じ.心、111:の典絡も多くはその分野のもの

cある 'I"J の"f: 1'í~ の H 予札》4i ， J:込みのある子il(本が多く .11i丈一台も数多く
f干まれてl'る!

谷村文庫

「川、J;o， j ， は IV JifìÀ iI':の')~ Æ\~ '0ミ・行j:J ').-.:J'!la(による集計ーである).1¥は敏腕な尖業

家でありながら， il;1おの 11~1 析を愛する I~J勺"の人であり， IlflllJ，~f:;'目立と越中 J ・ rNF支

l芭州民」， J伐，:1:1f;松';;;~ 11 +:hj-:北 l等の1.一行がある" 内科はほとんどが和漢の備制7!?

よりなる、， ~.~ 1'.1:';引では大、|ιI~ (i.:J(J) ."1:の)¥)ifJ1/11~'I~i[U，平安1mでは{工;j:fl:武天込策

())'I j粁，鎌[，1'11.¥j VCはi主(以 (i (I~I C;) fJ'の大学副総 h;{ 孝純の原~[丈等， きわめて多彩

会|人l布である. ~~t 数約日. ~()(J llitの件々にじIJ された「秋ítil; ，ì'thtJ の秋市11は 1. ，J.Lí;の ~t-~;

Cあるに

旭江文庫

ダンテに深<jぱii:i・1した大引がr'i'li;のIlll(立古であるい li;はあらゆる機会にダンテ文

IliI、の11x.!tを行い， I日〔典はもとより新聞，雑誌の切り政きにいたるまで制緩するもの
であったυ よ*u鈷は II(j1'1116 (l9.:J 1)年，“Catalogoclella Collezione Dantesca 
clonata cla Giukici Oga"として1:付属I'XJ書館から刊行された。

n卜ーのほか.次のような肘li*丈仰を川践する。
II~H王者院本， 日，~UetrIJ 本， 日 i!:&~.とf-IJ本(仏典・ 11、書 nl'S ， 05011lト)， ;IIJ{S丈!iI{ (';UJ#.I手

の丈??-Ht籍2，1601111-).新聞丈!ポ(幕ぶ以降新間関係861 IHI-)，陶!伝文!ボ(;英裕 i下

古・8，(J46HfI-J，，1;占田丈lポ(修験j立資料等234111]-)，物，字詰司王 (1IiJ~~IEJ成の ;fj;辺. 1~'楽­

Mc)ミキトの家伝書，:?、3571lltJ， I ド ~I二家絵図・書類(建築関係2 ，:267枚・1l.:Jllit) ，維新特

別資料え:1* (志士の?ft跡， tr.:j{':， j宜11Jl，相11物270，'&物43，[:正|市613，その他人イ
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スパニア )(1)1' (スベ fンの'tf，J:!rl;1，:l(H 1111')， I<oll日日げI仁川 (!!H巨JIIIIII:の記j.;R742111J-)

貴重書

r J.:.il少年i:!il<?，N!IiIii'i (ulij J (1日(il '/;利Iì')'~刀約~， O()OIIIJ-， ;I'-，I;約5001llJ-のうち.幕

ぶから川dill.¥ftにかけてiMMした，'i111松12.坂本{lull山本Ii手允，尚杉iUdl:等のi主

JIll ・位，I.!._!~ ~)札1/，'、を 11'.(めた r*Ii 1:1j-'i't料」も本仙のt'i-'F刊としてjl1'，とされている。これ

て?の iq 吊 ùfl は ~I! '';::からの川 11 あるいは修{11 にう7め資料 j~: イf に hîlf.. のう子力を払って

いる

町 図書館サービス

閲覧

1:(1 M 1-;(1 i~ ñÎi I 川 Ji.r~HlU: Ilf，J ~~ 1'<1芹・ ;1;:hj，'ド、jl':(1市に大切J:される Il日先日]'x1.，ヰは約9万附

であり，利IfU~'は自 111 に計処から資料を 11正 1) 11'，しIUd覧・ H¥II'，しができるυ :tr}時|人JfI<l 

t1;i士約(ioJj11Ij-で， J...:';::I:~'c: 'J:.，教J[，政Liは人1>1"怜'」'fができる， '， ';:J+'I勺 I-;(I ，~の I いにはパァ

クナンパー・七ンケー(Il N ど)の~fj:.I~~:、約9 ，(100 ，込 15hlllJ-1.Jママまれている。これ

らの資料については， j也大よ(:・他俄I¥¥J. '~'.t "il己は， ;kめる資料が本館にfVrìb~ され

ていることを確，;，~， (ブアゾクスサ)のうえ.干Ij川がIIJ能である 他大学問f，f:itはrlj'

I，.S:' I:.';::の1'<1六日IiKの制介:1たまたは1~J ，i大'JシII¥JJtjU1閲覧， iiE.他慌 I\-~ のおーは所属機関長

の制介:1に .ttl↑il(は身分以IIJj;1j(j!.f-j佐川:. .;'~I，î!:ç'2. ln・ ..11:守)が必 l}.gであるに、

I:flifil'xl内自[I¥の1:日昨日I.)'II¥Jは、|λ↑!は'I:tiij9 ilSかん'/'倍。 11，¥-， 十一・ I1叫!Iは'1'-前10川ーか

ら'1:伶511，¥までであるが ，r:タト(iは}JIIN 11から令1I{t¥11の'1'.後511，¥までに米自抗すれば

利IIJできる ただし悦11はfHliCある 、ド以前:1'1丸 I:HI，.s:'I'xl九nI¥へのi"r-tl¥J人館者は

iG Jj人にj主L， 子111 11、|ιj:)

:3， 100 人 !l~ 大5 ，(i()()人を，;己3止し

た 1 また. 'j'-Iえ9年度から利11]

(i'サービスの改iffとして//ソJ:.

iil;の協 }J を f~トて， ';: 'I'.，lilとl刈宍:

niiflJ IIJ ，Mのーjl:1ヒを|立11)iiliうど自1;

'1:.，がiÅ"?lr;~II'. から ~"Íソ1'.N.-('fIJ

刷が!iJ能となった、

利用者サービス

利用CK'サービスを1f(、与するの

は，'1'，'[判I{サービスρ果4掛である。

参考調査掛では，資料のi~r{l: 1階メインカウンターと OPAC



ここで間jiji.(こ館|人J，i'.tjJji]

を，;ii11j]しよう!

エントランス・ ;1;ール

をj凶1).人館民iI'1' (ゲー

ト)を['x[書館干1]11]日Ir (，予ノLiIr) を使!日して人命1すると， メインカウンターか、あり，

その IElíll からイ i W:によ;()d{~{i' !IU (カード!IW，参考問書一主要な各国の??で[{]告ー
必，博1:;治文;抄抹必，昨Tfi-.・}リIL 各i:巡り1]の似覧，抄録，本引5L等々，約 3)jlllJ-

が配架され，参考閲覧II~ が1泣けられ，およそ学術情報に関する多種多様な質問に J，[::.

えられるように_iff11mされているυ また. OPAC. CD-ROM月1検索!iUJAくもti!ii院されて

し、る R

参考|火|書のコーナーの東側

には. Jq[ L学系及び L学部化

ザ:系タト回初誌コーナーが設け i 

られている。エントランス・

ホールをkに.jirれるとフラウ
ジングコーナー(雑誌閲覧，

tJI問ラウンジjカfあり.ソフ

ァーが置かれ. 1-c衣的なLlliJ
紙，外国新聞などが備付けで

ある。

2階は開架式の閲覧室であ

，;1司ft， 千 I]JIJ 十 11 ，:炎に J.~: じて

し、る "tIJ~外からの)1日台

が多~~:~ 'I~j せられゐ υ 資料

!'fIIHJトではカウシタ_-c
'U中|の1[:1'，. j区J、[J(二~.]I.七、

し. ~li 品・ 4j 妹資料品|、 C

は'tN;JW，辻、の，i'fiJIJとi't~r( 

i tr!;~s~，・特殊資料の引J 川に_{，]

!必する J 付II[利11]船では

え:lyjJ、惚リの'乏i.J'. ['x[ ，'i釘(
資料の[-;，:1，司郎[I¥j州 I(利Jjj

111.[，)の;窓 11となって

いる
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昌
U

1 F 

2階閲覧席



間禁閲覧室

問書官閲覧室

間"・q世""分柏l

害
ラウ〆ン

聞"聞‘'

問
畑
頑
・
M
衆
紙
分
調

2 F 

I;(.J I，，r;; I'~I ，';fiIi 

利11J r;はl11十!川l二、ii;ん
だI'xl;11 (ニ↓'"11 (ニJ主し.:k 

めるえ:IW、を干IJ川できる、

人主;・付会・ f"然H'予の

;キ JHi'にわたる J，'~1< (1りな
1:<::1円が羽iIIJ ，r;をrJl心に約
9 hlllJ門じ今日さjしてし、ゐ i

ρ，t( j-1i と，よlJJ'{ ぴ)H，j にふさ~) 

しし、ぶ lifl~( を '1 むように

本民1lullをi:H、にした家 11
が配I，t'J':さU. "i什.';'J:-1}~ 約

G10I，'j'，'はドl然J京i'eを.Y;"/;合

して. I/I.J覧不1，'，Jj旦(二円Li刊

されている ~ 1;十Tl~iJ '~i不

のIjl央にロビーラウンシ

が，i:[ltらU. イシターネ

ノト十6ti}~:1ーナーもある

F 山 a

:) "，-': 692 

る

ドポ';i;:.{í'に_t，j して I'~Irt1fiIi 

は府相川(Jにが11:するを勢

をk:jiJ，jしている 点~ j<~'r 

-ili ， :j:j 十~~r;'11 Lh'é}; 機 • k，] 

litif!lLb'e+のほかi1物人11

のスロープの1¥1ii'，'. J.j( liti 

の}<ポなと¥口11mJI'tiで、も

門山台:しているぐ!

:) I;{;ÿは'It';桜色:J:~L:取事務

慌のほかはIxl~}官nの多様

な利川をめざしたユーザ

ースペースである υ 北京

の a隅に.<j>::ftfiの資料を使

って研究する大学院学生

以上の研究{iーのために提

供されるM究伽l不が，ま

たグルーフ。研究のため，

."宝

3 F 



201'，規慌の1'.:川iiJI完本

を2:t~月]1"， している

AVブースは外Ilel，iltを

制作するためのfi111テ

ープ， ビデオーテ-7""，~' 

の視聴覚ùfl を HUI;~\-t

ることができるフース

を 18JI~'，itzけてし、る
AVホールは悦l他覚機

器を設計した~'，(-({と iiJl

fl撃のt易!リjであ 1)， 118 

附のHH'Iりがあるまた，

本学がlijí ，，~&する L'[' IF~ ;1i 

苛:を公11日する 1)(IJ、ホー

ルもある》

41併にl土日[けと不をは

じめとする i刊 '1' 日 I~1"]， 

4 F 

[;[t 凶 I'~I書館

F1函
l豆
町璽

調貧富
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会議本， M修中，教IG淡11lq本がil''{かれているけまたl::zlit日ffの情Wll!!，瑚センターとし

ての機能を~~すためのコンピ z ーケ限時計，オベレータ不などがある υ ここにはパ;::

l付の|文|J; 飢データを処)"I! するサーパがi~'，'かれ， 'h'í 縦処J~! の 't'-tllとなっている心この

他 J;(行1;k.''? 11 {f-，と拘i集山判主がii'・fかれている

書庫

地l、11;怜はft't]1;，じにの ;t::}，[，で，約'!5JJllItの収作}Jをもっ I:-:i:市1;化学系外同相誌の
パソクナシパー.干[[~(i，ltJ IJ の山知があり，本命.\Iijr械の If.]'Ii: .中:梨丈化l!1-';1;， itl市.資

料を f4~告・する i~tiF: -t1j: M'~ もここにある" -11 i_i品判;h!のワ;<':，j)M，11ff目jを備え.木製惜IIliは決し

込み構造となっている ν 地下 11;片ヒ!?jにはマイクロ資料が保管されているにJ

地下 21併には屯動式集w，，;--t;仰を I没 rì.ll~ して，約í5 )JIlItの収納がI'T能である rji央-

rNのエリアには川分1;!lの和洋l河弐，特殊丈1+，HRAド資料を配iìq:，北~!IJエリアには

全学から11)0長した学:101叫(i:，iLのパックナンバーセンター (BNC)がIiEiftされているい

情報の提供一参考調査サービスー

学術情報のjiJfil此前l査・文献;lfoJ査をするサービスであるい例えば研究品目IJftで疑問が

生じた場合，これに対して適切な情報を提供したり，使用すべき丈ïW~れを提示する

など，利用'{i-を援助するコ近年は印刷保体 (['21:rr.雑誌)のみならずオンラインに
よる情報検索及び CD-R01vl検索によるサービスも提供しているυ また，日 $，M会'Af
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Ilj1:nf ~-;:の干IjitHi1 i虫、 1:;(1 汽ßÎi 干IJ

)IH行i卑(オリエンテーショ

ン)， 丈|拡収集講1<'1':'Sもhぃ

利!日 行サービスに努めてい

るに

情報入手一相互利用・文

献複写サービスー

し叶、に大 r'Xl~ 飢でも日ト界作

l司て、作'.'釈される附tl代))(1制;を

すべて制tJif.i(して111.集できるも

のではないリこのような限界

を必め， Ixl:i*j釘i/l可でそのよう

重l't亀

パックナンハーセンター(地下書庫)

な欠法を補い合うのが十tlI{汗リ川であるけ十11h汗IJIIJ川動には柿今のタイプがあるが，

I:;(n守そのものの十11I {j¥HIt-と丈耐え複写及び他大学1:;(lf可加の訪問干Imjである

特に文;耐え複写サービスは，学科'1'Ii'HIi.センターを介してコシピュータ卜，-(処地でき

る NACSIS/ILL(Inler，Librar、Loa日)システムのJfJ-Hが'!̂Iえ 4年liIJf.)/'(台さ h，利HJ
JTの j込 j~包な λ:1旬、人下カ \"'fíì巨となった J

貴重書・特殊文庫の利用

員長1:;(1古ーの利別にlZTしては'M.前の子約が必裂である F その平IJ/tjは閲覧のみが持さ

れる 特殊丈IIHについても大部分は百長I'x]書なので取扱いはl'tiTi.:者に1やじる。

マイク口資料の利用

マイクロ資料も t4iIIFJ，自:Jti:

資料，各稀コレクション，

HRAF等多数!好J践しており，

リーダープリンタ -jtlの機器

も備え利用サービスに努めて

しミる。

所蔵資料の公開としての展

ム一品
一-小

!リii試資事'1の公J)fJ. JÞéノJ~ も市

民への似l書館のー叶支公開とい

う同書館の呆すべき役割りの

ひとつである。日常には接す 国立大学図書館協議会公開事業資料展
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「五Ci削I¥W:iの軌跡-HIII版， ~til:，~.字版，八丈'j.: 1-1~ 

4(J 

ヂ!反6年 9Yj 26 Il -lO}-j 28 fI I ，'dfl松践とそのI'i];むJ('j'正子版以示会もl'iJ!I与にl井l

1* ) 

半!ぷ 5年I:.:JJIIJ-l011 

「舎干谷崎から三高へ」

「幕~・明治~VJ 古写兵等資料J_i{-忘れられた日本

の )ili~民.風俗J (国「工大学問書館協議会主催)

平成8年l]}j11日一17H r 1(今日三物語集』への悩f.¥:j 

さらに，平成 9年度には「点都大学自IUr.百周年記念民覧会 知的生片j'，:の伝統と未

来」の附属問書館会場でのj氏子J~ を予定している。

図書館の広報活動と研修会

平成7年10月16日-27H

11月6l:I-12l:1 

京都大学の以l書館への理解をJJ)Jけ，更に悶書館の効果的利用を促進するために，

各種「利用案内J(1利用のしおりJ，1利用案内J，I英文案内j，I中国語案内j，'LSNJ 

(Library Service News)) の発行，利用者に対する利用指導(オリエンテーション



696 日小 I;IJ 1，1，; 1;(I，I:til: 

. ()I'，\じ/T日 /iJllJ l5;'~;) ・利JIJr; 与えずt":~~;を行っているけまた，飢干IÆ として「静倫」

をfド11111'Jt1il_:;::i"，I;'}:'I. }('/I記宇佐，京文i隙 ti 及びペゴ司の j:. 吹~I'XI判的に配布してい

る

V 結び

j、''/:1';(1市町(は.fc(t/IJI允の1'，'，'jJ立{ヒ.lfJi1・y;4l!c(tの111i1'1" 1 化，キI I. M~jili'i:\' の ii川t化を内容

とする j('}:cl小の動きの11'で.:;::WJ'I't'i判.(uiJJ;(をJli集・提供.1'1:)戊することにおいて，

W~jげJ() にサポートする f'l'li~:IJ を札111 されている その際のil行動指針は.'1 ，'ifl.(発信機能

の光 • j~. ・Jj'Ytlil(への公IJfJ. IIZII際化のj住民であり，これが京都大'''j:の，'?Wj情報流通

のH1J.1にも 1凶じるものである

‘nJ比日 (1' -; J 1. '、〉下I
"泡l屯正r↑l'、t刈Z材lil円1H;飢[的内1限足能の光'jだ.:リ帰強d虫i化についぜてCι」をi也sιι:Lμ"泌必し犬た '1，川1，げ山lJ円t日j:'~判似IÆ処J川J'll引Ilt!iυ{卜，I:Jリr (ネ、ツソ トワ一

ケ. '1I'j: J'Iは:，;f!\.処 J'I'.I~Hr)の，U以なI('J1'.によって，マルチメディア化・ハイパーテ
キス卜化の1色}]C および1'11)虫の'1，'i+lti凶1，;ネソトワークの九け~t，~i，mが;fiみ，これに伴

うように，どり Rml'~ーの屯 r i'J(J ↑lII 干IUf 判が;'~~， JVíL， 日?判、j'I' ，';Wの ;iÍ~jWJI手 1l財宝庫']的に

変化しつつある J~1Jえドにおける jぐ下 1';(1i'rfiiiのイJ:J))jについてJ行JIをノj、したものであ
'ー

"') i~ 

いまや. よkく，刊叫 l1可;飢はようマ‘~?fl仙4白什川rパ'1仙|

を;透差lげγつつあるごコJシビビ、 L一夕と'1'1υ仙lJ白'if判祁|Hi i凶凶1，;パ{才ネ、ツ 卜ワ一クをイのf 矧効~1にこゴiι川!川{刊jした， ~f:件J↑百報

:i'tiJJ;¥U)JI{集・提供・ 1'1:1えをlJ..rrfとするネソトワークサービスを以IJfJする11，¥代に入っ

た!コンテンツ・シート・サービスや新ポI'XIずrfiii.:;t半|案内など，これまでに実施し

てき/.:I'~I ，'; 1Iiiサービスだけでなく，がiたに， 多十五な'1'，';yl.(以f小を統fTしたγ:術1，背1:1.資

iiJ;(の'，-11f化 (i[Lrll'tnJj) を，ifiめ. ネソトワークを介して的手l.tサービスを提供するこ
とが必法となってきた 1

k'I I'~I i'i niiだけでなく，いわゆる高度情幸IHヒの波カf大学:ゴモf本を包もうとしている

現U:.大町'J;iH1機セン亨ー，総fr情報メディアセンター，総合博物館等学|付の諸機

関とのイ1・機的なj主J15のもとに， rtU.1叉l舎館機能光尖を同 f)，21世紀初頭の大学図書

館のモデルをXJJ，lすべく.令子:的な検討を進めているところである。
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6章総合博物館

I はじめに

点目Ii}、''f:には .1位J;1 00 i!o IIIJに収集・flJl究さjした250;j点にも/J..ぶ学術燃本資料・

救ff資料が似イがされている J;C都大学総介内物館は，丈化!と・自然!と・批判、f'との各

分野にわたる広範かつ多彩でtf~nなこれら学術教ff資料を集中的に保管・管地し.

広く学|人l外の;t;端iiJI究・教ffへのj百件lを促進し，その成果を 般に公開することを

目的としてT成 911'. 4 JJ 1 1I ，l町内された， W しい品目介は以ドのホームページでも

行っているので参!!~t されたし\" http://www.museum.kyoto.u.ac.jp/indexj. html) 

総合博物館外観(旧文学部博物館) 総合博物館新館(計画中)の展示イメージ

E沿革

( 1 ) 旧文学部博物館一京都大学総合博物館のルーツ

以郁)..:"~/:総合同物館のルーツは， 111丈学部博物館にある。 米大路通りからfl'f桜に

人ることができるように建てられた旧丈学部情物館は，市民に!i'J;かつて聞かれると

いう大学時物館の構想をシンボライズする。その背鼠に人;正建築物である旧文学部

隊列館の建物の .mjを伐し，新しい建物と|日い建物をタイル振りの前庭とサツキ柏
え込みの緑の料1(Ijで、つないだ構想は，本学の建築学の教ぼであった川崎 清博士の

名作のひとつであり，いくつかの賞がワーえられた。そればかりか，キャンパスのな

かでもとりわけこの界隈を愛し わざわざここを通って大学に入る人も多¥，¥(>

旧文学部博物館のl夜 lどは，とおく学部íilJ~1以前にさかのぼる。明治30年(1 897)

京都帝聞大学右IJιの時点で，すでに博物館の構想があり，資料収集がすすめられて

いた。丈学部の前身である文科大学が開設され，史学科が南.かれると，古文書・民
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ffr，'u'， ， 与・I'i造物， J也1:;(1，1(/jJ.:資料， hWJÙfl の llJ(集が 1~怖化し，その日動は国l人j だ

けではなく， ':iJJ!.~l' '1'1.[1をふくむアジアから111:伴令般にわたっていったο 大j[3年

I I~) 11 ) ，ぇ:'I;'í:I~I;lIiylJftI(が也I立さk llJ(集したuf:1を保{fし， (I~ 'J~するとともに，史

7・利(キ{i}1允可:がここに人った l'H~ ， 1:"'UiIJ町ilよ， uflそれ自体の11ltるところに虚心

に.ljを似け入賞!の It正史とよ化を 45J先するという，よρ?i"a~の ')U，UI(Jな午:J瓜をつちかう

うえ'ぐ たさな r，t 'hlJを~たしてきたいそれは.え:'y '.t ll だけではなく， 1-l?'，無名の民

衆が遣したJ伏Eとれ尖の痕跡、をすべて資料としてとらえる史観をJた慌にしている。こ

のようなは地から収集された I~iïi返すt 判は， IJ，I' ii: • ，p~ 波文化l!fHi:占AJl をふくめ30;j点

以1'.に i主している J いずれも.長年にわたる iíJl'先 IO~公的動と街析し.学科:j_Lの基準

資料とされるものも多いのが特徴である‘

Il{j干lI:mq:，(J955)，1事物館il;'こm定される持物館十11、li施liEの指定を受け.文学部博
物館と改称. さらにIlij利61年(1968).旧舶の'1"，分を遺して新営建物を噌築し翌62年

(l98i) 11月より問fti:iしたυ

新しい建物には， 'i::として研究

行・学生を吋象とした従米からの

研究民以に加えて.一般人を対象

とした公開民主j~のスペースが設け

られ，内外lこ誇るべき貴震な学術

資料を可能なかぎり体系的な形で

!反抗する努力カ~~/ì~. まれることにな

ったけ第-に資料の公開十1:を求め

ることはもちろんであるカえ資本|

の劣化に十分に配慮する必裟ーか

ら.必予と秋子Eの年2[nJの常i没民

'Jミを開催するとともに，特別企l曲i

総合博物館展示風景

民ぷをそれに加えて開催してきた。特別民示はH本史'芋，考古学，地理学.美学美

術史学，東洋史学，文化tH学さらには自然史を構成する諸学を専攻する研究者や学

生が，その研究をl誕示とし寸発表形態にまとめたものである。ときに特別民・示に際

して民示[，;(1録が編まれ，それらの刊行物は多くのl'iJ学の研究者ならびにliiJ好の一般

人に対しでも新しい知見を与えてきた。またそれらとは別に，博物館の古文書シリ

ーズが継続的に出版されており，資料の公開性の追求が，館の主要な作業ーであると

位置づけられてきたことを示していよう。

旧文学部博物館ではその10年間の活動のなかで19回の公開講雌(有料)を催し.

各回ともにi首席の一般受講者を記録した。



*È~ (，ドij物liii 699 

111 よ7市 I~1，.1，'物的IJ， )('下ì"iJ~ の liJI'先・ .r-:Z 1i と緊併に結びついて. HUiド余1)も'だは|切

に快iiEしてきと その.o:l!，j、でU.わが1EIにおけるllji ーのよ化系大'}:P.li物館で、あった

とL、.>'-よ~ ， '~'~ (こう':IHJ さ~ lる総:rJJ~ IJ ~不. ，;，Wi自社:等のほかに，内外のuJI'先行ベJ
'，/: '1 が/IJI jl~ する/iJI 'J'ëJJ( 1)、ンドベヘ 13'1>:'・'U"Iンt... それにt¥JTj~ーな資本|ーを f~~1';;する JI)(， II;;~

不可を'，'LjiIJL. ド卜'f，.L-cもH1i/ii)の悩112をととのえた)('II'.Ii物館であったといえる
そして， え;ぅ;:;';I~ のIiJI 先.r-:ZTîぬ 152 として Jt~ んて、きたが. rJi'[!Y¥のプ己r&を機に，すでに:t

|人Jiu( i"'l~ J， ，jのu判IJ(/)、もhうなと.ヴ:1人JH:I'iJ利J!J悩lI2としての機能をも*たした .U
Hそれ1'1({、のiiJI冗も，近年， 人文.，:j ?)~ fl" 予の 7tj主 lこともない JI~UNIYJ な ;ltJJ(が見込

まれ. IFII:~~ i'I~' IEII 人J i'1甘な ι 化l!~i以』浅への'此日jもIJn!し、おりから，あらたな資料ザ:の1市

山:かtJ1まれと え:/?ì\l~ 11y物Niはこうした機能を'jミ'{!["化し，あたえられた，i県!，11を解jた
する土め，以トーに述べるような;;::1人jにおける総介博物的，i主ιへの機i正とも付11.[:'，じ，
総fr大，}:における14物航のあ 1)}jを民マJしつつ，村米をはj曲したおl繊古:~f，m を ìffi めた

の'ごある

(2) 総合博物館への発展

JII! ヴ:t~:I~ . tJ.'l"?i\:I~ ・教 j'!~ ì\l~ などでも. IHJ，i'ZfU(たゆみなく 11，(Uとされ. liJI究にItJ1，、ら

れてきた'IWJj:~: 水資料が膨大な数 id とな 1) .その寸分な;(，1'JW と ìIiJlJの必 '~t 'l' lーが 1111 ば

れるようになっ/七 そこで11({fII()1 il二(1 91-lG) ・:;?;"':I~ (i l'iJ ， il~J f正安tl会は. -1三千:ý千百I~111)に

おける自然'.t I~J係資料に I~Jする総 {ì l'l甘，iJr\J-rtを初めて 'Y自白した その11父県を!lミけてドl

?!~，と同物自Ï\ o)H0JJがまとめられ.全ザ:i'I(J 十九 i、j を粁て. 'IZII瓦j己{f(1989)には『ょ;(日li太

子:1'1 然山内物航法イ~，n IlhiJIが作成された そのトーで. 1， iJ q:.ーからは.wt{-(の立;ザ:t;.lj同
物館と iJi'，i止のlド什:17然jヘ1ソi山と|ド凶I4U物目町飢I日a1lとを枕f介?した ')以;江(青矧郁|日i)大'("う、1芋i

i白川叩''il川|口川;日|川"円lリJ. [ド山"然l山と'i'資i'代't干平料料、1千l↓.川fiω川iJ川)月|ヲ究E乞j";1川川1市;日1"リlの2 /自川;甘Iじ~1ド門"勺1リlカか、ら十情持!成北)カが王f構待f恕lU1され)生ir.慨 ~1)長ボと して

舵/1'，されるようになったけさらに. 1: ''j': ;''i l~ ・ J~~ ~}: ì'i:l~ などに!が史的 fllli仰の I白i し、HWr'と

WJ 係資料のコレクショシが多数{({I・することが長官 l認され，京都大学のlリ iï~主 f~q(~SU

JJ/，(の令貌がI~J らかになるとともに， これら丘中ーなコレクションの1米全.Ù~打]の 'T(

'&!'It:が令J}:的に1111ばれるようになった..そして，同物館構fL1も.技術山資料をも十日

野に人れた文字どおりの総合同物館構想へと発以したのであるけ

そして，ついに、|九成 9ilo伎の概17吹:ょjミがJf.¥n，::;'され，長年の夢がかない.平成 9if 

4)]111 館長をはじめ欽'1'¥9名・事務行4~ノI の組織として京都大学総合開物館が発

比したバ士見千1・1;付属施設(総合博物館新館)新設などを骨子とした10年!主成11¥#'-01:波ー

ボ案の{'pJX:.提，'1'，の準備jカ{;i!iめられているο
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田 総合博物館の役割・組織・教官

( 1 )役割

総 (~l'f，り物自Î(U:， '/:1)刊トにI・lして， 1')、 1;のようなl:t'hlJを111っている J

1 ) >以;江(h削郎|口;大，‘ f: カが‘)1，リ州}
~~以;江l 打m郁|じí)λ元ぐJ，J、γ下，.毛:(にこは. 過去1UO fl: にわたって ll~ 集された :;50}J 点に及ぶ付:本資料7)<保存さ

れている その 11付11]は伶述するようなものであるが， 11寸i;:・Jft:，1必主化財がffまれるっ

さらに， *Ii 州を~~つけたとき，その，-} i 持 Jl江戸~I..Jと~る宇イブ十21本も多数ff まれる。

これら人似JI.:.i唱のlH'，ヰとも， i うべき J川市d!~{ 本資料について， Ilti主・劣化の心配ない

J加えでの11~II~t と . 1[:(0 .体系的な<n:J.:i'i'J'I!をわう
:;) ~I術十!?:本資料を使ったうえ 11.J 外における?、11j'j(J '1:.1がの主従

11 i:J!i: ， 火山ーからF午ってきた11iイj'l' ，こ'1:~Îì の :IM丹、らしきものが発見され，話題にな

った また， 11央1IIIjr シヱラシソク・パーク」でやや"判ムしてJj'~!J 1げられたように，

化行から DNλ をとりだすこともできるようになった 1 このようにマ:術保本資料か

らはlli司、された、'iII.~には思いもよらなかった 56はが次々と '1:. まれている，そこで.

糾し1， \'干件'J'h'j' 似を引，'1\すための上11'，ぬと~.}( i/l~ をIl日発し， ''/:術十:~{4， :í'HI を知的ノ l::. f)Î'(のた

めのf町、I，~}比の r';;: WJ'it ; IJ;( J として;，~IIJする。

3山) よ点;江(有剖郁|日;λ大.，ぺ，う、1下i

，:V.41L仁:1以之t殻矧T['ρ、)戸をはじめとする， '/i，j:r +:~~本資料を使ってねなわれた， 1;( ff1i大学の特色あ

る/lW先の1Jit1î の!点以:をわかりやすい Hグぐ民ノJ~ し，十|会にj.jして人'下の ù~1!}J を公開す

る窓1Jとなる J また， }リi}I'~ +'~'{本手刊|のデータベースやそれを使ったúW先・教育成果

なとι，~ (都 )..::1: の tII Íl (Jlj:.!lf:の/J比~~を III:W に発じする;宮、 11 としてのは'川を~~たすけ

4) ，斗|ト-一iJH【"、下T何)i可liザ品I1の主J援五

':?j~l! の tいえ・ jl日土ff を1i'い.令 llilの地Ji l'，li物館においても尚!ltの学術保本管理

や地域flJ止に尚/]¥.;'V:の'l=.ill'[:刊の機会をJ!とiJtできるように主従する ν 郎自fドも，豊

1ifなr!"{4..: '?t 1' :1 を与え+~として'[::.iJt'字 ~J)I プログラムを.jfj;往する， )~施にあたっては，児

!'j'.: から.t Î~;Î1'í'までの lよしぽfr~;ÎJI;t'll ， また|涼'.i;をもっ人でもJ'i!Wf.できるように， きめ紺|

かく配慮するリ

(2) 組織・教官

上に述べたような研究・教ff卜.の，あるいは， t 1公的・|正l際的な役:，tilJを果たすた

めに，京都大学総合博物館には館長のもとに以 Fのような 3;;:III"Jが日町内されて活動

を開始している。
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(!i[ 1丸山{IJI先テーマ:

1 :ú 紀 'ltJ~jll'l物 nr ぴ)分 f 系統'-;::(I(J/iJj'光

:! 11(1物t，l川の動態とけ化にWJよる/IJI党

資料基礎調査系

総 {~IIV物館 701 

;J~ 資料は， 1リじじされた 11(1リのために収集されたものであるが， /iJf'先のj住民とと

もに多似な111、{1i'I(Ji.j )JIIIllliil((をJjつことが IIU，~， \ji& されている υ このような .;j.く資料を，

'11i市町J に利 IIJ できる ;I}~j広に似つためのキ工ラトリアル・ワークに IYJする JÆ，命 l'I(JliJI 光

と.j!(HJIHJ~t を fJうl そして /1土jl並のkt1をn(J惟かっj些j虫に選定・提供することによ

:) .多分~If'における )μi;t /tJI允. j¥.:;l';i，Hi)j'先・教ffを主政するけ ・次資料全般の]'，1;お保

{jのための-1HI;JIJfJ1tなと， I'~ 物';::J.I、{t措di'iliのiiJI冗をifh住するu また， /iJf'先に必裂なiW

だな K~f 午、|の 11~!.tを企|山i，iff. ，i止する《

!リ jl，{i，_J!~山と引Jf先ナーマ:

Illtjl '!'!I;教J乏

、l，j¥.:;1と与IIIJjJ-の)j;1、の/dl'J'e

I ~，イ l 出Jfi'l よ';:功、ら j白川としてのイ!日住の JII!附

，'; J 11 !¥ 1 iJU)j_J!zL? 

"，11本l!iIに'1'c jf，f ilil]の/lJ1党
'.2 11 l' liIi 近代初JiIえ;Jiの/iJI'究

.:1，111，，1，・代、1・|むしと ij札iil~tlOコ /iJf允

f'，・1品取山口)Jf

l 〆汁J仏仙{日仏沿!1I¥i1川1円1土熱j共Lνu，f引;

， 2、'， 2 ノ 4点とし叫.1北lヒアフリカに Iおj けるマイ/リテイ一の?付|ニニ会.-~~平i:h庁変化

資料開発系

tJj L \，寸Jt~HHFr . iWJ:よ-I!(HJの.i!i:止、によ (J，保イNf判から従米45-えられなかったがi

'11¥j:飢がとりどされるようになったリたとえば，動物 'M物， 1ヒィ i t:\~4'よなどかつては

)f~ !l.~ の lU[~JIJ に 11 ，(保された十f 本も， fう\{J・する DNA のうHl r カ;'， iJíì~ となるに1'1' い分 f([

1;己似からハイオテクノロジーの分野までの/iJI'究本村として析しい{{イ1:I1l1iM(を i:.'J]之し

はじめている J このような・次資本|のもつi::Jiたなit'iWを-111111¥するflll.1命と hiLを/i)1允

し，先端的/I)f究の主蛇の体i!ilJを縦 .. ，.する また， ，¥::端技術分野で利JlJできる|守物資

料は，めどのJÞh{~J瓜化・劣化なく保{:{されたものに l民られるけそこで， IrV物資ilJ;¥全

体のi毛!UJ(I(J似令のためのJ~l tÌ命と -I Jd耐の IHJ発という未知lの íìíυ~li:の/i]f冗を ifh住する 平

れらを主践してよ化史・自然!と等の先端的研究を立Jえするこ!
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li'i'，'f~ 以下1. と ÚJI 先子←マ:

'i 'J)Jiiiじた紋j'2
1 {シ卜 .L:， f;ïJ!>'~ に [3I r る iíljl{ ，~(I，釘!のう〉官1

2飢制作Jj'j'iiltf/IIJの系統士i!ii:'J': 1 YJ j，f， 

ノkbl}9L11VL助教Jt

l アジア熱':I~; J也J!，~におけるノu旬多除↑'J:.にj!}/するliJI'先

~)十lii物の ，jゲ/)'，(1'竹にみられる )I~í，庄の多係'/"/に WJする liJ卜先

1-( 111羽WiWJf

1 'fI本1';'・ノl、)fj'llIlll手Ul'!のうj"，;f['引I'JliJf党
2 11I Il:iUf !の lJ](: kおよびn;tL~変民に問する liJI'先

情報発信系

った資料のr，{i:'. 'i'i'JIJIとともに，その'h'j7l{をデータベース化し，利JIJ{i' (こJ是供す
る またー次官f*'/を仰ったuJ/冗.fz -r{lJ比恥を 11 、く I"J外に ~tf;tする そのために，マ

ルイーメディアの i' ，~11 Jをffめ'h'jmの幼県('I(J~泣いシステムのúJ!'先 IHJ1i':を1Jう この|民

，'， ':j'/'tíì~ のハード r'，エアの'/.:J;Uだけでなく，'，':jl主の|人'JHの 'h'jtJ<を1也大;;::ゃい/\~に liJf究機

I~J と公jf;与することがIIJ能なネソトワークの十能楽をめさす、 さらに， /11:卯の汚名な博

物館.li)/究機WJとのネソトワークづくりについても， 'iLjJili・1，;I"ikH、市IJを{i'{1・:ウーするよ

また r'jミMilJt/J;J"、り修コースJI~と Ilf] ，;，\)ドÎ': J ̂:~，を w 付~I'I(J・機動的にわうことによ

ってl'判句f!iiがけれl注する'}:j，I:J資料.それにもとずく lilf'先を11:く引会に公Jくするととも

に./? ~I~: 11 の 1'~fzTtなとに;，~IIJ L， 1也Jj/'，1:物自iiにおいてもj也MfU止にllij'J( 恨の'UJI

'''j:刊の他会が{削jl，できるように JL仮する

J リ i' I，~;教"".'・と jjJf'先テーマ:

大型l'jI(J，立;教j'2

1， ，;(}..:総/'.7における'I-，'j部党{パシステムの開発

\~~'i' :牧!!と{決起1の共'/:.rJijf:系の!託児の角!(oUfl

l必多細胞動物の初!引進化とちHJ の地球環Ji~のJV，J 係の/IIJ究

城ド:ii一、F助教民

(l!知議1:学をI，r.、閉した博物館データベースの構築
②日本の近代作業技術発民過科で来たした教育府間，~~!の役割

1(1 D-fi，:彦助手

①野生の訪花見山に関する送粉生態学的研究

②施設栽土庁における送粉:r;利用に関する研究

③昆虫・植物標本に関するデータベースの構築



N 収蔵予定標本資料

析しし叶と (~I'I.I~物自Îi(二(土 J;( 打1I

jぐ子(~，財政されている主化史-

H然 lど・ HH、J'と :tfH の kì\'l~分が

I1 J. 1~4:される (-íじである その i:，

なものを以 1;にイイ{fi"寸る

。文化史関係資料

I考ILI・ufl]
1) 1t<I'ii:J行定のもの

・J;mrlil削Ij-111 l'I'J(t 11 " 1'， ''"'， (~ê 

技大 )H~ 附 1 11， 1ヰJ~ê J!i， 

4凡会J!i，'nJkM!瓜ょに 11(，i， 

その他 () .'，'.() ，il 9 .'，'人

~) 'ft:咲え;化llH行3ιのもの

*t {¥" tili~旬 ftn 703 

. 1\:，1>1，'リ， ~'iOぷ rliソト iJî，北米 {f I f ，・~~ 金銅製龍文帯金具 穀塚古墳

11'， 1 )11" ('I~\~' l1' (，:~ 1 11州，イI~i'i 1 11川) 9 .'，'，( 

・(，tl'げ，1，・111I!;l本[llf1，'1' 1'，' ，i立川、，'1'，'1"."11" (":':;: If~， J-. (，日 34111i1， 31と11三Uif 511司， 鉢j十三七日日

:3例.1111杯!日 1・'.~:f :2 11市1.水 X::J I:~ 1:出 11附.品-形 1'，時1011古1，J:砕け イ凡イ[

:f:iHi1tlil， 什ifJ均二日f 7 1肺1. I'_;~，~ "11'， 1 01lol， 木製!日i奈iや訓伐刷 11怖J);;1"120/，( 

• J;( hliJ(.J fJHMj rli久;11川'I(Jぷl'iJt'ill'，UぇJ判|-2イi十Ii 1)た

• J;( hlil{，f 111 J)J~[lrr W JI大Jぷ1111'iJl引1'，.1".1'11'， (__; ifJ椋付INA鈍 361M，ほか)， .Jli 

:りその他

"本拠丈・弥'1・・市J(t 各 I I.H~および朕!と時代遺物のほか，中|事l ・刺~.'í' . rt1央アシ

ア・インド .r可アジア・エジプト・ヨーロソパ・アメリカ大隙の!It界各地t)!¥Gから将
米， ~'1L集された 1flii (，ifn.¥'代以米のf付帯i宣物，総数約20h点におよぶ、その蒐集は欧

米・アジア，ihjEIに符附lしており，外向有名機tY;J・1同人からの寄贈品も少なくなく，

比較考8:;:のliJf究資料としてわが同第・級のものである u

[ J従!と資料]

1 )月日〔袋丈化l!1'指定のもの

・勧修在家文書紙本J芸書大御記(自筆本・市写本) 6巻

・勧修方:家文書紙本12書 7k)~;1C. 6巻

・教王護国寺文書(古文書 254巻， InJ 27帖，荘閤絵同等; 6幅)

・過所船旗 1腕(文永 9年2月 日.三鱗紋)
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• ~i京 ζ ，': IUKiljj 

・~.~本L: IJi ゴjI，，!

日I'1¥ '1';:ι{ヒ!!jに'ii，'.jるfllliiI!iをもつもの
・1え11f忠;!.J¥'，行1:'1，'， ~í.仰山 U!、竹中f ， トルフ γ シ11'，I.IIJII'f;X，'，"'/i(:f

• -γ、"，け]ア卜"JぷPkJiみ正(1'ιt札Z
世. 'I_怯E白|ド内}句'J，:L己 iI什1令下¥'>1本()人. : 1長とlHEU己( .: 条，主jιミ汀fや付仲lリ中|ドl戸全予許 )人. dU弘Jよ、¥'/~必(.'刊:1川|ド川}川LIj年|ド:.L'I七-ゾ，行t均t奇奇 '~永三 11い'い叫l~己凶J抄

. "公':'~ぶ〈に汽 111納d山j修‘41.lリ|ド'iド印:1市|いJ• T:'I: .、V，松などj

. JiU(に，1:，1!~\l)'Jf )I ，i主・利 ~j! ~ル~，;iì ・ 'i;;，'F付[1:1111など'1'11卜此 1:1，t[)

. ，IJれ家主llil収r:.S . iJ、fft'ik-引けilil 恥1:;;:・ri)111リJFI山・ 111})JJ(J也，i.-&It;e・存日 J.:_
r-I ).:_ 'j~家・松 l 己)l.:リけ1. i)1勢tlll'，';C佐1)山li~ミ 111 家)

:{ ¥その他

l日1":の11R淀川;i'，A.':U]鮮.HU:Rly]1系!とfl. 大日本lと利112Ll，己主九近代の外交'1'(/{FHi育
成主，ri ，~とのはか IIIJ}j ・村)j.鋭、111'i.((tH咋(件キ付干柿1卓r(Oの〉立丈，'，片 . μi:;止Mの)J以l4以;(:4本〈卒彩約!)5 )万j

と!μijμ;U;，ツJ勺ザJ正.↑札i仁. /1，胎I昨たケ'/;;0'，写I五イ札〈仁.リl点¥イ本4なとど‘ 1}心J}点，、〔し' 品物約7.0()O/，(など. その系統的かつ計jllJj

HリJ土佐保は. r:;! 1(子t1"lとしEζ他にJ:J'!を比ずと判'IliJl"J'c資料として不1Ij'欠のもので
ある また. ¥JIjに約10，Oll，o，'.o:の栄作山|民JIi7:のよ.':. -Hi本すがあり，点アジアにおけ

る主，'Hいにの系統的/iJl吃況や|となっている

[地 1'~lù 判]

1 Iわがい|にはmf刊の少ないもの
. í ヤリア;\，~16111:紀"i地fJdA.[=.，主紙製ボルトラノj削刈(ISIII: k:LJ也【j'ií，j:Wi'il~の ìÎ!i:[ズ 1)

~) l f!~ It::な資料

. ，i'i 1": 11 1(裂，Ii一地球むし泊代卜 i州ー|文|・1'1、製1'.:<1. 1お，:l} J i(~~I'~II)O瓜 (γC})JXrliihl-:(j)なと¥

:i Iその他

1 J 10本〈におけゐ地 I'~I刈~Ii“/.1: ，成戊の7冗b述主を系統{的l内甘に知 Jり)そう)る I山lh1-地|凶1刈Ik:'，約)4判討以別o札)，1点"
，1山IJ'J地也山l'川t刈*約it力~万5以印tυ)/，1点，'，(り'，(λ，'，‘. また~ Ji分の 1J也JI三1-:<1をふくむIVJ治以降の地JI三|文1• J也氏1-:<1・iiJj同等

約以I.OO(J点Li. 1 司会 I'~Ii'ilIIiと、jfi.ぷJえがIlqイJ数のコレクションであり.以!と地理ザ:の

すtf'lとしてきわめてt'Lrf(である〉
[1叫¥i'i1干11

ミクロネシア・ l同アジア・サハリン・ずJ'i;~'~サ、ら ;1守米された多数のl亡妙、品。とり

わけ. ミクロネシア|匂係の1(U~:;1料は，第ー次大戦後 fl 4--:への委任統if凶iÚ編入H.1 に

'11;将~とされたものでl":1ft:ーである J

[)疋ミi術イ4拘:J斤?資f料

λ大~tj央i博物館.ベルリンt問司O夜:博物自E航館h京印h点[，ij所り粁1'1威桜の敦燥その他の絵l似凶H山刈，j陥特悦1写4本". インドh石-窟寺
|払院b淀;êi市、手計f円λl彫I~似J以;.j折何1行i4本h正"チベヴト・タンカ，長:陀繰， 奈良絵本. )憂|波壁i山iなと二学術的に貴重
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な úfl(，_-多 taf.JI:;~L. h Hr I~ 'I ・ j 仁 II!~ ~'~:N:J"t の li]f究資料となっている。

ぐ自然史関係資料

総in~UO )j /.(j止い資料は. J}↓(1:のところJ1r:i/:;'ili. 出'γ:ì~:I~ 1 総fT人11¥1学部，大学:1記

入li'd・ J;;Uk，?/iJl'先H. 決心?ì~:I~ ， ':Itl:~ l~ 頒 liJI'，先!りj'. 'IJ~~ ，.tli ll'J'tセシター，京/，~j アジア fiJf

先セシター，アフリカJ也h'¥diJI究センターなどにi~i 11込されているリ総fT同物館の新し

し、ili物が完成した11九にはその多くのものが移符・ 1米千fされる予定である、a

[T到ÙJq物~J"うJ川J

j凶?J内tYl型山野fコレクシヨン:Ili'i:訂if刊!ザf，l泌j厳t功次'(l~lJ咋u土:カがf)大I(lF 8年ごろからIIlj干[115ft'.ごろまでに全国

作地から収集した本n，'，代人'I'J・lf本(約1，400f+':J (動物学教え{川政Ju 
イラク人'1'1'コレクション:IIlj 利 [18\1'.以降hわれてきたイラク j七千[[ド:l*G{t~'?:術調査

で'iiHJu:されたJl;1と 11 .\f~から JJut にわたる1'1\ L 人 '1・j-，(ヂ:;~oUillil 休)

ネスミ U! 十!~'~+: : Ilil f[ トW:H~ に f村，[(ネスミチnの Y!'t竹成長の /iJl究に nJ し、られた ~jfi竹防

本(約1，4U01!<'JIJ とドブネスミのf1;L色j立七、のiiIf究に f'主われた flj!f:IJ:国十!~~;1-': t約1，100

f本)カfある!

謀長官l資料:~.l，:~ 1 ~ U! liJIヲbリJにおいて作製・収集された竹的問!本は，珍lAサルh'!の

悼会主のはほ'1".分に十11、liする90干1ft悲し約3，50U点にj主しているパいわゆるワシントン

条約のJ;JL制により，収集が桁しく l判長Itになった現状では，これらの燃本は間究の本

位資料としてきわめて Jr(I~: なものである。

1(LfI!・IIhi'j:. J:f! . I関山知防本:開学部動物ザ:数本，人tnJ.環境学研究科， I民2学剖部m旧f日i 
/水ド p伴)'1ネi下:l~ I‘1下i

らのI小|ド!には多くのタイブ|mfポ:イ本〈がf介守まれる

[十111.物ザ:WJ係資料l
フォーリーコレクション('ドaurtf:'のJ手集，'"'，， f11';:全域のみならずノ、ヮイ Itt，I;，)

なとのt'l'1ft:なれJ1本と，多くのMIJJi~~ .i(r 1~~{ 本をふくんでいるリ防本点数は約 6h点J

i[人lシダおよびゃ[ir 十， Ii物のさく ~'i t~I.~ 本が約 30 ， 000点) また，j、}jUIJ;l .j~集 f!~ ヰ，;: (約

~5 ， ooo/n. 1日川l川1f代に F伴U，ん、 J川!川川!日;1保不集 I川lhV仙/hl1l およぴぴ‘l[正集{仰tポ担~~ :1本+本~ (付4手不約r.Z勺tり引Jハ101万J.'点I
jパ|ド，つJ次大:叩淵f日閃!I口í.11川11 川 J1応iJたl巳、 '.1庶不集(際!fポ~.~ -~1:本〈があり， 京アジア地域のM物のli]f究に欠くことの1'1'， ~と

ない{((I:となっている〆さらにIIIHr[27年以[;年行われてきた均一外守:術品;J11:によって何

らjしたヒマラヤ. t;f{I~j アジア， 太平洋地域の十根本資料は似めて多数にのぼり}.;(都

大学科学;'i:[;，l'il(物防本不コレクションの-つの特色ともなっている η

h榊附白在:物4引州lム内l河J?山川i-;'
j九L州'北海道 1 JJ)etJ(，jft，I:.)， fn'~nj ， 仲間. '1'[五I(東北部)にわたるυ

硬貨 l早in!~~~4( :乾燥杭'{本として約 6千粕があり，問問j也lベで採集されたものが多
し、が，サハリン，台ii":i. ，t1[主I(東北部)等海外で採集されたものも合まれる。日本
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ではIIji ーの{i世白I'f-i矧のまとまったコレクションである、、

[J也Ft，、?鉱物心t.，'，"1:.物学 I~J 係資料]

|什l イ本~ . 1.収ねアジアj長乏山恕矧[f化ヒf行i: J，応}Jよt、~， j市lVF俳\t.: 1十iミ:川|η な十~~~ -1本￡卒不約~J爪N削()久l}点"

CらJ右な:る H本のt恒丘新11肝H什卜:11川|日l事象lとして i抗Iはt も符 3名ノうl なナウマシ g象i の，ゾ'/ét~1j式t十併際Jr出~{4'本三 nド.顎.1ド円:弓1M体向'I I 
J イ本~.切 I'il [きば]など)をはじめ.111:界作地域の長引fli化イif!~{ +~が集められており，

l七山知のう}ttl. .ìlli 化よ7~ ~:/êの iiJI 究の卜で 111:'NIYJにLD:1?2:なコレクションとなっているー

ヒマラヤliuíぷ地';f~;ql ・， 1 ，"I:.Wf:~ 本、ìf; ぴにシワリク枕化イ i : 1I{1trl.J4年以降，ヒマラ

ヤがfhlJ也市ぷHt隊がほ集した，'j'Htと"1'1 代のN~ 'N 1 ・j" j庄の化イ i と ijf績むの資料(約

お噌 ~OO点)と1I{if1l4G年以降のインド，アフガニスタン. イラン， トルコでの学術調

作において， Jlj( t長されたソウ.ワニ， カメ.カノ¥ ウマなとの化イi(*')300点)。

11本クIJ，I:，~の iiJj 治浄~l!ft1i :地質学鉱物乍数本(fljri2:以米， liJf究のために収集した

資料不:J~ ， :iOIl ，'，\で，多数の g~Jにけよ i\k) 1京本をffむ

最古の多細胞動物化石の一つアノマロカリス
の触角(全長8.5cm) (地質学鉱物学教室所蔵)

[梨学WJ係資料]

ナウマン象のタイプ標本
(地質学鉱物学教室所蔵)

干Ili'~:た~t~{ 本: '1' l手14，1:べ'*1トjアジアの't集(約6，OOO}日)υ また.集mM物さくfz
f~{ 本のー白1; (約500/，()も'1'同 点 I~j アジア Iq~である υ これらの中には当該地の医

療構造の変千五により， .fJ~{t:では入手不 uJ 能となっているものもあり，今後も薬学研

究の法俗資本|として不可欠なものが合まれている。

't薬f~本: 1949{jミ以降の't'l羽生薬がそろっている例は他にないοf也にもヨーロァ

パ生薬280点，アメリカ生薬216点があるο これらは1950年代のまとまった資料で，

全国的にもこれを所持している大学は数ケiijrにすぎなし、
H支術!と関係資料]
現在のところ工学部，農学部，総合人間学部などに3，000点以上の資料が所蔵さ

れている。総合博物館の新しい建物が完成した晩にはその多くのものが移管・保存

される予定である。
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1 :'IWIM'dt判1

~; (打1;'，riN).、:;:が1X~)7 (1り1ifi::l(J) ~r 

に(i1Jひされた‘!日1.¥(二ll.llj人された.rJc

-rl' 111 mJí'~が1米{jさ h-C し、る， 1 ilりo
:['. ftに('1ら1し三本仰のクラシク機

怖い3111 fリく2メートルを J也える
f主主H~~I~I ，'，似Jiリ， Ti '1'十Lilt11.州市自

III~主主L椛 1~lg~)[iリ. ;1; イラー悦 J\'~， 
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中'd}i険J¥'Iなどが， ]()O:ドを粁た今 木製蒸気機関車模型(工学部所蔵)

Iiでも，はほ〉己1，世に1以{fされてい

る また，それらの木製十日明と 1，'J !刊にに製作された金属i製の機同メカニズム悦1担も

多放i以{(され. )( l・のものは正J[{I:でも十分 IIJ動である υ これらは，等j~包の [uJ'1¥五逆動

を不胤l !ll な川中'Ú!! !p')J に変える機f此悦 J21 や 1(.いに五 lí'J の興なる[iJJ中五和Iiカ \'f~Hi~機構 IYJ

にの妙じ述私されている段似限 J.~~ なと"， iji.に俄械メカニズムの上11¥解に有効であるだ

けでなく.知的ななr ，~] 心をかきたてる浜家もfjj:せ持ったイ{!日な教育 trJ悦引であるコ

仰維な機微的起動でもj主1]1のj曲松をはることのないまま屯r技術で谷易にLた現でき
る/iLlこそ.これらの限引をはて.自分で動かしてみて似点から機械の構造を理解

することはイi立北なことである“

これら 1890:V.(tの木製純明ゃくじ属製機械メカニスム模 J~~! は他大学にはほとんど現

{がしていないと15・えられる珍しいものであるばかりでなく，機械利発JE.':':iII:¥の教育
;，犬i兄をtllるうえでも it艮な資料となっているυ

ノi'11の11本の機悦 l;lLの降盛の従となってきたJ:作機械の原慌であるジグボーラ

ー，長さの即日出であるJJ能iJ!1J長協なども保管されている。

[ L~ミ化学関係資料]

第二次大崎iQjI'{riijから終戦Hjまでにかけて，世保的にも早い時期に製造に成功した

合成干iilR，l点字|や合成にJfJし、られた触媒などが， 300-500ccの試薬瓶約20本に保存

されている。この中には， II({手1115年に点都御l汁で、天覧にiJtせられた合成石油も合ま

れているの製造に用いられた各種装ir{設計同の青写真 (84型封筒で約20袋)や実

験装In:などの写真.ガラス写兵乾似(ガラス乾板は13cmX 18cm 10枚人で6箱)

なども保存されている。さらに，);:験記録などの文書記録もほぼ完全な形で保存さ

れている。

[建築一1:学関係資料]
日野 i.去界、IJ'F>i'J弥陀堂慎型は，国主建造物の大規模(縮尺1/10)かっ精巧な模型
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である。また，帝国ホテル模型は，近代建築において著名な建築家 F.L.ライトの

傑作の模型で，一部が復元されて明治村で残っているものの，建築そのものは戦後

撤去されて現存せず全貌を知ることができる唯一の資料である。現在，国の内外か

ら展示借り出しの希望が相次でいる貴重な模型である。

三層宝塔(浄瑠璃寺)，枢密院鉄筋模型，長保寺大門などの精巧な模型は建築様

式を研究する上で重要で、ある。

[農学部関係資料I
農業工学科で開発された世界で初めての農業用ロボットほかが保管されている。

[附属演習林関係資料]

芦生演習林に近年完成した「斧蛇資料館」には地形図や実習の日記，写真などが

保管され，一般に公開されている。また，林業関係の歴史的道具や写真，海外の旧

演習林の地形図など，現在では貴重な資料が残されている。

[総合人間学部関係資料]

舎密局以来の物理実験機器が多数保存されており，明治期だけで350点にものぼ

る。これだけ多数の機器がまとまって保存されているのは四高と三高のみであり，

三高コレクションは物理学史の資料であるとともに貴重な文化財となっている。

三高実験機器コレクションのうち明治19年以前の分は75点現存し，明治初期の物

理教育を探る貴重な歴史資料となっている。ほとんど物理教育用器械であるが，一

部医学用も混じっている。イギリスの Negretti& Zambra製のように高価な欧米製
器械も見られ，当時から実験機器の充実に力を入れていたことがうかがえる。

V 総合博物館の活動

[企画展示】

総合博物館の前身である旧文学部博物館では以下のような企画展示が行われた。

昭和62年11月1日-12月19日

昭和63年4月11日一 6月11日

昭和63年10月24日-12月3日

平成元年4月10日-6月10日

平成元年10月23日-12月9日

平成2年4月10日-6月2日

平成2年10月19日一12月8日

平成3年4月10日一 6月8日

平成3年10月21日-12月7日

平成4年7月13日-6月13日

「日本の中の京都」

「地図に見る東西交流」ほか

「原敬と明治の元勲たち」ほか

「椿井大塚山と三角縁神獣鏡」ほか

「近世の肖像画」ほか

「中国石刻拓本展」

「自然史研究へのいざない」

「先史時代の北白川」

「公家と儀式」

「近世の地図と測量術」



「古文書の魅力」

「紫金山古墳と石山古墳」

「伊勢神宮文書の世界」
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平成4年10月20日一12月12日

平成 5年4月20日一 6月19日

平成5年10月26日一12月18日

平成6年4月12日一 5月28日

平成6年 6月14日一 7月16日

平成6年 9月27日一11月 5日

平成7年 3月8日一 3月24日

平成7年5月9日一6月24日

平成7年10月24日一12月9日

平成8年4月23日一 6月1日

平成8年10月29日一12月7日

「三都の古地図一京・江戸・大坂ー」

「扉風絵展」

I出版物1

「尊接派の群像」

「ザンクト・ガレン修道院の文化」

「旧石器人のアトリエ」

「外科書の世界」

「江戸期の京画壇」

「荘園を読む・歩く」

旧文学部博物館では以下のような出版物が発行された。

『京都大学文学部博物館図録~ (昭和62年11月1日刊;平成6年 3月31日再刊)

『椿井大塚山と三角縁神獣鏡~ (平成元年4月10日刊)

『日本肖像画図録.l (平成3年4月10日刊)

r先史時代の北白)IIJ (平成 3年4月10日干リ)

『公家と儀式J (平成3年10月17日刊)

『紫金山と石山古墳.l (平成5年4月19日刊)

『荘園を読む・歩く.J (平成8年10月29日刊)

博物館古文書シリーズ

( 1) 11'長講堂目録と島田家文書』

( 2) r若狭秦家文書』

( 3) ~細川頼之と西山地蔵院文書』

(4) 11'勧修寺家本職掌部類」

( 5) 11'駿河伊達家文書』

(6) r東大寺文書』

( 7) r伊勢御師と来回文書』

( 8) 11'大山崎宝積寺文書」

( 9) r浄土宗西山派と三鈷寺文書』

(10) r葛川明王院文書』

(11) r永昌記紙背文書』

(12) Ir伊勢松木文書』
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すべき r~!深i県~:担担を川らカか、にしてノ今「パi役乏の lい阿1<1ド際1r?4交(i討流i屯Lの発h以4に資するために. ["1際交流委日会

の千により. ~J;( hli)'ぐ下における[E[[際交流」が11日干1160年 (198!:i) (以ド「第 lりーJ と

いう)に発わされ、、[c1戊2tr (1990) に第 2り-が.、['-1戊7年 (1995) に第 3サが
それぞれ合わされた れlU-の「まえがき」は Iよ;:WJは4，;~([ fi[ [;~~的であり，また.

，'/j;f:jO)[ 巨[I;~?(Iワな交流は， ノト11の'下仙のj住民のiJi:裂な安('1ーであることはいうまーぐもな

い l との JI25 で b.fìめられており，年~ 2けの「まえがき lは.これをうけて I¥， lま

や|同 |:5汁|二?の ;J~ ーダーレス化さえしきりにし、わ~Lるようになった土Jl{1 では. ，''j:仲Jの

[ E[際I'j:j':<流のもつ立 II~、は -FZ とその府必'["/[ を IPiすようにな 1) ，とりわけ学川のI(.fで

ある人?にとってはその中ーみはひとしおたきいものがある 'J と述べている 第3

りーの「まえがき lでは， 1 [11: 仰の↑ fl勢では (~JiìiX が終わ 1). 1日:界の1f[ 今の [i\] の izH[!~J

1系がますます的ま 1).これに加えて， グローパルな''''j'W.II引けのインフラストラクチ

τアが地球を全lili(l(jに向いつつあるJ}l(I:. 大 'I[ i\j のザ:耐火~iri[7'J\'\，】よいよ 'F'>.t'l" I: を Iり

してきている」と"己Aしている そして. [， iJ /;には，今伶の'ki!:におけるIIe[[祭公

~nLの県たすべき f口II，;川I

の!叫り川Ji刊1がi込主められ vてζいる

本，';::における [Ié[[:刊I(j な人物公~ñL に 1'/) し司lIiH1160 1f (1985) と、子成 71ド (199S) と

をjヒ1絞してみると，例えば. ，j，;'γ: ，iYi ì\l~ Irl)でのJt-I，刊}f究苛ーのために 1年間に'乏け人れ
た外[fi[人iiJi'先r;.O)紋は. 6おれが1.0:3-4{'，に.外[F.[人fli 学 1[:.の吃人れ数は.年H\J -4 ~(ì

れから921*うに. また. 4('γ:教 H の iiリクト ìl! 自IL の;[}~;11'.をみると， 年[I\J1.~Wì l' l から

:2 . 9()(i ('[へと¥.l-t~ lもほほ1白川している.'

イヰバ{が fiJめ -c'，? N:j 公 iri~ 1ル，とをすfii~:h した外 [1:[ の)\.''/:は， 日{{干1151ir(1979) のパリ ::jj
7 )(，';ーであるが.その従事''/:との協定怖が，庁ltpが多くなf). [ルιを締結した外[Iqの
JJjt:は，、fe1戊9iド (1997) 5 tJ.fJUI:. 177，)、[1i129)，:.")!:.2 f::'?併である、

その他[.E[際交流にWJする i:な・Ji.Jfiについて司第 1~J FIJ行|はの11(1干II(iO:ド(1 ~対日灯、

F年に[;j~ってみてみると. [，，[際交流にq'.¥{J・のilil)I主ではないが J;以(行矧郎[i)大，.'J下i
ナ托2tリJの;日市削制[il刷il対|リ山l打l山:主主lt:の{削ド引lμj泣1:(川II(付i件干利11刊G2年 (げ1987)川) を〉挙子げ、るこ とカがiでで、き る γ名l?r汗‘下21'附1司.'，;. I上:の利、;り;υの〕

十2ワは I本う主におけるう!:N:jliJl究に~;!J:'j.した功品点が;q，¥ーにWiP.であると l出められるftII

ヲ'c1'iに.j}:Ij・するもの」とされているが. これまでこの称号をJ主りさhた7{'，の''/:行
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は，いずれも本学の学術研究に貢献するところが大であった外国人研究者である。

また，人物交流の面だけではなく，国際交流の円滑な実施を可能ならしめる機構

や施設の面においては，満足すべき状態に達しているとはいえないが，各方面の理

解と支援を得てかなりの進展がみられた。その第一の例は，外国人留学生に対する

日本語・日本文化等の教育及び修学・生活指導助言などを行う学内共同教育研究施

設としての留学生センターの設置である。同センターは，昭和63年 (1988)に当面

の学内措置として設けられた国際交流センターに代わって，平成2年 (1990)，正

式に本学の施設として設置が認められたものである。平成9年4月現在，教授3名，

助教授4名の教官で構成されている。これと同時に学生部に留学生課が設置され，

留学生に関する事務部門の拡充がみられることとなった。

また，本学本部地区から北東約4kmの修学院の地に既設の国際交流会館(昭和

57年 (1982)開設)に加えて，昭和62年 (1987)には，宇治市の本学宇治構内に隣

接した地に国際交流会館宇治分館が新設され，それぞれ外国人研究者や留学生の宿

泊施設の拡充が図られた。 1

さらに，留学生専門教育教官は，昭和59年 (1984)以降，外国人留学生の受入れ

数の増加に対応して増員され，平成9年(1997)4月現在では，工学部6名，経済

学部・農学部各2名，文学部・法学部・理学部・医学部各l名計13名の専任教官が，

留学生のために専門の学習について指導助言を行うとともに，生活上の諸問題につ

いての相談に当たっている。

E 国際交流委員会の歩み

1.京都大学園際交流委員会の設置と構成

京都大学国際交流委員会は，昭和52年 (1977)に設置され，本学の国際交流に関

する基本方針の立案並びに関連する諸問題の検討を行う委員会として活動を行って

いる。また，いくつかの具体的事項に関しては，その詳細な検討や活動の展開のた

めに，国際交流委員会の内部に次の小委員会が設置されている。

(1) 企画小委員会(平成6年(1994) 5月設置)

大学問学術交流協定校に関する国際交流事業(各部局で行われる事業を除く。)

の企画，及び国際交流諸事業の実施に関するコンサルテイングを担当する目的で

設置され，国際交流委員会委員長，副委員長， A， B， C. F各小委員会委員長，

及び学生部長で構成される。

(2) A小委員会(昭和52年(1977)9月設置)

京都大学英文一覧の編集と，それに用いる用語の統ーなど，関連する諸方針の

審議決定を担当している。
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(3) B小委員会(昭和52年 (1977) 9月設置)

大学問学術交流の方針と制度，人物交流に関する制度的事項，及び外国の大学

等から寄せられる本学との学術交流に関する提案の処理などについて検討を行

う。また，本学と外国の大学との間で学術交流のために交換される覚書について，

標準的な内容の検討や改正案の作成も担当している。

(4) C' F小委員会(昭和53年 (1978)11月設置のC小委員会と昭和63年 (1988)

1月設置のF小委員会を平成5年 (1993)11月に統合)

留学生に関する諸問題を中心として学生の国際交流全般について審議すると共

に，本学学生の海外留学の方法など，海外での教育プログラムにういて検討を行

つ。
(5) D小委員会(昭和56年 (1981) 9月設置)

国際交流会館及び国際交流会館委員会か言定置されたことに伴い，その任務を一

応終了したものとして昭和62年(1987) 5月に廃止された。

(6) E小委員会(昭和61年 (1986) 9月設置)

京都大学国際交流センター構想をとりまとめたこと及び同センターを本学の学

内措置による組織とすることが大学の方針として決定されたことにしたがい，そ

の任務を一応終了したものとして昭和63年 (1988) 2月に廃止された。

2.京都大学英文一覧

学術の国際交流の推進を図るための基礎資料として，本学の組織，各部局の研究

・教育並ぴにそれらに関連した施設及びサービスの現状を英語で記述した「京都大

学英文一覧」を刊行している。

第1版 (1978/1979)は昭和53年 (1978)に刊行され，その後，隔年に改訂新版

の編集・発行が行われており，現在，第10版 (1996/1997)を数えている。第10版

では， A 4版414ページの大冊となり，人名索引及び事項索引をそなえ，要所にカ

ラー写真を挿入して，内容理解のための充実の度合を高めている。

なお，隔年毎に作成の英文一覧の補遺的なものとして，英文概要が毎年刊行され

ている。

3.国際交流機構の構想

本学の国際交流を発展させるための中心的な機構として，学内共同利用的な機関

たる「国際交流機構」の設置構想が昭和53年 (1978) 5月，国際交流委員会から総

長に建議された。この構想には， (1)教官定員を持つ研究部の設置 (2)国際交流関

係業務に携わる事務機構の統合 (3)国際交流のための施設の充実などが盛り込ま

れている。

このうち，外国人研究者及び外国人留学生のための宿泊施設については，前述の
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ように京都大学国際交流会館が昭和57年 (1982)に修学院の地に完成し，さらに昭

和62年 (1987)には宇治地区の諸研究所で研究又は勉学を行う外国人研究者等のた

めに修学院の本館とは別に宇治分館が完成して，構想の一部の実現をみた。また，

平成8年度の概算要求において，宇治グラウンドに新たに国際交流会館の設置が認

められた。これら施設のみでは収容能力が増加する入居希望者の需要に追いつかな

い状況であるなど問題は残っているが，大きな一歩を踏み出したものといえよう。

昭和63年 (1988)12月には，学内措置として国際交流センターが設置されたが，

「国際交流機構」構想にいう研究部の設置等の根本問題を解消するには至らなかっ

た。その後，平成2年度 (1990)において「留学生センター」の設置が認められ，

第4章で述べられている京都大学留学生センターが平成2年 (1990) 6月に設立さ

れた。

「国際交流機構」構想、守、提言されたもののうち，まだ実現されていないいくつか

の事項は，その後の経験を通して新たに目標として意識されるようになったいくつ

かの事項とともに，国際交流委員会において今後とも粘り強く実現を追求して行く

べき課題として受け継がれることが期待されるところである。

田 大学問学術交流協定

本学で、大学問学術交流協定が最初に締結されたのは昭和54年(1979)フランス・

パリ第 7大学との聞においてであるが，その後の経験を通して，現在は，大学問の

学術交流の基本的な枠組みをつくるための文書として「学術交流に関する一般的覚

書」を交換する方式をとっている。大学問学術交流協定を締結するに当たっての基

本的な考え方として，国際交流委員会から総長に答申(昭和63年 (1988)11月25日)

した趣旨は次のとおりである。

「本学が外国その他の学術研究機関と作成する学術交流に関する覚書は，そのま
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までは権利義務が発生しない(self-executingではない)一般的協定である。覚書に

書かれている諸活動については，それぞれのプロジェクトに関して個別的な協議を

経たうえで初めて権利義務が発生する。そのような協議は，関係各部局の責任で行

われる。これらの基本的な考え方を明確にするため，覚書の標準的な文案を改める。」

覚書交換の手続きについては，先方大学からの申込み，又は学内からの要望等に

基づき，国際交流委員会での検討・承認の後，総長に建議される。覚書交換の審議

においては，学術的レベルが非常に高くその国の代表的な総合大学の場合は当然、覚

書交換を行うものとし，それ以外の場合でも特に考慮すべき本学との関係，分野が

限られているが優れた大学であること，発展途上国の代表的な大学であること，地

域研究の観点等，いろいろな観点から覚書交換の是非につき検討が行われる。また，

原則として複数の部局が関心を示すことが条件となる。

なお，覚書の主な内容は，①学術資料，刊行物及び情報の交換 ②教員又は研究

者の交流 ③学生の交流 ④共同研究及び研究集会の実施を奨励することとしてい

る。

1997年5月現在までに本学と覚書交換等により大学問学術交流協定を締結した外

国の大学は，次のとおり， 17か国29大学 2大学群である。(( )内は，協定締結年)

大韓民国慶北大学校 (1984) 国立ソウル大学校(1991) 中華人民共和国西北大学

(1980) 武漢大学(1980) 北京大学(1983) タイ王国カセサート大学 (1984)

カナダトロント大学(1991) ケベック州大学学長校長協議会 (1994) アメリカ合

衆国ウェイン州立大学(1985) スタンフォード大学 (1989) カリフォルニア大学

(1990) ポリテクニック大学 (1990) ブラウン大学 (1992) メキシコ合衆国グア

ダラハラ大学 (1983) オーストラリアクイーンズランド大学 (1981) ニュージー

ランドオークランド大学 (1997) フランス共和国パリ第7大学 (1979) ストラス

プール第 1・第2・第3大学 (1996) ドイツ連邦共和国ベルリン自由大学 (1984)

ミュンヘン大学(1989) ボン大学(1990) ハイデルベルク大学(1990) 連合王

国サセックス大学 (1989) オックスフォード大学 (1991) スイス連邦スイス連邦

工科大学 (1989) イタリア共和国シエナ大学 (1989) ボローニャ大学 (1995)

ロシア連邦モスクワ大学(1987) チェコ共和国カレル大学 (1990) オーストリア

共和国ウィーン大学 (1993) スウェーデン王国ウプサラ大学 (1997)

これらの大学問学術交流のほかに， 1997年5月現在，次の各部局においても学術

交流協定の締結又は覚書の交換がなされており，活発な学術交流が展開されている。

( ( )内は，協定等締結件数)

文学部 (2) 教育学部(2 ) 法学部(1 ) 経済学部 (8) 理学部 (2) 医

学部(5 ) 薬学部 (2) 工学部(185) 農学部(8 ) 大学院人間・環境学研究
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>1~"? :よ.lI(j干!11::ij:1]9li7) (.))jにむIJ'Î.7り 1.'0']年を j担え，これを J;~念する多彩な ιli:粧

をf1うこととな 1). 't A、'1:."，~'よ，)11、く 15ト1:r~ を払った 記念」に買のせ宅b. '4'.'とのFIJ

i 1・ 1，ι]:2'，;:; fiii I l/ A: :i;飢)の住設などにIJIIえて Iもさ'下金のl泣2と」カ{，lIlllJjさu. '1;( 

行1;)(:;::と ;ilj外ω'j:・界との企:~riL を (J.t!ì!t L. I，;J )(~Iの :;:~WJi}i動の姶Üt に必変な民lJ}J を11'

うlことを 11i'1(Jとする!!Htld;人点目1;大学!ilJ\'，じ卜 J r'dir ， i~念後-tt: i; がlI(j 千11 -1 9:r (] 97.!) 

ti JJ に i北ふさ~l. 1 ，;Ji剖長会を i山じて本'γ'の [Iql;?'~ 公 ifJE;li動を主;える仮似Jがf1オコれてき

と I"JIけ長~';:1. lIijねIG:3:1'- 1， I日目討) ぷ}Jに!!il寸lU、人l;(hli}ぐ子:佼J反公にjノ!材、を変'tし，

その11(I(Jを)li( hli大，(における川|:1tえ;iIt，教ff・学WJ/iJI究iM!弘教11'/iJI':ii:)j色l立のw、
7ヒ t~ ÍlÍn ~S に必法な托叫を íl い，もってJえがIfJ の.J!zTi. :j::j，l:j.よ化の7位以に;fj・りする」

ことに改められた

1 Jill;~~ :i.:討Cj'M!}J(二WJする!!Htl山人l;(ft[i )(:j':佼採 27の助成の干'Hfi と mf~~ は;';(のとお

りであゐ

前]fJ! ~わ I H. 本:;::教日 11 の iílj 外派遣に~，J する助成

般 !tJJ 11'，] ]ヵ }j (約1::{'IJ. !!JJ II¥J liヵ}J}えび3ヵ}Jについては勺分の

1/¥1 J1}J r&を11よl卜している

{'，: l/JJI冗行 1<: l!JJ j}氏，ifi: !u ]1/'，] ] 0ヵ}j (約:l{'t! 

IEI際/JJI允集会不)::0:('1

約] 1;([与I~ :: f，f(除外からのう::.(i'.J{jへいに.z:J・する助成

般 !日Jt/日 1ヵ月以内(約 8れ)

-r.=千iiJI究行 WJ問]0ヵ}j (約 3:('，) 

第]11i第3係 京都大学:国際交流会館の逆'lli~に対する助成

第 l士li第4稀 その他 ctとして行政H的の波航，協定校との交流に対する助成)
第 1'i~l第 l 種，第 2 衝は毎年12月頃に公募され，雪長年 2 月頃に，部局長等により

構成される「選考会議」を経て助成事業検討委員会において候補二{i'の選考が行われ

る。
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V 人物交流

本学における外11<1I¥ fi片允{i'の'乏人れと44JJ:の教ltの海外派j立のそれぞれについて

の 1ミな ifi!JI主と J:\Wcは ~'J~のどおりである l

1.外国人研究者の受入制度(外1"1人uJト先行の受人れ状ilcはりIj火!のとおり)

(1 )外I主|人投白Ili

f乏人れi!ilJJ主によ 1).1火災の「外11¥1人教(:lliJ. r外Ilil人q，¥別J{{へい.J!zJ11Jえび 111 

51L 共 l'iJ による則正!の大'?.f-z+I-~:~ の JJiへいによる外川人教r:III ，1 の:Ni紅i'二分けるこ

とカfできる

小 I外Ilil人数fllli1とは. 11>:1，'i. J::Iで外11>:1，，1:J..はりI"J教ufl日をJII、1iさせるため

に高度の'VI"JI'I<J;;;・，ii&.J..はH:iiEをのする外Ilij人を市1¥))の教向11として111:IIJする行をい

うい 111¥川41!約のjりJII¥jは 1{I'である

なお，外1 1< 1 入品 (:lliすなわち 1"1 ，"，'下校で外 Ilil 入手z(:ni に)\~ずる職務に f止すiする .JI 市

到の外1"-1人の救日lIiは. II{{ {:IIGl){I:1主 (19問)からJI:'ii¥'IIiJJ.i削lIiとしてff:1日:;uること

となった

!:?'! r-外['1<1人特別HI{へl'.J!Z十三」とは.Wめて ~1，1'i抗な京総をイiーする外llil 人 lill 究れを

大学ibt-fit-川のftJI先J行'弘・紋ffのためにJ11へいするものであり.)ぐ下と b;~品の 1 ，.

問係、I，I/-I"Jj}貯のlilbJ1マliJI先.他大'FTlーでのJi1iJJをわうこともできるれへいl!JJII¥Jは.
3ヵ月以上 1{f以内である

(3) r 11 民共IliJによる此r1qの)，/;::教Jγ庁の州へいによる外[ftl人数r:lliJ とは.日比

I吋[ilのJkii. liJけEの光X. 1clJtと十111(.J'I'Wioにuする11的で. ~Hftlの jぐ t字文民百三を

JHへいするものである，Ji1へいJ!JJII¥Jは. :3ヵ nnLl{j'.灯、|付である}

(Z) 外IEI人/JJI究Ll

!司 ，i'J~";::)七 HflJ 川隙WJ や|正1 ，，'1.)\， ;;::1:付jI~ll: の JtH 利川 li)l 究 l川守、におし、て. f父が1'-1に

おける'tや|サliJI'究を11n.;!tするためにJtll，]liJI究に参jllijさせる 111'1<nぐれへいするliJI"先行
で，勤務の，児約によ 1)沖3・!Ji]Jの{i)f'7GHとして以fll寸る外[正l人の!i)1究{iをいう外llil

人研究nは. Ijlfi[(.J..は乙係の 2H(とし. 11 I 穐は「側めて日íq~: な liJ卜先 12納を{Jーする

汗」に，乙締はその他の{i'にそれぞれ過IIJされているο 川へい!日JIl¥] 1;1:. J!;(l!IJとし

て1年以内であるが，概ね 3カjj以卜Fが明ましいとされている、

(答員教ほ)

r_J症の(1)又は(2)の外I五l人liJI党{i'で.fl{へい!日!問が引き続き 3かJ]以卜.であり.

かつ，本学教民と IliJ当の資絡があるものと a認められる{i'には，、''1I~~ ~'~:I~ JpJの教J2公

等の議に某づき't;.員教托の称号をf.J・5している U

(外国人容f1i¥:r，['I]・研究似域)
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判定のiiJf'ieを，Wj佐寸るため，外[1'/人idJ'，'tt 1 Jにill、liさせる{i}J'先日/;/" / ぷはitJI先

制M;-e， +::''?には. JJUtI70)外いJ人主L1 (1)[花山/"/. 1tI/先iii!Jl長がある 外|五|人'詳II
(i)/究t'i[;/ll/・(1)/'先制域は. 1むの/IJI先日/;/"/と/"什X~ に(iJJ'先告が，f~.t-l)されるので，外[Ii[人

li)/冗tlサを'会:0として.J'iV"いするj_J)j{r-に I じしー i乏かに大き ~f~tíjË:を '1~ たしているい

は)教11としての外|五I人の1[:11/

r / [/ ，/'. X.は公、?のj¥fjf-における外[，，/人.l'ZL10) ff 111咋に/'(/するれりIHI'ii代i};JがlI(j

fl157年\l 98~) に施わされたが，このiHltの慨裂は;たのとおりであるけ

(1)[1</ ，/'.又は公Jの大/./=で.外l斗人を教Jえ ll)J.fzl1:λはl満向/iに1f111できること
ωff:J1Jされたこれらの教Hは救J空会等.大'γ:のj亙'H"に1'1，]りする機|勾のf位以t1とな

1) .議決にJJIIわることが「できること 1~3)タト[1<1 人-t-z l:'l の1f:HJ/ は，大'γ:カり主めること

に十)[1</\/~ )::I 共 1 ，;]利 Jnît~1切についても./tiJ様のi&いとすること 占'従米の外l王l人教

n'liのililjlit は{(~，えすること

:.{.-.:，:{:では， このiJ:iItにjたづいてII(付115計年¥1983) に教Hの任!切にWJするrJL{'I:を

定め，外[，，/人数日のfT:JU]は3fJ'， (I~}げを IIJ とする，，)とするが，品川ごとに，i'/' ，説

会の;議を粁て別に〉じめることもできることとしたけ.{.';:'/:ではこれによって他の[fJ

1工大学:等にうむがHて外国人教民を将lfJし. .fJL (tアCは6til;)日j でlIMkJ長 ~t として 12iノI

が任期されている υ

(4) Ijl同政府i)氏j立{叶先1:1

[ii/ ，i: 大学 ~1: で行われる íiJf'先に1ft[t/の ji)j究 n を参加させ，生i 政íiJf~先日のíiJj'先能)J 

のlilj_1:_と[f.:/京大7・等における学術の党以を|司ることを日J'I(Jとし. H ql[tfJj[E/政I{Jt日l

の協定に本づき.Iえが怪I 立;日l;fì J.えひ、 ~II["'11玉|家教育安!H会を窓I1として. ll;:が怪!の

l五l伝大学守ーにrll['f./政If.J派遣研究1:1として'乏け人れる制限である。受人れ!山ruは.
I!;( l!l/として 2年以内であり .il矧JLl空 i':lfイ1:費l土. !fl[E]政I{Jがれ.jl(し.Ikが[，，]は，

li)f究費をf!ii(している。

(5)利学研究費補助金 (r3 ，海外派遣の制度」参H日)

同|際学術交流関係として r国際学術研究」という事業横目があり.これには「ι，

制仲術(j静調l査J.rがん特別調査J.r共同研究J.r大学問協}J研究」の 4つの区分があり，

研究経費は外国旅費(il氏遣.1{{へし、)に.q;~点が預かれている。

(6)国際シンポジウム(ー叶支・ COE)

ー骨主本事業は，大学等が特色あるliJf究テーマについて. lH: '-Nの第←-~場l級の研

究者ーの参加lを得て，研究情報の交換と研究者の交流を閃り，研究水ijf.;のI{1J_1:_と学

術国際交流にゐ.与することを目的としている。

COE 本事一某は，中核的研究機関支援プログラムの一環として，大学:共同利

用機関，共同利用の大学附置研究所及び全国共和l利用研究施設等を対象として，
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これら COEとして7位以すべきuJI'先俄Wlのもつ催れたiIJl冗のボチンシャルを111心

lこ学術'll1j'Wを[II:Wに沿いするとともに， [11: 'Nの:X'i 可〈虫剤止の{iJI 先行ーとの]j~il1;MのiiJI

究情幸位を交J終しながら， 5%iIJIY) な発足(のJ友 íq~! ・交J偵を 1':<1 1 ) ， 11[] かれたiIJl 冗J~I .ti';!を

醸成していくことを 111'1')としている J

主な対象となる料，!!(は，外llil人制作品川U'i'の旅11(1えび~.:;~:(1: '{I( ~1;-;である

(7) 日本学術振興会による川へい'Ji:t 
日本年:fktli~興会による Udi1へい '}ll のtJ!VII行は ， ;j，のとお 1)-cある
① 外[IiJ人目へい{il!"先行

短Jtt]相へいと長}りHiiへいの 2伸士れがある l 生¥1.)日1111へい{iJ¥'j¥:打は，阪れた{i)I'jc業

績をぬーするl-.級ii)f先行で， JI(:がllilの{iJI先行ーとの什]'.i乱立は企:撚， I~I\}: i'tIiすをj凶じ<...， 

関係分野のM先のJ住民に大きる-Iち:lJーがJ!)Ji与されるおである、!とHJ]1(1ヘL吋iJI先行は，

中断若しくは，(-¥:千の悩れたfiJI先行で.代がIlcjにlと!日l川市{Jして，代がいlの{i}f先行

と特定の{iJi究l深!起についてj七l'iJ州允を行うことを I1(1句とすゐ{i"である

② 外[ftJ人材りIJiIJ卜先t1

↑専二1:サll¥(作11'(i交の外[lil人{'，:r-fi)f'先{i'をJ止が|玉lにJifへいするためlI{jfll G:l年度
(988) に削:止された;tIJJ立であり，これまで刈象|巨|はI;W心されていたが(千成 5

年度28かl玉Il、ド成():rJ主からJ比が[Iilと[IiJうえのある|司令てが刈象l正|とされ.採JI]人

数の111:光も1::<1られている，.

③ 国|削iJl'先集会のIJlJHl~助成

各国の iiJI 先行の参加l を {!j て.判'よのM允μ県出について[J1II)~ で 11H催する小規似の

国際研究集会に付して，その粁貨のー(il; (州へい外[KI 人の旅費，会品質.'t~1;)をU)J

成する事業である 1

④ 発以j主lニ[.flとの/'j:術交流

発以途上国とのtltjで， 1'11千l王!のiiW先行の受人れと， l'えがIKJのfijf先(i'の派泣によ

る交流， Jtlli]liJf究，セミナ-/えびザ:付:1'1'，日報交換を行う事業であり， (l)京市アジ

ア等との学術交流， (2) 発以途上[五|のliJf究.('í'益!戊への j"6~})に大りIJされ， (1)は史に.

(ア)拠点大学方式による公流， (イハ命文t'#!:+-;-llii.l ~f， 希出.('í'への主Jム(ウ)・般交

流方式による支iffUこ[足分さuるn

(ア)の拠点火乍:jj式による交流は，本'手・では， 1.学部が I総合1:'下」の分!J!f"で

マレーシア・マラヤ大学及び凶、Iシンガボール大学を十IlTl工l拠点)..::."j:として， ま

た，東南アジア研究センターが'fI・タイii介先」の分野でタイ・タマサー卜大よ;::

を相手国拠点大学として，史に，水質科学研究所が「水質宇|ザ:Jの交流分野でイ

ンドネシア科学院応用物理学研究所を相手国拠点大学としてそれぞれ学術交流を

行ってしミる。
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(イ)(1) "ft，江主1，1/1: ~ ;'lrd~; ;;日常行へのJL隠は. イシドネシア， フィリピン.シシカ

:Fール. ヤ i，マ Lーシア， "'1"11えひ料|巨!のuJI允r.が技が[1，1の大/'fにおいてt耐え;
t'li 1 ・の '/f，'，を JI\ll~; するこ E を J長lめする 'jilである}
I~) 外 liêl 人'J:，(({i)IfI 'H l III;II;~~I有力引 ll.J[Ull、主)がiijjなする lillfl幻IIの'企人れ

I1 C\ が ~t ，'J~ 注 1'1 正|から j{j j~ するIiH fl~Uに}.fし， 11<[ ，i: k. 't ~~'ーにおいて liilf'~ ぴ)

|たたを');{，そのji伝})ぴ)・JI;t'，:のli'J"，を I:~I ること l 二|ぬかするものであるヂl戊 8 {jミ岐

には.111ャ11<1からEi1ノ!のliJlflHlをl力)j;から 6ヵ)JのliJlfI引!)Jtl¥Jで受け入れている

は)) [，・li虫)._:';::;JIZi立11)1'先t1 
1 ， 1 迎}、 ':;::úf先・liJf fl'~センター「 lfJf制iJf究所」が，i-~~，むとする M究テーマに問して司

i二として 1主u五|・ 1主u也Mの粁f.li!l'先r;ーをそけ人れ. ~lí d弘、'}i主にHする!(Jt: . I~t 
) )を I'~I っている ・11.iJX:氏年ばには， iTfi汗liJI究所において， 1 *"のliW先日をそけ人

れている

11(1 )ユネスコiWA'[物 '-;':1 正11;~~)..:.'?I;'Jl; l iJ l:H; ，:r'/i: 1相iJf1i著作

1 r[ r:?'~述 :~.{!'c(if・ 1.';: 丈化俄j!~J の|五II;~~ )._:';:・ 1:;~ fiJ日1?;;;，\j: Hモ，ìIjllijに協力して，アジアj也J!，X

のユネスご1JJII ¥:11.[1<1ω利子:r，.， 判ーに大'‘?の~:z Hx..はli)f'-i'e.(j'を(i}f先コースとして"2:け

人れている ‘1>:成日 fド!主は， :1ヶ I可から 5 れのirJf {l'~'I:. を受け入れている

111) rf'll・ 11')~':;: {i}I:f'~'I'.

"'11;1の保健医療に従'jfする人Hの1iI戊にuするため， l!H.tliJ;人11"'1民よt協会が
'1'11'[ iいられùする I，J↑ fl~ll: を"1:け人れている ‘F'-f&: 8 {j'.J主には， 6 *"のirJI修'1:.が1(

/.;t:においてlilffl?;の機会をiijている、

II~) 点打lík:下段民会

liIj_i七1¥1主J!({.

2.京都大学招へい外国人学者等受入れ要項

，iIj j主のvi-llil人liJI'i'e自のそ人ilJlJ1iにより米 11し. イ三'芋でjiJI'先ち?を1Jっている外1"1人
jiJ[冗斤のf，'r:j(i j.Jけあるいは身分に WJ.ì坐して，本~'tでは'};(ffIí大手?~'{iへい外1.1 人';::r，. 

~~\...t 人 1L'&::JîiJ (11日干115~(ド (1977)制定) により， 外llil人liJf')tr;てすの受人れ{本市IJを
幣!JlljL. 1(';::における{川町、lけを明維にするとともに，受人れ千続きについてのJ，1、

市を定めど 1

H '?2- J!'i"c は.外|主|人frJf'先汗を ;J~の 2 税制に分fti し，本学の符t1 (Gu制l) として f，'，

Wr'j・lけている

，1， -1(1へい外!玉l人午:.(j'

前i主の外[KI人教r.ili)くは外II<[人研究名のような契約によらずに受け入れる外同人

の研究r;で.本子:の講n1liと[，;J等以上の資格があり.原則として lカ月以上. liJI究
・教育を行うおーを交人れiWlJi'-iJの救托会等の議に某づき，相へい外岡入学:!I'として
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受け入れる

I，?~' J;(打/;)~'IH↑へし、.l'~ll

1i~ へい外/，，/人'/ {';のう t，'l人れ!りJ/I¥Jが:3ヵ JJl~、卜で， 4>:''/=教托と川ヤ¥'l'.Uのすf

怖があると811められる日じっしべは， 、lil波紋JえたすのliA'二)tlJ}き fJ;( ffli }.::'/サ{iへ

しイfH'2 J の rlf~、を 1 ・l りすることができる

小外[1</人JlHliJ/先行

I1 本'jJ:hlmlJIUNJZ: の/"1/::土交 ~ijL ~iJ -~~~..日本[Ii//:~~教育協会のもti[IiJ外[Ii/人fryソuリi!UJliJ/'
究il，IJI:[.ょ;(有/;人:'?i長長会の [1・I/;~~交流の促進に~，J する助成・)it，よ i;/;tìf‘ 1 '[: ii]/';'::; llt 

補助i?により川へいされる外/1'/人itJ/究f'iJえび件付の/Ii/[:なうと沈下京下によりれへい

される外lι|人iiJl先行 ii，mへい外[E[ 人 i(:{'; として'乏け人れる J劾 f? を F~~ 1， ，て，外/，，/ 

人共/1Ij{iJ"先行として''1け人れる l

この a友Jflのi/il/'，とに{‘/'い，イ:.::;:の外[IiJ人ii)/允行は. (1) ~'iJJ {)jの史的(二よる日， (~) 

この't:.Jf!によるf'i'， 1~)Ji IJ日I'!f HLれによるf'í'， ( .1 ) 'II，~訪川にのいずれかとして '1

け人オL られることと fo:つ J七

外[Ii[人i“州iJ川!庁"冗j光EJ行Jfiぴの)，1人jれし;/山山制/;1川;1川|リ/1山!主l記iど;と4本~/ι，う、:下J

である

ililJ Jf 

外[li]人.J1~r.llj

外[EJ人l¥¥)IHIlへ，'.J1'z Jえ
n処JI.:[liJによる此[Ii[からの州へいれJ2

外国人教liとしての行川

外[iCJ人filf"j¥e[i

学術[l"'JI:~~公 i ;idtf 逆のための外[Ii[人 fii[ 先行

tft同政I{.j派iilfiJf究li

文部~tì 利';::/til 先'f l(Ilil助金

日本'?WJ.tui興会

J;(有[i)(";:・{託ji2i: 

作Hi:o)国際交inC! J~ t ~.i~ 

I!JI:~~協 )j'F 業[-t[が11hz'寸る fiJ[ 修 li

3.海外派遣の制度

?'t 初、

外 [1" 人.J1~r: llj

" 

ウ

.J1Hえ， lIMH2'-'; I .~'.t Jliltの If[.家公務l!J

外lfiJ人liJf党l!

Jffへい外l正|人7・お

Jfiへい外lι[!，';::行 j_は外[1ー|人Jt一川Itit先行

" 

， 

" 

" 

外[lJ人':l.iUiJ[修II

本学の教員がiiJj:)iトにil主航するために利井lできるilil]伎には多くの純紅!がある!これ

らの制度をiijj-学する機/¥¥/は，丈自/i符， Ll 4，1?術振興会. [JiJ際交流 J，~金等が i ーなもの

であり，また，別に京都大学後係会がある。以上の↑也にもl(/H/のlarif/等による数千Ifi_
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のlJ)JI&Î~J\)1主がある 外11，1の機関によるものとしては，フルブヲイ卜(アメリブJ{tW( 

1 [1).フリテイ F シュ・カウンシル(イギリス).フンボルト(ドイソ)吟カ{ある

なお，本'下における iílj 外 il~~jid千数はりIj j乙 2 のとおりである J

(]) >仁川;行

，1) {I外/iJhttt

u卜ーの;，N(矧があ 1). iJ氏j立旅費. iJ氏j立!日111¥)がそれぞれ黙なっている l

i三 !り1'11 係 ili~iL費 . Wi{l: 費がえ:{'il~?rからIif;される、

1l;(l!1jとして派遣JUlll¥1は6ヵ月以J-.IOヵJJ以|人l

，'1'，[王111.¥に50成以ドの教Jt'c

長 jt}1 乙 待 il~~iL 1貨はよ ~'):l~ 約から主給されるしi

;~;~ u: 'f!eは外llijの政I{J守ーの{札111のあるもの

h;U!1)としてil氏j立!日111¥11;1:(iヵ IJ以卜.~.1 ヵ}J 以 I)~

，'I¥IE1川に50':r'lt以卜の教'(f

k!tJl乙1o[(>;1j//='1: kjリl乙締と1，，)係

~'I 'F /IJI:究{i' KWl 't'稀にHじu
ただし. II¥IEIII.Hこ35歳以卜の助教J'え liI可。Iji.UhT 

I!;l t1Ilとして派遣Wl問は6ヵ月以トーはヵ !J以内

生\~ Wl il1_t航ft.;':i'i{{費とも丈白li行からJ4給される l

l!;lHlJとして派遣Wlll¥jは2力月以内

，'I'，jEI川に55成以ドの教'(¥

，2， IKI際/IJI'先集i:;iJ~ j!i: / iJ!)先L1

会議il~J催地へのil~~im'えぴ‘会議開催WlH¥jの;，:ii{t= iJtが主主(;される、
¥3) 干'l'?/iJf究費補助金によるl王11;:祭d干:Wj/ilf究

以下の4つのlベ分があり.外[Ji]旅費(.jfjへいを合む)を主として.fiW'.I旅費，

設備1m!，日賛.mw任研究諸費が支給されるけ
J学科'1 調査一研究の|付'弁，対象lえびJii.去に同外における調査研'先，

資料収集が必告さなfijf'先見，'j由i

りがん特別調官-'Hがん 10 ヵ年総合戦時」の.q;~点{i}f究課題に従って刊行外

固との交流・協 }J を l記l る研究計j~lj 及び[!I:界各地にみら

れるがんの特性についての呆礎的政j脊を行う研究ul"i由1

0共 )iiJ 研究一間内の研究{i'グループと同外の研究{i'グループがー定

期間，国内外において共同で研究・実験等を行う研究

計i由i

0大学問協力研究一我が国の大学が外国の大学との協定等に慕づき，両者
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が~，J 守:の，'，. j持で適切に役/;1円ia; を分jll することを !11川と

して， うじ!リJ]I¥J，キl同iMJtこれう{i!]''!'e.n' Wlj (大うた長が“立
めたもの)

(:2) 111本心ぶ，、〉下1

4寸r、'. ii泌J拘リ外4引!jjり引別|リH川i!川!庁f冗tl1 
:iO，災以トーの研究%をιl象とする， (常勤nsな織に就いているか円かは1111わな

!!J111¥Jは. :2 ~I 一 II\J il~JiL 't'(， i品イIJVえびliJI究費がえ;給される υ

'.2i '.llijllWtWr ~Ìík 

1) iiII''!'eおうとiric(制定j"Iil氏j立{iJI究判事業)

イギリス， ドイツ.フランス，カナダ， r}'[iel:宇{i)J'究(i'交流協定のあるi五|へ

の ill~.ì立で j日111\1Jえび粁吹上;給守はそれぞれのIf，1ごとに定められているけ
:2) )七l，iJli!1'冗・セ 1ナー

1I :1:':利小 jlj~))')i t. 11 i1、. 11 ~リt ， 1日I~失~. LI \帥崎の f作千{引州i}岬1河f冗 1;;協j窃Ï;)力J'tポi.~染〔下苛~;カ fある、ρ、

:1) ，爪F:ι-υ..}人点"

J比カがf河[作同E司lにおいて!fc点{自が的lド内tサjにJ抑Hi進正されている{引州IJ叶JI"允?先Eについて， その'1'心となる{i!f
党組織が外1"1の1，村'fiのM究組織と協))交流を発以させるために十IIHlilの学的

似IJ'肘たWJとのJtHMI允をえ;託する'Ji.業で，公~は行つ 'ζ いなし，

なJ3. {~";::-C は以)1 1' WI~ tJj' fi)J'先 l リ j が b~l"jのケンブリッジ jJJ:ニュートン数学

{J}I''!'ë 'yi と )1，'JiiJf i)J"，!'tを，)~施している、

(:i I Ilq I:~~ 交流民会

J比がj"-Iとn行外IlqとのHIJ(ynWi及びふ:Jl)~弘前を促進するためのよ化公~nL!Ji たの

JRとしてIlqI:~~ Si 'ik ，'1'，111; {i'の似!り1;1長j立、iTびに't.fi'.liJl"先行/えひ、土日中I家のi主!日Jil長
j立')ftがある、

(..¥) 1 1"1:出向 ))ii.~~ トl'i (jIじ人)

合以j主J-.[lij の'>~:， iltJ を'士けて，伽I\)IJ にあるいはプロシェク卜万」にの11品))による

FJ {三人 1.1i-門家の口氏i立ι)ftこがある

(S) J;(自lif_:"tiをほえ

!Iij i生1¥を参)1日

官学生交流

1.外国人留学生の受入れ

ヰ;:'~f:"が受け入れている外liij 人切手:!j'.は.次の 3 Ndtiである、

(1 ) 学部長i学ソ!
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l川正1正~H則j礼l の，}:口川川1;γ，‘{下{ど:ノq小!主二と して人;;::すゐ外|い川t付1J人¥ifMLYVrlr討，7γ刊l十γ川，よう小、7γ下;:戸:たν川:ソ刈'1:.で， 1川l川|代ftJr1

!昨F付t川i司派!眠氏!立h引'f:;子:ソFぺ|をf合fもむ.) カか、らなる
(三IliJ!'光悦うい|

y大、Jご，う、1川i

1防芸 |上:，;'1沌1収H'I心'.!'¥(l吋土訓|ド'.1/1上屯{伶;矢=υ!!川lり別)川1.川'J川川'1引1~汁叩川f'れ'1日I~に 人:‘?寸 るfhL1l十:守7乍、1γ下;':シ:'1ど，UJ1先'1:.!'¥( l、は/iJjjlt l i 'iiーの身

沙で/iJ!允にj，'(. Jiする ~W'，/:/l があり.それぞれ 1~l ÿYWI';:ソL と tL'[H11'}:' J:. (政I(.J派

遣flid-j:ソ!をffむ)からなる

1:) I 11本lI!?・I1本主化liJ/:jl引i1f/?'I:，

外11'1ぴ)大';::の i:.としてよ/:;\I~''lリ L (:1 fj'.:kλは 1il'- :j~ Iで， 11 1(，;{l・11本主化

などの')勺吋を IIIYJとする1i<I'ttWI:;ソL iiJ!mtJJli¥jは lカI1

HI、， イ('}:におけるfdザソ1"1:人れの近況につt'(ζj主べる

Ilt付11:1，11'I I~)(ピ)の外 1 fl 人出十 ?'I:.Üは 1 :2 9~ノ" (うれ|巨11H1i';:: '1:.2S名)であっとが，

その{えのa乏人れ政は1'//}JIIし. 、ド 1)見お fド 11~19(ì) S JJ I IIJJUCCは9(対jノ" (う九|正1'tt( 

fJl'jfソU1:1t'，)にj主している I¥JIJ}d. .1参I!日)

外I"J人fli'jJソ|の''1:人れ }jiJ、は.tJではなく. 11;j'feWI'}'Lについては， 般的には

判りlJ.i:fii与ーにより吃け人れており.紅、F{tf/f，'戸'1については， 1}: ì" I:[~ ・ {i}卜先科によって4i­

¥JIJ.i世与をjJ:うjJ;j(;と， 日本人とj.iJ-の ，iA.~ifZ を 11果すJiJf?とカfある J

イ本三，う、1干i

Jたのような4、;1徴カが;'、

l 川Jlil伐71h}Y，7l十')下J

:白iJJ:Jサ|は，令 rfJ*~J8S% ， 1(γ'約G5~，;~となっており ， .f:!.、'{'efj'I';:ソLは， 11i11HW''?'I.O)ボJ

lぷji¥:ーであるけ，:t'liJl'ft WIワソ1，(約制%)の政が!卜倒1'1なに多く、1下1
j近止くに/及えぶ. i~' 、."、下{依改り11伐辺~i仰!与}を iけ|的とする f仰Jdi7:ソ'1七(人太~J~/:I;)t/{:ソ'1七j:_)づ) は. ヴ:j，i)!iI.i~i を IJ (I(Jと

しなし吋iJl冗'1.'liJI:jlHl等のtリ:2j i"iである

また， 117，、/・'1'.の11¥身地にはたのような特慣がある. (りIJJ<3 参!!(~) 

. 1 J也.h'X¥JIJでは.アジアカか、らのftJrJ

f'紅『1主J'1皮L主itυ凶:jlド1~ くなつている、 llil日Ijでは， rj Ij f.1，怖い1，fii;う. インドネシア， 夕イのH川町1ftとな

る、υ2ヨ一ロゾパカか3らのf3JrJ

にJ功k凸L、でみ可第I}2 j卜伏，'，次I(_でぐある み第I~ :3 1止は1け|ド']件r，i~氷C の:3.9%でで、あるふ f司:f.)邑 Jよ去~. 5 ~年|ド'11附附1打問\J (、千ド杓l成戊.ji年!ド1 

(け1992)-‘千lド〈勺I成戊 8f午|ド:.(けl叩996)川) のIt.同正詞l問日別リ工干|ド'.jりでは， '1' [主1. 仰向， ず「汚， イン ドネシア，

イ，アメリカ，マレーシア， ドイツのJllrtである川、1-:成81j: (1996) 5月1U王R.u: 

は中lτlからのfffザ:生が369名で最も多いけ

部!寸別の過去5年間の平均受入数は I学部 (260t'，)，経出学部(1241，)，農学

部 (1201，)，丈学部 (70 t'，)，医学部 (69~ノ'，)，理学部 (58名人法学部 (531，)の
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)11([である {i}1党刈咋ではW/'}:/Lセンターの;j9れがh-iも多い

2.短期留学生の受入れについて

1~が 1 f. 1 において， ~W'}:'I 交流の i'Ji たな二ースとして，外 IEIの大'/に{I:絡しながら

1 'Itt-U)付のtu川l/iJ11 1(0)大';::，二hJifJ'するという，いわゆる知!りlw'jえによる交流が

Ji合化してきており， イパ;ーにおいてもこの)j;¥によるW'jfソI:';okをi住める必波'けか

ら乏人れ11>:;IIIJの快fiiliにうfめているところである

この初!UJW/';::'Iは. イ本入Jι，う、1了{と"消目ヤ外トIド作凶I五司ilとのj大iぐど，、;:シ叶:1/川iH川iりJ"公えt凶d屯L山b協品ι〉じ 1;'自川川iリ巾|じ¥)，川11)11間i品川iりJlt協j“bい〉ιをf介干もむ通) にH棋JL j 
つく4右J、T刊Ti‘Y汁J

|協“ニ余7 カがfこれ Fら〉のf官1l十，う7、-;::ソ'1:_<の7η) ために;~日5Jγ?~合?市1])主を、|勺J比 (i tr岐に(ilJ，i1した 本';::において

は， ζf'-I戊9tt'-]()) J から， f.')!!)JW';:ソ l を'';2け人れる令'下 mj，~1'ぐのいll:~HHf プログラム

を I~J~fìする これは、v成 I:t 1 :.:)Jに党比したよ;(hl;)ぐ下 llill:~HHi プログラム，iftfliiifil

hが総~/i . ，frfiiliをしてきたブlゴグラムで. ワザ;::0)手zY:'がhzl，!?でい，HJ[:'ずる16HIIをW

';::'1 センターが'jミ他ì'j:l~ }"J となって令'下 JI，:，ìlÜ利 11 として ~Jt f! t L，ヴソ1:，交流lE自宅をあllん

だ ;Î~外の)(''/からの:.:() ~ノIf引!立の '}:'I:，に'1:，;IYi :させるとともに.ほほI，Hxのj1 ~ H~ ';.: i¥:I; ';:・

q二にも11副|筆をロtめるものである 内外の，';:ノI:. j主は修業~!:.1;:%が不利lにならぬようにじl

1"1の}('Iでのijif，'(In~ を )l; (l. lIJ とするこのプログラムに参加することにより， 11本の

よ化・付 17べ':':1I 11: *c.にかけてのj血f:Rm恨のI肌l出について J1，に'(び，十1111ーの交流をi凶

じて 1(，いのIliJI;~げ|ーを 11判 jも寸る機会と l必-刈にして欲しいという fll¥，、を1'.¥一つものであ

る 初1[')立にこのプログラムに参}jllする外Il<lJじ/:'1:.の.i'i!if5'はすでに終 fし.ウィー

シJ47:，ライデン k'Y:，ユトレヒ卜 jぐ;::， ソウル大''/:十えローザンヌ大学， ストソ

クホルム JJF. ウブサラ AJJjJ ，サセァケス jぐ下.ハイヂルベルクノ(~'?， ストラスプ

ール第 3)('t， トロン卜)('下，オークランド k''Y':から，ij':':3rr を'乏け人 ~L る f" ，じであ

る

3 .学生の海外留学

外Iド阿玉司|にb官1

/生1:，凶削|際:司際1祭i交i対1t叶rtll引!打!主j及えfび〆アジア!品ポ削i'[μ同"1等i討}氏j泣立fhl1{十d学'1二;制11初凶jI剤lリJ)皮;主主lt:などによつている tりl 

本学学'J二のが'J:外派遣のlrt:近の似li'Jは次のとおりであるけ

:.f，官f~'j!:する学，[:，は . I~f: {;{l学'1:，は少なく，大，}:WJ.ê~Y-ソ|ーが大 til~分である， : 2"-;:: i'fl; '1)1]で

は，え"・2・ {í:I~，教ff学{;I\ ， 1';.;'?;'i:1γ、!rで，地J!9(¥]1]でl.:t，ヨーロッパ令北米，アジアの111((

である" (l)白'1.'(で外I玉lに{tr'~?するよ~!:ノト，がj曲、 1"，数を I'i める 6

日本政府の日本入学生のil~ýH#"f:に村・する援助には，よ i\l;1'iが、1'-)ぷHtj:.)主(199(i)

から始めた魚WIJWI学批准制度がある。これは日本の問、'(，大ヴ'と外[1<1の大'芋との[I¥Jに

結ばれた学1[:交流協定によって官学する日本人γソ!ーに， iH反旅費と l年以|人j の;~~~}

金が支給されるもので，応募資格は学部学生及び大学院学生である_， >1ぷ戸では刊ぷ
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討{I=.'主 (1996Jに(i1"'，・ ~) :ド!主に 5れがそれぞれ本制度にJ采IIJとなづた

4.留学生専門教育教官

外Ifl人fifJJソ七受人れの片山II(こHソーに '乏人れft:;jilJや'h'.'!I，、ikびに'1:.Jilの，in条件ー
のli'J1. を I.~I るため， 11日干1159{ド(19別)灯、米此|術的に，山守:'1・の多い，}:ì~:I~ に t .j- し， ~.) 

にfJi'、Jソlーのための "'VI"J%'J..ft#士山」が内じir，l:されてきている.JJl {t の円山町状ih~ は， L 

7・ ií:l~ S人、粁l'ヤ下自1;/えび11，~/}: ;，n~ 作 2 人， 丈''/:ì" I:I~ 、 ìl:'tj';I;， J'H ';.:日1;及びl'ヘ'下品作 l人

である i

5.留学生のための諸事業

(1) 111(，ilH'J..1'i 

外 1 1<: 1 人利子:'1 のための 11 本i1ff教 ff は，主として W{~:?"-:センターでれわれている

また.総介入IIIJ'[:j';l;においてはIUl日企業利 11として '11本，ilfJ 1 1えび11 I作遡 2

11.¥ II¥J， ;凶fド1iji.P:JをIJfl， ;N~ してし、る

(~) ~c!.'、;::旅 1J

大，}:の教Tt illï1uj にJ.I~づく %Hii品子))0) ー環として.外|正|人 Wi/-;::'I:_ を.i.j g:k 学 l付

での%'J..-ft に JJII えて 11 本 IF. II)~ を'だ地には'γ・する旅行ーであり.教職 t1のリト十、で 1;(1 J.. 

(土:2;(1の旅fJを午、|乙Jり5~ 6 [1IJ')ご施している、

(3) WI'ji:'1ーノトーティ

外1"1人間ザリLのためのパーティとして， fJj人'1二歓迎会等をX/jIliしている
1:1) r(; llID E B()OJ¥ドORFOR日C;NSTllDENTSJ:のFIJ1 i 
v;:に{I'r:するfJI7・'1ーの勉，，;::と 'I:.l}，の'案内ず;ーとして， 小Illt]'を jリー {I ・ ~UJ してい

る I}~ず利土本'下の FFlと(千'下日lí ・{i)j jCli)j 手の悩!比 I.~Ii':飢の干IJ川本|人j¥";::Yi!折JI

に 1~1する Ill: 述の他に， iI'，合， i~~ f'd!， '1:.1お， 11¥人1Ej '['1: Jlf! ・外 IEI 人が j:J に|りする i:~ 悦

I，!I]， 件付;!;~/? ~~咋 'I:.j. ，~"立，ilに|りする，記述からなっている

1;)) r ¥;( nJi )、7・i曲1.¥.1 0) 'It1 J 

[f.I'll外1[1人悦'下'IJjljJ支が112けられた1I{jfJ1:29iド (195.1J !:lF年だけでも， 1，'/:-('勉

';:: L， 'J.，tfl [1 í交の連絡光の lりH院な frifソ 1=. はが~:2 .ι00:(，に注する!これらのWf''/・'J:.は.

'h1f ["1 iえ ifí ，i，~よ教'[' ~'・ 1 との伽|人的な i主絡をとっていたのみであったが、 1.f.II際交流安

H 会 C 小委 tl 会でこの IlIj 胞を検，H した~:li*，仙|主IWll;~'[=.:(， i'!J の 'f，~jlm を fJ い. )寸，.

ゃfW'}:'1 の JJ~;I}( を fi~11北した rJ;( ffli大学;wf，¥JIを党刊して.本学と'J..uIIIした悦ヴソ1.:

との辿主任を1好にすることを|究|った、約 lサがII({利回年 (1984)1 ()}jに拾わされ，

JJUt:はiYiザソ1:.センターによ 1)，第lHyまで発行されており.大きな!え科;がある 1

6.その他

(1 )奨学合

平成8年度に似学生i深で取 1)1及った外国人間学'j:_のためのi己問焚学I'fj体等奨学
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金は.次の佐野党学金IlJlJI支を斤めて約50[ ・n 休であるけ焚'~?-合月紅!は. 3h川-20

万川程度であり.1ね1J人口は{'i1.. ~ノ!のものが多い l このう九. H :4':[EI/祭教育協会

の学'fI;則的資 ('~"n~ ，J}MVえび、IZ 手11 友好特別l呪 1))7)費)は. j~年，採用作が拡大さ

れている υ これら50什l休の;1定学金を受けている本学fiiマソ1:，は、ド成8年度でが)270

r，であり，これは私費fd学生の約13%にあたるけ
(2)佐!Jli"児学会市u，主

佐野呪'γ:余は.r，反 'γ: 白[~卒業 I j:_佐野 jilG~IJ 博!:からの寄付金を J去に.Ili{和 54 年(1979) 

5月に発足したH この究学金は牛;学l二千:ぶ京iijアジアからのff{'yソj:_を tたる対象

とし，焚学MωJをj凶じてr-tJ際}iJuを深めるために設けられ，実学会の交付と，医
療費のiそりーなどに当てられており，学生i¥:r)にK貯究学:念j主党委員会を設置して運

営に当たっているい

(3) :fI'l ~;: 

平成8年 5}j 1 H JS~ {i:で\Ifd学」の有利資絡を1-Jーするtdマソ1:，の術舎状泌をみ

てみると，本'手:[正I1際交流会館に84才"・他大学投開の官学生計i舎に181'，.公益il、人

等~Ì'i舎に 135 :f'，・本学学 '1:，資に 51 名，その他1l(; tl1j 下市・アパート等に666名が人凶

しており，約70%が民間ドlri・アパート等に入凶している。

(4) r完療
我が聞に l 年以上i1;~ {J予定のflf~7ソJ:は，国民健康保険に加入することとなって

し、る。また，「fJl学」の ú:WI資絡をイiするfd学 11:， は，日本国I~~~教育協会の外同人

官学ソu民療費情比})制度により，医療機関に五払った医療費(健康保険法の適用を
受け得る療去をに裂した粁費)の80%の補助を[，iJ協会から受けることができる。

(5)地域交流

京都地域における外同人間学生の受入れ及び.外同人fd学生と地域社会との交流

出動の推進を同るための諸方策について協議するため，平成 2年 5月，京都地域

の大学.短期大学，大阪入国管理局，地万公共同体，経済問体，国際交流同体等

39同体を構成貝として，京都地域留学生交流推進協議会が設立された。議長は，

京都大学総長が就任し，広報誌「弘J学生交流 きょうと」を発行している。また.

これらの関係機関が開催する各種行事 事業には多くの外国人情学生が参加して

いる。

四 名誉博士の称号授与

「京都大学名誉博士称号授与規程」が昭和62年(1987) 2月24日に制定され，本

学における学術研究に寄与した功績が特に顕著で、あると認められ，かつ，国外にお

ける研究成果が特に顕著な研究者に対して名誉博士の称号を授与するもので，年に
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1-:2 '1ノ1が j三社:されており. 本''(:の IJill:~~;f: WJ 交流の -)';1'1; の j住民に資するものと矧f，]ー

されてし、る、

これまでのJえIJは.次のとおりである l

1ノI~子 fflJ学内 1: い|仁氏 lじ fド (19出) ;) JJ ~í 1I !l¥'ibJ.) 

イスライル・モ fセーヴイチ・ゲルファントi巳(放学日)

(ソj虫利'下アカデミーたH.モスクワ大''l=教托)

{'，:'手 I:"?t'草1・('1-:成JC)j'. (1989) 5} j III 11 !l'iI !J¥.J 

ジョーシ・ガ-7イールド・ホール氏(JfPc'命化学fI')

(1同124与::J三分 H:I学アカデミ一会L¥. )亡キ:''j':1学古1;救J受)

{'， ~王|片手同1:(、ド1&2 年 (1990) ;)月 1~ 11 !l'/I'I¥.J 

ノ、シス・ノイラート l~ (fIJ例句f引ヒ;t日)
( /本1ド之リ|ド阿E司If利科:1千|ト卜Fノう‘1下j

{'，パ/王手 l仁よヴ‘7予f:t専l上(、'1ド乙勺!成J戊rX~ {可!ド (19山ω9ω}川0) 9Jjl0!l!l刊!江l{り) 

ルドルフ・エミール・カルマンl¥:(システムI札命ザ:fI')

(本;μl フロリダ大学大'下 1~;é ;4!x.N: .スイスj主J:ii1:科大学教J乏j
{'， ~子民;;: I~H' ('1-: 1え411' (1992) 12 tJ 7 11 !l'iI ']¥.) 

夕一ゲ.1リjカルド..:1エ，リjクソシ l¥: (叶~I山I自i ~ヰ物I快拘有句j川/I. .f ll'.わ，よう‘1下i

(スウ L 一テデザシよ五:、山ι'fアカデミ一会H.ウブサラ k'芋{'，t}教J吃j
{'，日|片手博 1:(コドー成 71f-(1995) l}j 1711 !lN¥l.J 

クリスチャン・シュトレッファ -l¥:(医学放射線ノ1:.物学行)

(ドイツ述判;;1.;-I'11Iftlエッセン大学教t1:)

4ノ!?子 L''/:防 1:(、l'-hX:7 11今(1995) 12 J j 12 Illli'I 日)
ロパート・川イロン・ノfード氏(化'γ:L'}:お)

(米IftlfI.;;:アカデミ一会 H. ウイスコンシン大，}:パイラス{'， )}~i.j'主)
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咽京都大学国際交流会館

1.沿革

lIiHII52年 (1977:ド) 7) J， llil際交流会;117の発足とともに，/riJ宏氏会において本

学:のみならず， 心(日I;J{J， i:iH'iリム. ゴ ~r叫んに J リ í{l:する IEIIì".)(''f:. 文丈.1自川山'íl川|口~1符土守fげ/及止び立丈;化lけj'の

}刈f何i糖機問を"品1山心れる外11μ川l巨1<1サ|人{引州1)川)1冗J行Af千;.J及えび外lμ川E司l人ttlr1

建E投没ii計計t司汁11一1ド州山刈h判iについて十杉倹t食!li吋、ナIさiL7たtど:1:あ利仙ihM仙tJ山';~洪占， lI{j千IIS5{!'-)主 ( 1 91l(l .1j'. ) 及びIli)56年!主 (1981年)

の予算で，山部diI，.J;(!)(1111i!，i (修学院)の本学JIJ地に，鉄筋コンクリート造 51府也，

延J;.j，:J(li杭G，日()()Ill' HL恨のJ;(nJ;太子:1'，IPf，'i交ulL~~[!nの佳品が認められた。
その後， 1'( Lに ~L 1:(って|刻H:1';ーにより ill，i!.t坪l地のJr'i).ill)片付:1';ーへの|司際交流会館に

刈する J~!併を作る努ノJが続けられ， II(刊1156ij'. (19H 1年) 4 J1起 l式のうさ1i，l'i)1ド5
月杭1.の;'oj!びとな 1)，1I{!f1157 {ド (1982:ド) ;) J]ぅヒ成し， j，iJlf8JJ7U に丈古1;火山を

迎え|昇段nの」にリt~カfノj汁 Jーされたい

しかしその{え米日する外[1<1人iiJf'先.f';'Jえび外国人ftiJjtリ|は，年々 !N))11の -J主を

辿1)，'~，;学における党人れも，212t に ，W:k し. これに1-'1'.い，こうしたiiJf冗おー・ 171学生

の出合fHJ!1出をWiiたし.かつ，'lj_'jιしたiiIf究・勉学のできるf!;'lNi:を盤i市iすることが緊
斐な 11県日uとなった} このためいl際交流会館fEH会において第:の凶|際交流会館の也

11~~jli山|が愉 lばされ，結果， 本山I;J山I.{附|人jから削れた'YdiJ也1.>(HIfJ!、lで'jiW先・勉'}する

外|到人/i}f究mえび外1"1人十i{';::， 1の1'1i'(I~ を Ixl るため， lI{j利61:1'-1主(1986年)JえびIli)62

年度(1987年)の j主計で 'j:;台j也l<tlW、jに|持J点するJljJ也に，鉄筋コンクリート 4附

is，延Jぷ1(liWI.'!62m'別問の以持1;}('t 1&:1際交流会fiI(. j': if，'分自白のiιi立がntめられたl

'j-:iti分館は， lIij利(I1 :ド (198GIf) 3)j治 l入 I'i)年IU月完成し， lI{j干116211'(1987年)

l J] ]()ll. 総長はじめ I~J係行川 Jr!tJ: のもとにi1H館の式典が本lJ された。

これら:つのllilP祭支流会fii:の施l立の概裂は.;J(のとおりであるけ

施 tl'£ L ';j'-、

修テ:lLL 本自n 1tJI';t fi JJJ 
IShugakuin lull・rna.
lwn江IH川 ISl') W{'-;::'I.JJJ 

家法'_.l'‘〈 j壬品，:<十 iji..J;{京 ~r~~ 1;'1 

11 づっ :i門t 
..・".ーー・.凶.守 133 

111 4日

自 13 
一・ ι a ーーーーーー・・ーーー 211 

宇治分自ii1 itJ!究fi'川
(liji Inll'rnalional 1 
Hou同) 計十?'UIJ 6 6 13 

!iJf究fi'川 32 26 70 
ーー-ーーーー'ーー

も刊 11 27 51 89 
)
 

(
、「Jl
 

* JUn施設として，修'/:I完本u1'iには，会議本. I':(li' i シ;z，;淡 J1li本，利ド~~，ロビー，シャワ -q，

iVIil"乞自炊ーとがあり，ヂdiうj-niitこは，談話コーナー， iJt iM'~~-~:I~ーがある!
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2.運営と現状

!liJ!:~~交流会[!Îiill，泣に光、'1.t)， !Ii!!;~~交流を t! ~.~は l司際交流会館のAI) 万に I~Jする N~

1(Jljl 念の'高片品 ~1: をわうと Jt に， lIiH'1156:1' (1州 I1 ，こ D 小を~! 2~ を l12附し，会館の1'~~;

.f'~.ì~'E~'の!日本策について総，i;t した L 十~!I l"Jのがi*に恭づき， JJUI:， !t.11際交流会館は F

d~のように i岳ii~~ されてし、る

(1)会館の{I:Ij}j 

会館は， iji.なる外[五l人のためのiHil'l施，;止としてではなく.これをql心としてl川fi:

JT.人;うど関係}';.f:えぴ、I↑i!(の二三名ーが付1tf.交流を行う場としてi市mされるよう配慮する
(::J :;"~n自の:r-i: J型jI't~・ *Jl織

総長が館長となり， II({和57年 (1982年)にE没附された!E!際交流会館121i会が管J'Ij!

i逗 "i;~・の j:. 安を審議し，実務は庶務部[五l際交流ぷがその任に当たるに

(3)会館主事

総長が本学教l隊員の中から主主iを任命する心 i七-:~オ事}ドL は， 会館JででぐC引、"J ，'片:-1付I:{打3T;f. と起J，凶，~.を 1共モに

しなカが、らハウスアドノ川、イザザ‘一として J，凶I凶~'f住i七:.(行3t?if- の 1 1=.ゴ;，

IU矧唱明角解手をj深宋めるための各干傾草f千行..]')宇宇等に参l凶州由叫iするυ

なお，修学院本館には主 sドに加えて， 主'f，・を助けて椅今の相談に)，~;じる t事補佐

/fl.. びJ"';'ít.}';- の I抑制自lの符}'ll，相談に応じるため医療主事が配 Ilt~l~ されている}

(4) 人J，';'JUJ問

外国人fd学生に関しては，在学生数が900:(，を也え，これらのうちの人I，~'{有明r;.
放と会館の収作凶本数との弟が相iめて大きい実状に鑑み，会館人!討に勺たっては.

米1Iが初めての学生が日本での生日にIi!W必するためのオリエンテーションの場とし

て利用することとし人I";-WJ問は l年として延長を認めないこととした。他jj，研

究}';.の人同に閲しては 1か月以上 1年以内を原則としている。

(5) 人凶選考

外ドl人fdf子:/1::に閑し，国賛同学生と私費向学生は原則としてjIiJじ1)立し、とし，人1，';'

}';.は国際交流会館連絡小委員会で選考されるが， [口j一国籍の官学生の人凶数は，原

則として弘J学!と用F;;;'室の10分の lの数を超えないこととしている。

(6)会館規程等

会館規程， I叶使用細則及び入出手続きその他の会館利用案内については，人!片手

引を作成し，人J"';'者に配布している。

修学院本館の会館業務は，昭和57年(1982) 9月から開始し， ['iJ年10月初旬には

約30か国，総数約100名が会館で生活することとなった。また，宇治分館の会館業

務は，昭和62年(1987) 1月から開始し，同年2月には全居室数の約半数の入出と

なった。これを契機として.会館は国際交流の場として活用され，修学院本館の談
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話京 ('j勺(i分自n-cはロビー)は)片付:{iが1:1[!¥Iを制介するJ易として， また，会館iI人jで
は会館i1i，J.iJ.1{(f 1のボランティアのJ日時による 111-，主化， 45 に 41;ι 茶道の li)fil~の jþ)j

として利 11J されている ~)j， *ランテイアのり怠による 11本:市及びH本料Jlftのi品

'Fl.示物のキ'ii.J(t. パザー.I!!f料 JI!!~: '.~もれわれており.これらの長年にわたるボ

ランティア iriifiJJ に~，J し， 、|仁成 7i~:~ (1 9~) :i ) 日付. 館i以毛 1崎4総とf長と)カか、ら↑f例I怖同占1;1人9~名ノ/， 7及えぴび、 3

I卜‘J引I
l仏同JA冴;];辺11 千作dJ~~ιJf?;「-との lい川巨司州引11日|ド附;町η1r? イ公記 i流j紅~Oω)'jだ:もあカがiつている } 

これらの.:n;， I~ ~f)J を ff 此し助成する |J14 に川辺となるのはl!j 政 I t"ti での l付 '~If:'I"I:である

が，これの1flHl の.lJ}J としてい 11際交流を li;?の党，;j~ により..l;t郡大学[EI際公流会館

後民会"を初給~L. --j，:''t.{!zJIr，x [1 (~会 H としての人会を11diriすることになった. JJL{I: 

ではその会[1紋も(iOOれを 1出え，このム:j去により件wのfii:し. II央勺.1?などカ行己l!JJi'1せ
に合i山j 'j~自白さ üて L 、ゐ さらにlI(j干1161111主(19ぷ(j)から.~;(有lík'jq-&援会のU)J t& も

'jUJL L. ~ j・'fi'，j'''ftii 0) 11日fii:.l:: fì! せて‘Jf~tの1)'1'内も .II?I~ 光'だしたものとなるよう rll [Ihj • 

実施されている

また. 1同|際交流丘町l を 11'心とした川ー到については1I(1+II :i~ fr~ (1 9i-i3)から FlJfiの“I!¥I

際交i危会館二ユース"がm {t: 九í}:i~ りとなり. ']:1人l外のIYJ係{iーに配布されている、
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別表1 外国人研究者年度別受入数(過去5年間)

よそT外国人教員 外国人 外国人 外国人 招へい外 外国人共 外国人受 計(講師以上) 教師 講師 研究員 国入学者 同研究者 託研修員

平成4年
6 12 21 65 

(14) (2) 
23 
(16) 

(1992) 268 167 562 

平成5年
7 12 25 69 

(14) (2) 
25 
(16) 

(1993) 262 215 615 

平成6年
11 11 38 63 

(11) (3) 
20 
(14) 

(1994) 203 241 587 

平成7年
12 10 38 78 

(8) (2) 
19 
(10) 

(1995) 269 265 691 

平成8年
13 10 41 83 

(7) (2) 
15 
(9) 

(1996) 294 239 695 

(注) ( )は京都大学後援会助成金による受入れ者数で，内数。

別表2 海外派遣制度別渡航件数

ぶ「一一一三一三
昭和田年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年
(1987) (1992) (1993) (1994) (1995) 

1.文 部 省 事 業 177 341 382 497 593 

(1) 在 外 研 噴JLo宝 員 27 38 50 39 98 
(2) 国際研究集会派遣研究員 32 36 49 37 44 
(3) 科学研究費補助金による派遣 103 250 260 416 421 
(4) その他事業による派遣 15 17 23 5 30 

2.その他政府関係の派遣 200 173 207 197 222 

(1)文部省以外の省庁 3 6 8 3 7 
(2) 日 本 学 術 会 議 l 2 1 3 4 
(3) 日 本 学 術 振 興 Z4』三 136 130 137 127 157 
(4) 国 際 協 カ 事 業 団 50 30 53 43 
(5) 国 際 交 流 基 金 5 4 7 。
(6) そ の 他 5 1 1 21 2 

3 .その他国内の資金による派遣 564 989 980 988 1，083 I 

(1)京 都 大 学 後 援 £Z2為5 32 29 34 47 31 
(2) そ の 他 532 960 946 941 1，052 

4.外国政府等受入れ側支弁による渡航 327 200 241 309 292 

5.私 費 よ る 渡 航 712 543 605 519 776 

~ 計 1.980 2，246 2，415 2，510 2.966 

(注)教員のみを対象とし，かつ私事渡航は除〈。

3-(2)の「その他」は，委任経理金，公益法人その他の公共的機関等によるもの。

昭和62年は.年度内出発者のみで，平成4年以降は，前年度からの継続者を含む。



国際交流 733 

別表3 留学生地域別分布

京都大学 (968人) 全国 (53.847人)

(平成8年(1996)5月1日現在) (平成7年(1995)5月1日現在)

アジ749目212人(91.4%)

アジア 771人(79.6%)
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別表4 部局別留学生数(過去5年間) (各年度5月1日現在)

話;-----之土 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年
(1992) (1993) (1994) (1995) (1996) 

総合人間学部 14 14 22 19 

文 学 部 77 68 61 72 73 

教 育 学 部 17 13 16 19 22 

法 学 部 47 50 54 60 56 

経 1斉 学 部 97 114 114 139 158 

理 学 部 53 59 59 59 62 

医 学 部 66 64 69 73 75 

薬 ，寸時・ 部 15 19 19 16 12 

工 学 部 239 299 254 245 265 

農 学 部 108 124 124 118 124 

教 養 告E 20 

人間・環境学研究科 3 12 25 30 38 

エネルギー科学研究科 4 

化 学 研 。~ 所 4 6 5 2 4 

人文科学研究所 6 7 6 8 4 

胸部疾患研究所 3 4 3 3 。
原子エネルギー研究所 2 3 。 。
木質科学研究所 3 4 2 。 1 

食糧科学研究所 5 I 2 。 2 

防 災 研 究 所 6 4 2 3 2 

基礎物理学研究所 。 。 。 1 l 

ウイルス研究所 2 l 。 。 3 

経 I斉 研 究 所 7 13 8 3 5 

数理解析研究所 。 。 2 1 l 

原子炉実験所 l 2 。 。 。
霊長類研究所 。 2 2 。 。
東南アジア研究センター l 1 。 2 1 

放射線生物研究センター 1 l 2 I 。
生体医療工学研究センター 。 1 2 1 2 

超高層電波研究センタ戸 。 l 。 。
環境保全センター l 。 。 。
留学生センター 24 47 46 43 34 

合 言十 808 935 892 921 968 
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8章学術情報ネットワーク機構

学術情報ネットワーク機構は，研究・教育に欠かせない基盤(インフラ)である

マルチメディアネットワークを京都大学全体に建設し，維持，管理，改善すること

を任務とする組織である。

昭和62年 (1987) 4月，「京都大学統合情報通信システム (KUINS:Kyoto Uni-

versity Integrated information Network System)建設本部」が大型計算機センターを

母体として開設され，第一期計画の建設が開始された。 KUINSの目的は，本学構

成員のすべてに対して，研究・教育・事務活動における情報資源の相互利用・統合

的処理を行うための基盤となる学内ネットワークを整備すると共に，学術情報ネッ

トワークを中心とする全国網にも接続することであった。

この計画に沿って，吉田・宇治・熊取・犬山その他のキャンパス内それぞれにお

いて，基幹 LAN(Local Area Network)の整備，ディジタル交換機，キャンパス聞

を専用回線で接続するためパケット交換機などの整備が鋭意進められた。平成2年

(1990) 3月末に第一期計画は完了し， KUINSに接続された大型・中型コンピュー

タ，ワークステーション，パソコンなどは，キャンパス間相互だけでなく，学術情

報ネットワークを介して全国の学術研究機関のコンピュータなどとの接続が可能と

なった。その結果，遠隔端末からの接続，ファイル転送，電子メール・ネットニュ

ース・ファクシミリメールの送受信，各種データペースのオンライン検索などが利

用可能となり，研究・教育・事務における情報システム化に貢献している。

KUINS第一期計画の完成を受けて，統合情報通信システム建設本部はその所期

の目的を達成し，平成2年 (1990) 3月末に解散した。しかし，大学における複雑

な学術情報ネットワークを維持・管理・拡充させるため，同年4月に「京都大学学

術情報ネットワーク機構」が発足した。この機構は，研究開発部門と事務部門に分

かれ，研究開発部門は，データベース担当，ネットワーク担当，学術資料情報担当

の三担当から成っている。

データベース担当の主な範囲はつぎのとおりである。

(1)研究者の持つ学術情報のデータベース化に関する技術的援助・助言，

(2)圏内外の商用データベース等の利用に関する仲介・相談など，

(3)各種データベースの共通アクセス方式及び統合的利用方式の開発，

(4)オブジェクト指向データベース，マルチメディアデータベースなどの新しい

データベース方式の研究開発。

ネットワーク担当の主な範囲はつぎのとおりである。
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(1) 1\l.'1 N:; システムの*.~;.体系の幣 fJiH，サフ LλNの桧f，m，こl見lする伝助・ LI})， i， 

(~) ()引， 1 日 DN に，(，j する~.J/'~< [IZJI竹.[Ii J 外1:t:<<:'/~ の今{去の民 [::1: ニ~，j する j，jlι

(:l) i':，'j.i生・~.\必iよデーす J凶いの J七めの技術(J}0 十ð!d ，J とiJII冗[JfJ ~t ， 

(4)マルチメディアi副"にWlするtH[リ[J日発

d・;::仲j資料↑，'jNHI!、liの i:.な純|件|はつぎのとおりである l

(1 ! 全[Ii[[':([ i1i fiÎi 不 F トリーケの i ，~I[ J)jAの十九 iJ ，

(~) :J:H:ru判'[，'j.~[(， ゲ L イリテラチャのキIl織化に閃寸るトif~d'.j". 

(;))[::(Ii';資料十ltj判tυ)，白i:Jぐh'rj[{険法;)j一点， クロスレファレンスん式のjt)l'先[JiHt， ~'i 

R111 fJ1!?による自111なデータベースアクセス }j式のii}f党iJij拾，

(41 "伝子「足Iiti fi'fiシステムのM究[jfJ'It， 
ん :Ji 務 i\l~ 門は，

(1 )'h'jW.iillf，¥'システムの総{tii[i1iJiとfIf.iι 

(~I '[，刊[tiillf，:;に I~J するユーザの:在、 11 ，十Ilr淡に士、l するll}J， j'や"Ir¥JH，干Ij川状川の肥料

(3)'h';W.i且f，l に|対する保守1~j・ f4! と j主FtJ

し1)'[1け'[ii山f，lに!日lする作1え.広ド[(

なとを111.、ljする

、['-1戊 5f['.1主flllli':F切により， Kll[N:; U) J，!~件ループ L:\N を 11J:')1占・光xさせた IJ、
付ループ L¥Nで十111[:+主枕されるサブ LANに. イーサネゾト((ょ;)毛J山主lO:-'liJpメ)
にJJIIえて，ドDD[ (レ、 i五 j虫 l主lOO f\ lbps) も"Jíì~ とし， '!t'jWqiム ;n 出の~いñn内の J凶1.;ベJ

多くの利Ij1 f'iからアクセスされるコンビュークへのj凶れにItll、られている また，

すべてのサ 7 LAN にルータが1~2: !i"1': され，サブネソト化を );:J}~ した!これによ i) ， 

別慌の大きな，I(HJ地[><♂のIIU止さを絞干11するとともに， 1均一 ';i_~:の波及をできる IJ~ 1)サツ

L¥NにIIめることができた しかし， -t安枕されるコシピュータやパソコシは，/~'.;'~JI

にJW加IL，、ドIJ!(:9 1['. :3 } 1 ぶにはす、ょtでが:;R T'T，'になっている}
、1'-1点iIj二litの拘111E)三li-c :¥ n，[ (JI'[rij !tJl 'Ii!;;ti }jJ¥:) 交J奥微から情1&される;出向i虫
ネソトワークを構築した 動1，I'i(~(や l映像なとソ也尚述j心Íi\の必!泣~'ItがIVl 大するなか

コシビュータやワークステーショシでI1数十 !¥[bpsf't'皮の i国じが日Jlì~な l 同ド:~.~ t1~~ ~'V:; 0) 

j副;t }j" J¥として :¥T1¥[は休めてイi効である。今後のliJf究・教育に不可欠な'[，';Niコン

セントになると考え，ザiとごのii)f';'E'.ぶから 100メートル以内に ATMハブスイゾチか

あるようにa0:-;j'fされている J さらに， liJf'l'Eラ}Wi' tlH の Ih~)Jは多様になってきているの

で， どのような相手とも白山に般続され，かつ [r当J虫↑午がftiなわれないように.交

換機をlヰ:fi'，~t~~ 的に憎成している心また，接続料開に冗長十!を持たせて;昆f!術rLj のノ、

イパスや M(I;~i'・作iE などに土、Jf(&できるようになっており， まさにインフラとして終

怖されている υ ーブ'j， 第 'Wlの LANの後継投備として機能させることも今後検rH
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9 ~f官学生生j舌

I 学生部

';ソI'.i"iliのIf五山はlりJiti37:r11 904 ) 9 JJの'干ソ1:.li~:ì のl立Iit'，':にJ遡ることができる J その

fえ傾々の変jきを粁て1-(''/・が初iililJI::}: として j~~'it)ι して川もないII{j干112-1{ド(1949) 
~)jに.はほ今 11 のザソ I'. ì'í lí の ll;〔司~が整うにポったけ，γリ|自lí の!リ í:ì\~\U告を的 ìjí に 't::t"J

すると以卜のようになる、

1:-:うどには，その，i1ifi:fl的である教育.{i}i究を11¥-tNI[っているザ:iili，liJf"!'e H， {jJI先

!リr，セシターなどの作品同があるが，学'Uiliは.これら各自i}J"jとi主総・，u，¥J't~をしな

がら，行 M~j"j の業務n外の全学:に共通した学J主の f，: 'PLir~ にかかわる í;(!J点を jll 、 li し

てし hる!

?ソ1'，;';Iiと学'1ーとのかかわりは， まず人.，うザI 日ぷAω耳食についての I業S ，f.務先カか、ら ~f始f白ì:ま主る iけi そして.

人，、1下i

H川，iliι可'-，イぶ;ド{や4身H本判|附部:古i;:γγ}:ソ'1'，fI十付lI，i:~淡走可引:なとと i述主剖J篤を l'川1刈:<1 1り) Iな2土:カがfら， HI.淡にJ，[:;‘じ. これを蛇J1)j一寸る

ために九傾のN，';利 .J'/ソ1:.fltl特定務をわっている υ }j， "?'L 1J ij'~ ì:的に Jr~ りキ11 L' ，，~~ 

外i，fj動に付してもl'iJ様の業務をuうとliiJIISに， ill物IIlift'i延約.t3‘000、|ぇJJメート J'-'(こ
及ぶ件付のJjI1i，没(学:'1:.';も・li'i3rt ft.;:;~ ・購 1'i;';:f， (委，i(l，体育館等の体育関係施111

7ソLサークル'子， 111の家 iIlJの家など)をf耐え.令学の利JIlにfltしている ο

また， .fJUJJ:lカ問972人の外[1i1人117cyソ1'.を迎えており.fz十7ソトのためのいろいろ
のサービス業務を行っている J

H卜ーのように.乍:'j:_iiliの業務が， jI'{j主，学生の'j:_irfj):えび勉'手卜ーに~;[;判:を及ほすた

め， 教Tf的な同cl.lI:i:も必要であることから， 本学では竿ソ1:ii'liのkには. 教十托2カが王此f任モす
ゐことになつてお lり)， 正刻l見tυUIι1:，大，λう?学~/芋?戸1た:1院:ち涜;記:農 t学学干芋~f州I泊計Jf究利科a教1'1乏山自詰山れ;1日;.:';咋:礼l(. 山崎lむ，~i 1附I{川{日iが"九‘〉下J

と下生の補j且に閲する'Jl.j瓦を1弘法処理する機関として各千:{í:l~ 及び人間・邸Jt~";::fiJf

党H，エネルギ一手、V/:研究科の教r¥で構成する学'1'.i';:li委t1会が[i"，':かれている



川職 l! . . . . .. ~刊の1'/'1 ， ~l1P停に j，f，る 1端的 7 九H
IιのI，l/tllj的事Jl'[i:I'<1すること

川腕 H......~ J・ 't:.O)I;~!外体11'に係る 'ji務U)oj九1¥
") "どの 1り1"]I'I(rl[JT!1こi"'lすること

務 m‘……..'}:'I:. ï'í'l~ の)1'1 妨
，¥1 1JI‘H ・H ・-・・i/:~I:. (j'l;の会川

'?'I:.r))J*外教員，I}.びu県外牧長施ρ止に
1'，1すること
テソ 1.:U) ，;4l外体10えびciJ~~外体育胞ぷに
代lすること
'}・ 'LU)I.Jj休・ 1長会 '1M ，!、に t~1 ーするニと
， '/:'1の健康明jlli
j '{:'I'， U)教育制究災'g傷 il{ 保険及び~;(1"1 肌 l!・・ l i制;}~'I''t '1'.1l!!tli保険制I.{i-にI'JH-るこ
1 レ

り 1"1 ij~ U...... ~ '，ec~の就職に I~I オる総1， [j ・連絡調整
I 'F.;，fj協1"1軸l{j問係h'fu~.!.t 0) 1'[ ~q!. 
r ;~;/:'I のJ品 1時. ~~~，動(付、マ:・ ~rjll'~W";;:
l等)1"1 ijr1l: li ...... ~ノi挺'/~~、 (](!I:I ト111t: ~n のてたj.J.出 i世柄

l 従業料の削除.j同f，人'}・4↓の免除.1"1職 ll......j 
I i'¥(YJIHj.1金

l，li. IIIJ 職 H …・ .....tJI:.'，~1(i 子?の告別法判

I/j!:やのf'/'I'，'I[{'告に係る余l山，.ウ1京fえ

りFト企附l壮卜 jび辿絡調終
1 ;/"1アルバイト jえび卜'，(;の0i/j;i
1学'i'.'U円の剣先統計
l人マ行J世t左心I去の己主it'{;に係る乱、llllil}.咋 1"1J限 H......j
1び¥1.~土
I iti f-，ì!.tr機による ~H.事事務処í'Hのた
|めの合凶i:;:，主&.ぴ述絡調整

トり |“l戦 lト…・・{'jlt r，nn機による教務事務処J:'Hのた
|めのンステムの閉経、jllilllJ.えぴ維持
l包:'.('I(

品卜……人"f':行選抜事務の総折・連絡制幣
f大'''j:人，"¥七ンターぷ験'支胎l
l 教務IUI係の制作・統計H卜・{l人'1・進学・1-1:う!:.等の学!生の身分、身
1ft，:陣j可''(:'j相談有ご

民….~官'f'川交流その他のfl1''f:~t 関係事務
1に係る官、酬i&.び.tr.J1f
IH本d!?及び日本文化.H本事前教育・
jH 本，lltJ':.備教育に I~Iすること

|“l戦 H......{ 
)留学't.を対象とする試験に閲するこ
1と

l短期間学プログラムの実施&.び担lIt/lr'l職 H......j 
l'留学牛の'立:人&.び派i立に閲すること
f外国人間乍咋の受入れ及び指導.UJJ 

第 TIIγ生控ト....j円l外同人俗学生に係る各種委討会及び
l留学'1に閲する調脊統計・銀行
I外閑人留学牛の奨学金・街合・ドヘ療-
I j~険・アルバイトに附すること

第7fgγ':'1ぷト { l外国人留学中に係る地域との交流''1+
1業

I外国人f古学生に係る地域との交流事
|業

第:留'戸牛掛…・・{外国人留学牛の実地見学
|帰国外国人留学中のア77ーケ7
1学中の外["'J留学
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学生部の機構と業務E 

品|ω

7・'1:.i';'I;長一一一'JFトi:f，:j、h

シ・学生怨話宗一一ー佑l人相談，就学・進路指導
学中高1;委員会一学中の補導に関する事mを協議.処縛
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回入学試験

1('、f・ぴ)'f:;".'1;人''/リ|二につL、ての人''/:， is\，~~~に r'fJ する主務は. fキ'下i;l;'ji筋三ごと''j:'J:.ii:l;人

"A ，;~~'C f Jっていゐ また， )-，:''/:1;'，;:(1)人']:，iA.!~従業務は， (十'/:(í:l~ιj i j存不カサ11、liしている
: 人"戸凡s式んt，深カが:サ11日|、片斤-す宇る 1来ミ{務奇(はiムつはlい"1仏企公三刊F伝Jム、、凸u大(''/:訓:1にニj共1.;)泊凶する，γ.，白川出lリボlじ;人，、予i戸之に必j安泣な大';:

人I戸式tセシヤ一"ぷ』式式思央とイ本tぐ';:、
|い川lリJd'什「汁Jにf行lわれるように'令，下の人ん"山式1業Eυ4傍奇の*税総:託浴t:オ，j/i，辿主任 l胡 ~l~ を fJ:うものである また.
もう .~)は人ザ:伎のう:ソ1:.の身分県動など教務I '!oJ 係についての総}，r，(1<)業務にl引するも

の℃ある、

1 I大ザ:人以センタ-，iA.!験(人.lJ¥，i理教lI'f.ll)

太子:人 .;A セシタ-，;A!\-í1の 'X施に r~J し之|減案内の火卜J.試験場ーの f立主なと，)~胞令

般にわたる l符をIi -)ている

~ )第:2;大手:}J，;A験(人，決"県人.:Af.Pト)
{-:'干のft'}2 ;欠"t) ) ，lA!\~1 は， {γ?i刊のiEめるところにより， 俗学j'~:l~の úH におし、て

'j~ 胞することとしてし、る υ 今噌 jj・令γ:的に共通してシじめ，ゴミ泊されるべきボ瓜につ

いては， ~Ii;I;Ii\J の j主総前H'，~を 1':(1 1 ) ，これを ;J~jιする このようにして;Jじむされたj'!!i

J友JiiL'H施lzflー・科11，実施[1Wなどの内科は.本学の「人う::{i}i!iJ).<: 'htJUJ (7 

JJぱ!I・「必集梨JfiJ (l~ 月曜{) として公夫している、なお，このtI}jl、介わせや交付

1111ぶには i:として各学i'il;の教的拡|カi'}，j止、している、

3) )望 J友)jiJ、の &fiJ1正Mf究'~'; (人口A，:県'HI"Jl蹴tl) 

本7・によりふさわしい人，;A)jìJ、の~J:i'らのため，uflを11)(集し多fよな)'i!iJu)jI)、など

につし γζ，if，¥J合fjiJf究をしている J また， {-:よ;::の':1験1';について.その総数.人'}:;，Ei!

にけする 1庁本 I~怖(í数，その他を桧開・公Jえしているパ

4 )教務WJi系'H符(入試，深教務掛)

''f: ì\l~ ・大学院';:・ 'Lの'芋織の，l l.(iJ と入学.人;へ業 J且ザ:なとの身分 )ft~動を Y込用し.そ

の{也教務事務について， ?千'手自1;111Jのi主総J!t.J整を行っている J

5 ) 救i務考 1字~f務若1屯正t釘j:( 人ω品t.i深果恥"ザ存削、)与制1与引共μ|

4本4ぶJ学f:の救1;:務，骨&'1吋吋f発I屯江1鈴算1字:化を|ド川Iリf打1滑i冶滑に抑i進ιするための余耐w凶州d山州Ijし' 江案， 謝?佐量許'6l及えぴび、効2千字杓1リ(的'1ηl内ワなシ
ステiム、の|口間)H別;日l発， j¥s用，維持管;理に閲することを行っている。

N 学生生活

4本伏:，:/う)下i

{ι!ピ約 13.750 人の学生が， 10学部に在籍しており，!B身都道府県 (11'，身両校J~í'{1一地)

は，北は北海道から Iおは沖縄県まで，~都道府県から入学者があ 1) ，これを令Ij'18
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地l互に[瓦分して{千今の地1><のn¥.t_{fiりIjにみると j止f.iU也1><のII'，-ufiが54%と披も
多く，次にq，i\I~ .li1!. 1 ベ 1:3% ， IUJr，!U也I><:I1 %の111((となり，この:3J也lバのII'，-ufi'でJ;(大イ1:

籍者の78%をしめているいちなみに， J;( ffl;J{.j 1、の尚校11¥4' fiは10%である{

京大'1: のー 1;'YJI'i'~な '1 i' ，~ :1)\;1[. については，マリI:， iíl~ がlIí1 和 ~ö{ドレj、 1;手'-;tソ 1:，'1-: i~ ，十j:1L~rJJN

資を尖施しており， 、1;'Jぷ7(t'， 1交の l制作品山県に)，l~づく州HI作は Jたのとおりである}

家庭は父1:):，比仇adjljA、l人の 4人家的、が多く iド11，( (‘ 1; .t~J 111'[)は約1，17υhI'L

職業はサラリーマシが80%、{dlifiの約71%がト'ii'l1tぃ-c，家Itr:からの{I:jb1) IH~) 
10万 1 1 1 。本/f:を q，心に約~ klll 0)純jllll人jに1i・み， i'íl~h;: はマンショシ H;~λ~I;';-C'、 8 ，'，'::11\] け

i'i'ljl誌には，ラジカセ，じ[)プレーヤー， i~ì IJ切， 1しテレビ.炊創f~ ~;'f ， クーラー Iι前

などを1Jiiì えている υ 逆転免，i'I'， fll を!リ í f.l・しており j凶♂?は I~ ~'!、 'j' かパイ夕、3 そして.

50%のうf・4二が定HlJ的 l ニ 1 1)~I Jア)j"ノ、イトをfil¥，75%;止くがMらかのクラブ・サーク

ルに加入している

1 .経済生活

1 )托業平|免除と徴収納(-・ jf納 (1ソソ1:"深咋l"jJ紋L!J

事官i庁的なJ1tllllベ， l!TtlJK'，んなどによる ì)~i)しその他〉じめられた!!JJla~ までにi':t1if'1の納

付がl付制i であるれは.家，iI ιjf'l ， 'i ベペJ・~":;成松をú :fl として j望号のうえ， 1'IXHが免除

又はその徴収がlliif .分半1)1される巾JJ主がある

2 )焚学:4;: (I'JUI:"i~l '，1，( I"Jlli¥U 1) 

学業I&:Mlゃ人物が催れ，かっj'il!阪であって，キfiyT的に11、|窮している fiには j古老

のうえ.焚~7:会がH/j，;J_ は五日りされる :!ìljI支がある υ

i';i '[: ， :~lで 11'X. 1) ぬっている'ルγ:~;: には， LJ、卜にポすように 11本ft!Jt会，地Jj公JI，卜1'1
体によるもののほか多くのi己I/lJf{b~ 卜j'l{十;の ;~~/，/: ~r:がある

ア u 4ÇTn~会焚学公
日本1t/)t会党学金は:tw，利Jri't'jの第・将. イj和Jh'f'jーの第.樟があり，うよ:l}l~マソL
1えび''{I多一l:r深f工学'1:，に， 第 '11ft. ul :Ht， 1ド凶I守!i:t上:(後w加jυ) ，μl引
勺-される。

〈貸ワ }J街(， HlJ l i\J!:えび~~と鉱1J

平成 9 年度'1::日 I~ ・)，:刊:j己修I:，i単位人'y:J号、i主びに大学院 l専 J: (/刻。J)μ県松正予・入

学及び"~~ð入学-fí の焚学金の l't/j，J J釘LHJJ IlU Jえび私立制は，次夫のとおりである υ
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U?ベ竺?
i't1j.ll M! 

1-'t/jWJIiIl (日J;)!の A~ 生v修業則H\J l 1'1' Ij総主n
~fì 知l 終期l

1'1 l川神 " 
I I~に・l 11'1 

'/ 苛3
自七 .i!!i，/ 1. 11). ()()() 9.7 13.3 1 .~O() 

N¥ ;~~ γ'1 
自'む外i位;:r. 46可り()u 9.7 13.3 2.070 

ソ々'、J N( ，~~ ;;:・ '1一
自t七i並';:r，.・ 40.000 9.7 13.3 1.800 

自七外.i!li学.fi 46，000 日.7 13.3 2.07υ 

大 修卜『深f'I'，児，}'1' 
'々A、J f重 83，000 ~.4 11.3 1，992 

'( チ~、J H ~3 ， OllO 9.4 11.3 l‘992 

|事 ((乏 Wll 減収焚小 '1'. 115，000 9..1 12.3 ー1，110

(i i:i 1欠'?;li;'['，ペヅ・/i}f究f:)l.i、本}<O)1'fIj;I:ヰWJ・1't1j総fu'[に:24かIj分('・?i'引;)・ 12月うj'iji)f究
H.) カ 'ïlll 的I:~Ü る l

イ その他の奨学金

1I 本育英会奨学金以外に，厚生課で取りJ放っている奨学金には，次のものがあるu
〈地)j公共同体の奨学金> (判反 9年4月 1日現自)

壬1 JII 県 大 1;反 J{母 |判 111 11L 鳥 tu 県l
111 口 ulL 愛 ~:五 !川日、 福 I刈 民L j.{ lR 

l{ 自主 l!1!( fi:J)号" 山む 県 鹿 ~t~. Eる l川tl.、 十L 中足 けi

千ー iおL ~II '[;，，' ・.， rti 鮎 fE 111 

iJト ~， I打 I己 jltj 市 東 大 IU けi Jヒ 九 ナト|

111 )11 けi 111中日r(fi JII L'itl 塁手 i毎IUj'(K崎県) 11f松田r(IJIJ: 児島県)

<l(問育英同体の奨学金〉 ("ni瓦91f4JJl日J見紅)

あしなが育英会 石井記念証券研究振興!!jj.11 伊藤謝思育英H1'[.tj JI 上育英会

浦上育英会 小!日〔白梅育英基金 f1 !芯育英会 倖山奨学 H;j'1・tl

北;華宵 E人H 主A主 木下記念事業 l寸l加藤育英会 神崎製紙育英資金

木村奨学会 楠肇奨学:基金 血l ‘}と ノエ、、 交通遺児育英会

i鳴池奨学財団 小森記念 ntt，tj 実古奨学会 昭和教育振興財問

昭和報公会 重政教育財団 鈴木奨学会 i主円 器T司「二 4立 ι{: メ入

洗 心育英会 嘗洞宗育英会 竹中 育英会 生日 .'~]. ノ二日』

中 伝育英会 電通育英会 戸Hl 育英会 中村積常会

中山報恩会 南都育英会 商原育英文化事業団 日鉄鉱業奨学会

日本コカコーラポトう-1青葉会 日本証券奨学財団 原菊太郎基金 阪和育英会

馬場育英会 ふくしん育英会 フジクラ育英会 法華倶楽郎四恩育英会
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丸干1I下f 民会 小"しV ι九己、 九Jι〈 一菱j，;ii El II :t~i.!念礎学財川 村!己育英会

森一卜 Tf 央会 手五ド j--f'J奨学会 森主:J，'N占質学作礎学財1刊 111 li{;J 育英会

IlJ Hl ft 央t!十 I.tlI 111 111 育 英 会 I1I卜太郎顕彰育英会 Jj 川 ff 英会

3 )学生援助金(L'/生，i果専門職員)

学生援助金は，病気，ィ、!慮の事故，送金の延才iーなどで， 13、な11¥費を必嬰とする場

合に貸しf・jけをわうものである。この貸付金は，本学関係r，の'/.HJにより行ってい
る。

4 )アルバイト(厚生課厚生企i曲i掛)

厚生企凶i掛で制介するアルバイトは，主に，家庭教師・古くから伝示されている

京都特有の祭礼行事に関わるものに限定して制介している。

ア アルバイトの紹介

家庭教師は，平日の午後2時に求人内科を掲示し.午後2時40分に制介している。

祭礼などは，求人の者[$J主，掲示し募集している。

(祭礼アルバイト〉

いずれも京都ゆかりのわ事に関わるもので，例年次の祭礼の行列目等を来日介して

いる。

今白神社

日古神社

2良質神社

古田神社

イ アルバイト報酬

】条 ~ちζ
フZミ

aS ft 祭

倒Iの白神社

久我神社

祇樹祭

報酬は， );t滋地区学生アルバイト・下街対策協議会の協定料金により，概ね次表

のとおり標準金額が定められている。

職 稜 'W 酬 通 )lJ 

家庭教師 18，000-49、OOQffJ 月額(.i!M1 -3回)

般事務 4，690-6，90WJ 日額

帯主 '17 働 4，910-8，500flJ 日鋲

2.住 居

1 )下 宿(厚生課厚生企画掛)

厚生企画掛で紹介している下宿は，京i草地区学生アルパイト・下宿対策協議会の

協定料金により，概ね4.5畳は16，200円まで， 6畳は21，600円まで， 8畳は25，900

円までのものを扱っている。

斡旋は，厚生企画掛内の「下宿紹介カード」により閲覧・紹介している。
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2)学生寄宿舎(厚生課専門職員)

本学には，吉田寮，熊野寮，女子寮及び室町寮の次の4寮がある。

学生寄宿舎の概要

寄宿
所在地

収容
対象学生 建物構造 居室様式 附属施設 通学時間

舎名 人員

和式8畳一10畳

=ι』3 本学学生 26室 図書室・舎友

田
京都市左京区

147名iii 
木造2階建 ( 2人制) 室・娯楽室・

徒歩約5分
吉田近衛町 ( 3棟) 和式 6畳ー7.5応接室・茶室

寮 畳

( 1人制)

本学学生 鉄筋コンク 洋式30m284室
食堂・談話室

買E 京都市左京区 -図書室・会

住)
リート 4階 (4人制)

聖T 川端通丸太町 422名
建 洋式15m243室

議室・委員会 徒歩約10分l

寮 東入ル
( 3棟) (2人制)

室・音楽室・

卓球室

洋式13m216室
静養室・応接

女
木造モルタ 室・裁縫室・自

子
京都市左京区

35名
本学女子

ル塗2階建
(2人制)

炊室・浴室・談 徒歩約7分
田中関田町 学部学生 i羊式9m23室

寮
( 2棟)

( 1人制)
話室・委員会

室・図書室

和式8畳1室

室 京都市上京区
本学女子 木造2階建

和式6畳6室
談話室・自炊 市バス約20

阿J 室町通鞍馬口 19名
学部学生 (1棟)

和式4畳12室
主{ 分

寮 下ル竹園町 (いずれも 1人

市IJ)

※諸経費

寄宿料月額は，吉田寮・女子寮・室町寮400円，熊野寮700円。

この他，光熱水料として平均月額3.000円程度の納付が必要で，各寮によって異なっている。

3.保健

1 )保健管理センター

保健管理センターは，学校教育法，結核予防法，学校保健法並びに京都大学学生

健康診断規程などに基づいて，学生及び教職員に対して，定期並びに臨時健康診断

を実施している。

2 )保健診療所

保健診療所では，学生及ぴ教職員の傷病診療と健康相談・精神衛生相談を行って
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いる。

3)学生健康保険組合(厚生課厚生企画掛)

昭和25年 (1950) に設立された健康保険組合制度は，学生の健康向上とけがをし

たり，病気にかかったときの経済的援助を目的としている。組合費は， 1年500円

で4年分2，000円(医学部学生は6年分3，000円)を入学時に一括して納入すること

が原則である。この保険は，けが・病気などのため，京大病院，胸部疾患研究所病

院及び京大保健診療所に支払った治療費に対して，補助しており，掛金が安い割に

は払い戻し率か高い。

4 )学生教育研究災害傷害保険(厚生課厚生企画掛)

災害傷害保険制度は， (財)内外学生センターが行っている事業で，学生が正課

の授業中，本学行事中，本学施設内における休憩中，課外活動中，通学中及び学校

施設等相互間の移動中などにおいて，不慮の災害・事故などにより身体に傷害を被

った場合の救済措置として設けられたものである。保険は掛金が安い割に補償額が

高く，平成8年度入学者では65.2%が加入している。

ア 保険料と保険期間

孟沿哩竺 1年間 2年間 3年間 4年間 5年間 6年間

文科系学部 950円 1，700円 2，500円 3，200円

----------理工系学部 1，200円 2，100円 3.050円 3，900円 ~ 5，400円
文科系大学院 950円 1，700円 2，500円

--------
3，900円

--------理工系大学院 1，200円 2，100円 3，050円 3.900円

----------(保険期間は，所定の修業年限にあわせます)

注)文科系学部→総人(文系)，文，教育，j，去，経済の各学部

理工系学部→総人(理系).理，医，薬，工，農の各学部

文科系大学院→文，教育， i:去，経済，人環(文系)の各大学院
理工系大学院→理，医，薬，工，農，人環(理系)，エネ科の各大学院

イ 保険金の種類と金額

担 f呆 範 囲 死亡保険金 後遺障害
医療保険金

保険金

正課中，学校行事中 2，000万円
90万円⑧ 治療日数4日以上が
3，000万円 対象 6千円一30万円

上記以外で学校施設 1，000万円 45万円一 治療日数14日以上が
内にいる間 1，500万円 対象 3万円-30万円

学校施設外で大学に
1，000万円

45万円一 治療回数14日以上が
届け出た課外活動中 1，500万円 対象 3万円一30万円

通学中，施設問移動中 1，000万円
45万円一 治療日数14日以上が
1，500万円 対象 3万円-30万円

入院加算金

1日につき
4，000円

1日につき
4，000円

1日につき
4，000円

1日につき
4，000円
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4.就 職 0'/'[::.深咋/"J可能Hl

就職11!巧専門職封においては，主として学生の就職に関する情報の収集・提供及

び品iJ1t.キた，;/などの事務を行っている。

近年の調資結果では，卒業後の人;学院への進学fiが湖[1自の傾向にある J また，就

職の動向としては.職業日!Jでは事務系への就職:n'のホ、イントが!NJJIIし，技術rl等へ

の就職者のポイントが減少している.' ;'K 1重別では竹ゴ~Ij"サービス業，金融保険業，

その他への就職f'í'のポイントが1~i}JIIし，製造業，運輸j副，;屯勾ガス水道業等への就

l般行のポイントがil，i~ 少している。

なお， '1とj反8年度の卒業後の状ilc等は次表のとおりであるο

卒業伎の状ilc 、|モ1&9 fF :3 Jj Y :r p-，' I‘ド1&~J {J' ;， !l mイ1.)

1並
、，
，-~. 

'J ，~:t 批
叫“"刊

If~~ ，溝ノ|・Mf修 u
J|常勤i隊など

7.S% 

協I~~I'...; .その他

H
 
-、，t
 

)
 

F
L
1
u
 

38.1% 3.日明} 九
j
n
l
)
 
1
 

抗戦f'i職業り!J'I上官!

I'...;it(系J主1知行

0.3')(， 

就職Jl;r~傾別分士:n



づ
/
A
守
づ
/

千
円.1
 
1
 

2
 
1
 

f
 
uyr' 
，
 

5.福利厚生施設(1￥'1:..深専門職民)

福利厚生施1没としては，次衣の施i没があ 1)，その大部分を京都大学生活協H組合

(略称「生協J1I{j干1124年5JJ，没江)に.委託している u

構内日Ij 胞，i!，t 1'1 な 守~ 't 1付 千五

内ご什 1; 七ぷタ{TI~ 1'1 協力以~'l川

本音li

qJ j¥t 勝目 白1;I文!¥ i:Ud， [])l1 品 IJk-Jtiil¥[" コピー衣料品
川在日Iri i.s物 J也附)1ス;1'ーツ111，'，，'， DPE メガネ 11.¥'，¥1 
コープ旅1Jセンター 1[1¥11付旅行 海外旅iJ' チケソ卜 自主b 中教'，~IJiji
(時 iilfi i.s物地 I:{'r)I九千'fiレン亨ル 11央1，111.コンサートチケ y 卜 その他

?l:aytHAiJ也|;iJ;:|判・ )111... 夕食パン ドリンケ テイクアウト弁

総fT人
間~?古1;

山川ンヨ y ブ

(購'('{庁1;.言i路市)

，'{ill f'l:';;(フナント 11ド)

).: H i:t品 11111，'，，'， コピー ['j 動 '1' 教 ~JfllijÎ
教利子r ~U~lt~:白 立:J.[，' .判i'~P1

Hi:t ドリシケ コシノt
，'i 111 i:t ';;;; ') ;-デ 121')I Hi:t 粁ft トリシケ

jly市1;

l'阿部会館 1 1柿
ショ y つ「ルオ、」

叩1"1出 iUl -~'):;j正教利日 r ifL止、 文hji・料j'_Pt
じ])，)フト パソコン・ワ F プ口 家}江製品 J'j 'tu;'I' 
ハイケ ↓'1動'1'教iJ.'/li)i その他

l阿部会館"柿|
「 、 IH・タft / ¥ン ドリンケ

カ 7 _，ーテリア， Jl..不JI 

」ヒ 白1; 附 i't 庁1;1主g fU，，'， f1111，'，，'， パソコシ・ワープロ 維品
北部|北 部 ft .;:け判.}I~ ・夕食

喫茶 「はくと JIいたドリンケ
l文!~ i:t品 11111，'，，'， パソコン・ワープロ

l何点1;眺町内1;.市総 '(1;1 
J 11片子 ~Ir :~~S ，}: .q: 教干hヰ

lti ;¥i日「一|-h-一一一-it-一長一一一一:ijiliト;五五 ーー・ーー
|喫茶「ブリュヌケJIいた トリンク

l丈!~ 食品 11111川 パソコン・ワープロ
j: ifi l!体n・.Ii:t:f白|;|-oIiU1211ム

宇 治|子一一一-iji---ti--ltIi山一一一ー一一一一一
}長一一;子 r ピーーヂ子-~-r~-I~プヂ云一一一
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6.課外活動(学生課教養掛・専門職員)

学生が自主的に取組む課外活動は，先輩・後輩の深い紳を育み，その中で自己の

生き方を求め，自己の存在を確かめる場でもあり，人間形成の上で意義あるもので

ある。

サークルには，文化系と体育系の団体があり，本学創立まもなく誕生したものか

ら最近結成されたものまで，全学公認団体として約200の団体があり，学生の約 35%

が参加している。

さまざまなグループが参加して開かれる大学祭 (11月祭)は，多数の学生諸君の

自主的活動の研究成果発表の場として，講演会，展示会，音楽会，演劇会，体育祭，

前夜祭，仮装行列など総合した催しがあり，大学生活で抱く問題意識を追求し，こ

れを通じて社会と学問研究を結び付けようと毎年 (11月下旬)行われている。

( 1 )学生団体(平成9年5月現在)

a)文化・研究団体 99団体

音楽部交響楽団軽音 楽

/ 

団h. 
Eヨム一

A
-
7

、っ

'hr' 
スんソ

斗

4ン
h
h
'
 

、ノマ

究研楽音部

団楽吹

んぺいと

民族舞踊研究会

団「遊

、，
」

ブ

組

フ。ロまるだ雪
美

体」

シネマ研究会

美術部

康IJ康リ

A 
Zミ

書 道部

能楽部狂言会

茶会

究石汗制E

写真部

能楽部金剛会

千鳥会

E.M.B.G 

劇団ケッペキ

映画文化研究会

アニメーション同好会

告研究会

能楽部宝生会

叡風会

フク

城

ギタ

山

フ

リコーダ一同好会

吉田音楽製作所

アマチュアダンスクラブ

フク') グ

苦日画映

広

部究研画i憂

陶

ラフや

A 

"" 
キリスト者学生会

古典に学ぶ会

韓国文化研究会

好会

文同好会

野生生物研究会

社会科学研究会

'L、

'"旨7u 

ク

研

唱

奏

軽音サークル・ZETS

ALL京大舞踏研究会

劇団ペーパームーンシアタ』

芸部

能楽部観世会

歌舞伎研究会

落語研究会

イズ研究会

しぎ研究会

基督教共助会

究会

アフリカ研究会

A、
ヱ三

粋な科学の会

科学論研究会

ス二L

F 

チ

S 

部

h. 

'" 
b 恒
ヱミ

平和哲学研究会
京大に在籍する在日韓
国・朝鮮人学生の集い

歴史研究会

究

q恒

/L> 

棋

研

研

神j

書

将

奇

聖

部

ロールプレイングゲーム研究会

エマオ研究会

L.H.陽光研究会

唯物論研究会

京都ムスリム協会

クツドサマリタンクラブ

碁囲

石汗理

ク

占、

原

同理地

天A 

'" 
ころぼつくる

都市公害問題研究会

究研スJ ~. 

生物科学の会

野草を食べる会

勿包

/L> 研道鉄



放

人権研究センター

ユネスコ学生クラブ

どんぐりグループ

11月祭全学実行委員会

b)体育団体

体育団体には「体育会」所属の団体と体育会に所属していない団体があります。

体育会は学生スポーツの振興とその発展向上に努めるとともに，体育会所属の各

運動部の統括，部活動の援助，体育行事の開催，レクレーション施設の運営，一般

学生に対する運動用具の貸し出しなどの事業を行っています。

ア)体育会所属の運動部 47団体

式野球部準硬式野球部

バスケットボール部

749 

点、訳サー

アムネステイクラブ

Jレ

学生生活

クエスペラント語研究会

現代社会研究会

刑事法研究会

イ

環境ネットワーク4Rの会

平和委員会

7'i7連帯!学生キTンベーン

s. s. E. 

送 .KUBS 局

A. 

め

文化サークル連合会

ん

S. 

もu、さツ

西部講堂連絡協議会

京大学生新開会

クセアユニセフクラブ

探検部

京都大学新聞社

ソフトテニス部部

バレーボール都

アメリカンフットボール部

主民庭式硬硬

ハンドボール部部

部

主k卓

バドミントン部部ピグフT氷水

グ部ンンボク部技責主上陸部カサフィールドホッケ一部

スキー競技部

道

アイスホッケ一部部道

ツ

告IJ部道手タb
ニE

音s気A 
ロ少林寺拳法部

部

部道弓部

部

撲相

部ヌカフyレゴ部トボトヨ

部操

車

体

自

ソフトボール部部術馬音s岳

ツ

山

部

サイクリング部

ウェイトリフティング部

40団体

苦E動部道柔ライフル射撃部フェンシング部

自転車競技部

スピードスケート部 合

ウインドサーフイン部 フィギュアスケート部

イ)体育会に所属していない体育系サークル

愛好会京都を歩く会

オリエンテーリングクラブ ワンダーフォーゲル部

硬式庭球同好会・フリーク

稔合格闘サークル KUWF

アーチェリー音BL
v
 
j
 

~ ノtダ一部イグラ

グ部ンボウ部道居

散策の会

硬式庭球同好会

軟式庭球同好会

青城サッカークラブ

刻会

ブ

m
J
W

ラ

川
l

u
州

F

n

u

-
守
J

a
r
i
J
n
υ

・

ト

叩

プ
会

ラ

ハ

附

寸

=

，

暗

叩

ゐ

寸

抽

出

再

府

鹿

ス

F

H

H
叶

』

入

品

碇

草

日

刊

刊

碩

恥

茸

借

鳥し、

7リームシヨ 7トテニス'J7プ

スキー同師会・スノーパンサー

ラグビー同好会・DBW

旅

飛

バレーボルサークル・JUSTICE

東洋拳法燃える男会

軟式野球サークル・7，7.Jij-f.

11レバトロスゴルフ同好会

ラグピー霊師会・CROSSBREED 
バスケットボールサー
サークル・フリークラブ

空手同好会

軟式野球岡野会・ウ 7ドスト 1~ 
バドミントン同好会
レモンスカッシュ

メイプル・バスケットポール岡野会

天之武産合気会

部

会

道

好同

手口

球

園

卓

部

持久走同好会

剣道同好会・指薪会

太極拳同好会
ソフトボール同好会
.フ.レッシャーズ、

スロクフ
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7 内トド 7叶ーウ札 'DU\\'~ HILL 
八 ドマンチーム・シ

ューティングスヲース

c )その他の同体 4同体

点火7イヅンングチーム 桃 A 自11

京都大学院生協議会，生活協同組合組織部学生委員会，応援問，卒業者名簿

編纂委員会

(2 )課外活動施設

a )部宗

阿部情内58宗，北部構内10宗.南部構内16宗，総合人間学部構内 5PE，学生

集会所12雫，その他4f

b) 課外体育施設

ア北部構内

《グランド〉 ラグビー，フィールドホッケー，サ yカー，ハンドボール，

アメリカンフットボール，陸上古定tit，エアーライフル射撃，

ゴルフ，ウェイトリフティング

(夜間練刊のために照明灯が設置されている)

〈トイレ・シャワ一棟〉

〈北白川スポーツ会館〉学生合宿所(鉄筋2階建，収谷人員90名)

〈馬場〉厩舎，管理棟

イ 総合人間学部構内

〈グランド〉硬式野球，準硬式野球，ソフトボール

〈軟式テニスコート〉クレイコート 7面

ウ西部構内

〈総合体育館〉 ハンドボール，バスケットボール，バレーボール，パドミ

ントン，卓球，体操，柔道，居合道，剣道，空手道，合気

道，少林寺拳法，ボクシング，フェンシング，パーベル及

び各手重トレーニング
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〈総合体育館1，j設プール)50メートル. 8コース(日本水泳連盟公認)

エ京都織物跡

〈ノ〈レーコート〉クレイコート 2

l削

(IJi草場〉

《アーチェリ←J易〉

〈キ~Hが易〉

〈硬式テニスコー卜〉クレイコー

ト61M

オ 宇治総合グランド(宇治市五

ケ11:云番剖)

〈各種競技場〉ラグビ一場

{陸上競技場〉サッカ一場共用

(夜間練留のために照明灯が設置されている)

{宇治学生合術所〉木造 2階建3室，収容人員33名

カその他

ボート音11合引所・艇!ポ(大津市蛍待). i頼回(カヌー)艇庫(大津市瀬田). 

ヨット艇庫(大津市鏡ヶj兵).元田中スポーツ会館(京都市左京区田中大久保)

c)学外の施設

ア 白浜海の家〔和歌山県西牟婁郡白浜町(理学部附属瀬戸臨海実験所構内)J 

木造平民建，収寄人員30名

イ 白鳥山の家(長野県北安曇郡小谷村大字千国字柳久保)

中部山岳国立公園白馬山麓に位置し，木造2階建，収容人員26名

ウ 笹ヶ峰ヒュッテ(新潟県中頚城郡妙高高原町杉ノ沢村笹ヶ峰)

新潟県の広大な牧場地にあって，木造2階建，収容人員20名

エ 志賀高原ヒュッテ(長野県下高井郡山の内町丸池)

木造3階建，収容人員約39名

7.自治会

全学自治団体として同学会がある。

同学会は，会員の自治により，学問の自由，学園の自治，民主主義を守りつつ，

会員の文化体育活動の育成と社会経済的諸条件の改善などを通じて，学生生活全般

の発展向上を図ることを目的としている。
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8 .課外教養行事

a )日楽会

本学の剖¥(記念行事として. IIJ:if. 6月中旬に筑才うなs楽家を1fイきt'1--'Ji!i会を催して

L、る。

b) 能楽鑑賞会

11)年12月上旬に京都観世会館において，京都能楽会の能楽rw等による能及ぴ狂ft-
の鑑賞会を催している。

9.留学生(留学生課) (6章学生交流を参mo
外同人fw~~t守二にかかわる受人れ及び'1:_ i，号令般に!日lする ;r~絡を jl[斗している υ

業務内科は.iJi人向学生に丸jするオリエンテーション. Ifl資fd学']-:の焚学会の支

給，外陣|寸|休の'見';:令等に r~J する業務. lI'， ~~':のあっせん. i駒内の12Tの医療費補助，
見学旅行の')~施，外l司人弘r'rソj:_に係わる地域との交流事業に問する IL務，外!玉l 人fYi

:lソ i に ιj 寸る 11 本JIiI術品等の実施に r~Jする業務. 1'1-費外IEI人悩学生統 v試験等の)，;:

胞に|刻する ~f弘各州パーティ ( iJi人生歓迎パーティ等)の実施，などであるり

10.個人相談

1 )学生懇話不

'宇佐懇話1奈は11日午1131年(1956) にl没iti:された。その目的は，大学の大衆化が進行

する中で，新制大学の理念を主;える厚生補導の一環としての，余人教育的な修学適

応指導一学生相談ーに当たることであった。

以後，今日まで学生懇話主は (1)個人ガイダンス 倒人カウンセリング，ケー

ス・ワーク，心理テスト等による助討・指導 (2)修学・進路等に関するオリエン
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テーショシ， (3) グループ{小;験合1;'i等集|什 (I~J1il;による J行j弘 (4) 悦今な↑nf!，泣で特に

危機的状況にあるおーの早期j発比とその f'同， (5)カウンセリシグfWn命とその実践に

閲する調資・研究せーを主業務とするカウンセリング・センターとしての機能を来た

してきており，その活動状況は I点者li大学学生恕話不紀唆」としてIIJ年十u..;.与され

ている。平成 7{r)丸学生の利用状i7Cは.米談ソJ人民が533?ノ1，I!Llili政[IJI数3，442[iU，

実人民の54%，延lili終In]数の20%が教育村I，l炎，また尖人Hの38%，延べの74%が心

理相談であった。'手生恕話宗は京都大学午:'1:: 恕話委民会一各学;'，'Iíj釦 1'，教行，精tllq~

学，保健医学，心照子:等の学生相談に|勾係する専門官l域の教yc，学'I:，uli問{系職f1.
学生懇話';l7{カウンセラーを委員として構成.現在261うーによって巡IP;.されている。

学生懇話宗スタッフ

本 K 事'5c -t-i r.~'&，後久 XU'

カウンセラ一 助教托 百本{建次

議 。11I 作野信夫
杉!日11呆史

Jド常勤，~~n i[j 采h;〔生11r 
千円.;(純代

間本 l]lI.fは， LUif. fllI記・祝日を除き午前 90'.)より午後 5II~: まである。

2 )身体1;主計I~/・ '1:，tllrl炎不(入試課教務掛)

この十11 ，1炎本は，身体に|待}~:を有し，修学:U栄々な悩みや相談ごとをかかえる学生

の相談に J.~、じており，相談前に各学部などから選 11\ された教行により，管理運営委

員会カf組織されている υ

m覚.聴覚，肢体に附'J;:I :JiÀ1 !J~î なとーの理由で修学:上あるいは学生生活を送る上で，

支障を!t.'<;じたり，進出 Lの相談などについては，各学部の相談主の委員がこれに対

1.1::.してし、る υ
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.入学試験

企合格発表風景

A入学式
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...紅萌祭

企援業風景 (共通科目)

...綬業風景 (理・数学)
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....授業風景 (LL授業)

企実習風景 (l里・地学)

....実習風景 (医療技術短期大学部)
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4授業風景 (留学生)

4授業風景 (ゼミ)

.A.書籍購買部
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A食堂

4課外活動 (馬術部)

A課外活動 (ポ 卜部)
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‘課外活動 (剣道部)

オリ ンピッ クオーク惨 ¥ 
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企 11月祭前夜祭

11月祭(総合人間学部構内)惨

"'11月祭(本部構内)
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....卒業式
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附表

， .歴代総長
氏 名 就 任 退官 ・転任

初代 j去博 木 下康次 明治30. 6. 28 明治40. 7. 1 

理↑専 久原知弦(事務取扱) 40. 7. 1 40. 10. 16 

第2代 岡 田良平 40. 10. 16 41. 7. 21 

岡田 良平(兼任)* 41. 7. 21 41. 9. 2 

第3代 理 ↑専 菊 池 大麓 41. 9. 2 45. 5. 8 

理体 久原賜弦(事務取扱) 45. 5. 8 45. 5. 13 

第4代 理 l専 久原病弦 45. 5. 13 大正 2.5.9 

第 5代 I宰相1I 政太郎 大正2.5. 9 3. 4. 28 

医 1専 荒木寅三郎(事務取扱) 3. 4. 28 3. 8. 19 

第6代 理 1専 山川 健次郎(兼任)* * 3. 8. 19 4. 6. 15 

第7代 医理 荒木寅三郎 4. 6. 15 H百平日4. 3. 22 

第8代 理 1専 ギ~r 城新裁 目白平日4.3. 22 8. 3. 22 

第9代 文 1専 小 西重直 8. 3. 22 8. 6. 30 

法 |専 山 本美越乃(事務取扱) 8. 6. 30 8. 7. 7 

第10代 理 1専 松井元興 8. 7. 7 12. 6. 30 

第11代 文博 j質問 耕 作 12. 6. 30 13. 7. 25 

工 1専 平野正雄(事務取扱) 13. 7. 25 13. 11. 25 

第12代 文博 羽田 予 13. 11. 25 20. 11. 1 

第13代 工博 烏主主利三郎 20. 11. 1 26. 11. 1 

第14代 医博 服部峻治郎 26. 11. 1 28. 12. 11 

第15代 i去 !専 瀧 川 幸辰 28. 12. 11 32. 12. 16 

第16代 医博 平荷i; 血I 32. 12. 16 38. 12. 15 

第17代 農 1専 奥田 東 38. 12. 16 44. 12. 15 

第18代 工博 前田敏男 44. 12. 16 48. 12. 15 

第19代 医博 岡本道雄 48. 12. 16 54. 12. 15 

第20代 tZ ↑専 沢田敏男 54. 12. 16 60. 12. 15 

第21代 工博 西島安則 60. 12. 16 平成 3. 12. 15 

第22代 医博 井村裕夫 平成 3.12. 16 

*文部次官を兼任 **東大総長を兼任
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2.職員数 (、|仁成。 1f.5月 1日現在j

1>( うf ポよ i去 教↓乏 助教十三 "持r:，li 似J 子
そのf也

百十
の耳他県

司玖王、 iよ

伶 8 304 312 

J' 50 50 

I:(J ト1:'; I~I JIIi 38 38 

ポt ノ" 人 1/¥1 t ι・ 7ll 「ι)!) 2U 70 215 

え戸 Idl i'e fl え";':: ì'í:l~ ~)..t I1 26 lIS 

~'J. 了f ，、? I~ 7 12 44 

iJ、 't1i)1 ，'e n . iJ、:;=: ï''i/~ ~iS 10 13 30 89 

キf~斤../ (JJI允fI・可(:"f~庁'? ì'j:l~ l:t P -】3 18 59 

日I!...t (i}j' 'j'e干1. .日!!. "/: (i:l~ n I~ 1 ~:l 102 385 

1'" ..t (1)1 'j'e H ・|句、，}:白1; -11 11 51 日l 5S 244 

I:(J ト1:; 'h吋 7 8 139 889 1，047 

却、 'I(i)j '，'e H .設，}: i¥l) 1，1 1.1 19 17 64 

1: 't lill 'j'e H lS7 1，10 211 245 774 

t1~ ;'l: {iJI 花 H '政，，;;・ /í:l~ (i() 11 91 91 327 

J1.~ 'I 1:0 J，~;' b11a屯， JJ)j 日 25 32 

Wl ，}: ;'i:l~ [;(.j- I，f?~ AtY I吋十4 〉 ‘》 -】》 61 

人 II\J ・ J~i 1克'下 fill ':i'e千l :， 1 2() 9 6:3 

L 't、 t，ヰ一一千1，'γ (1)1 '先干l ，)，) 
12 3 59 

化 '，.: t，JI '，1: 己 Jリl 26 -16 49 145 

" 文 fI 
. /. tdl j):: J~í 17 19 16 69 

l刷 出1; 川、 t，JI it jiJj {ヲ I(} 

" 16 11" lS2 T. (、"守-1'1'， 1:";:: IJ}I 'j'e ，;) 11 l) ]!) 23 59 

イ、
" 
千| ，";. IlJI iしu ，;)[ 日 日 7 :，:ぅ1 

fr 干'I! 千| '_. J tdl iE い~i H 自 9 37 
1;)】 Fと (lII ft }リl :五1 :)~ :;K 日() 15;3 

I ，!~ M~ ~旬日l' ';:: (111 '，'e ， ~i H 行 3:'; 
‘J‘y イ
" 
プ、 IlJI ，ju iL jリl 1(1 III 2:3 IK 61 

~': f "守 (111 1E lリl ]() 12 υミ・ー21

以上'j! lil'( tJi' idI 'J"e Jf)1 I~ 11 11 a】Z!l GO 1 
，tJ j ，);: YA~ lリ1 19 11 も、 j 1 7ll 147 

".  
釘l liJI 先 ， ~i 1(' IS 2~ fil n 

L-R Iy.j T シア(1)1化ヒシヤー 前 勾， 8 :l5 

大崎~! ，;!' t): tセ七 J ター ，) 、 :~5 40 

J/{射線 '1 物{i}I先セシター ーヲ
白J 】，) 

日‘》 9 

，W I~'，'j /'，"'，i 'Ll!:山(1)1'先七ンター 日 6 18 

'1 態 t・ftJl'j'e '1: ;.ター 日 6 ') 6 ワ】・】} 

J/JJH'I''1I'i] (，'.. Jl: ~ミ ~\E~ (iセンター " 4 I1 

~1 1立 i~ --;、十ン )' 4 【， 

立 11、 'た 時4~ 』白 “2λ '" ワ 4 

'1'， 1が1'<U/ 1'， 'ttiJI'先センター 6 6 ，) lS 
tYi'11・ セ J〆 タ :l 

【

111J1f救mUlシステム1J(.J'Itセ〆ター ') つ 5 

守~H~、、 f1N 1 I骨 物 fii¥ 、，)ラ 3 4 1:3 
総 {i'Iu: Niメヮー fアセン Pー .) “ ') 3 6 14 

(~ l¥tt )'1' J'H セン 守一 ー') ‘〉 .) j 

体育 JH 導セノ 守ー 】') ヲ】

811 709 1 :，2 1，010 2，547 5.240 

l'ヘ椋 J主やj:j W 1日j 大'";!:日li 18 IS 5 14 12 64 

i、' 859 72-1 1:17 1，024 2，559 5，304 



3.学生数等

学部
「ーーー『ー『戸ーー

)1、

総介入 II¥J '子市1;

又
・、J、;.

イ)AJ，人 -(j 、 ，、、.'
j 

，、I・， 
'"、 J 

司、í:~ υT ，'? 目1;

J1i! a、‘;.
J 

['.正 // 

法
，、3、， 

''l: 
1"s。、1 

大学院

問) ;と 765

いl'Iえり q5 11 1 11 JJl (1 i 
・.、;.

f'l 11 苛 liせ 11~11 11 ~色品 '13 

fil.l IiJ 肘:);~

~Jti6 SX l、1117

2日8 日 2~J J:-~:; 

2.:)]0 10 2‘:121 
1.126 ，) 

日 l町J:l:l

l.lli2 1..\~2 

6:l8 抗:l8

‘lti3 36:， 
1日:39 2 日 1.日EJ

1.337 づ l、:3-111

13 ， lì~，3 Hi I:l~) l:l ， ~n~ 

(‘1'1ぷ9W 5 1 J 1 11 JJUI J 
';j'- 修 1・1北w ~llll: 後!リJ ，;~!f''' 1ト11':'~ lï~ 11~ '1二 1[!t，"，Yi '1 

J:. ， i: {ilf 3E や| 261; :!ll" -】)'】p .19:1 

~~ずî ? MI 冗干| 7り 5u Ll7 

e‘? {ill jE fI l日3 76 233 

れ;，'T';: M 先干| 1"亀 i~‘3 135 2911 

J'[! f {iJI '先 fI 日99 SU7 " 1， 1 ~~J 

{ {ill 'j内L 干| lil2 612 

~'~ { {tjf リノ円し 手| 1，12 62 :!t)4 
、} {iJI j)し2 干| 1.521 4~8 ‘〉 2.011 

hahL ts ・}、;・ MI 究 f'[ ，，28 36~ 8日3

:l1l-1 25~ 「亀】4【B・・"
人 1111 ・ J~1 .t~';!: ~.;:・ftJ[允干|

15 15 

エネルギ一利'j・Mf党干| :38 。】「‘lI，ド

:1. %1 2可909 6. 9(1~， 

(付;1七i:Jリ) 1似う欠、ゾ~~'jうjt刊川;.吋叩:{市{，川，1叶JI'允?E千利|は， tド内t呼リ |じ:日i深q県l川卯干f'
人11川iH川1りJ. J峨裂J境II完(~~}ξ叶:{判判{tj州t!凶JI 究4干利:[μσの〕川|、↓J段-完2 は， . t't:lilJ[i.li'f: I深F12である 1

研究生等 (千lえ9{ド，jJJ 1 IJ JJUIJ 医療技術短期大学部 い|ぺ成~) q: ;， J J 1 11 JJUII 

{，II ?E 
(17:1 ) 
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11 +::t仙fh興失利目1]{iJf先l!II'J)) 135 

iiJf jl~ Li 256 

(;u 卜段( )1':'は外国人W{~}:/Iーを衣し， I人j
数である t

有議:;:: +1 24日 れたほがu、'/H

i!i.i '1:. 1主{小.J';:: 1"1 123 
1り J~ fI .)，) 
日JJ 品(，:学 ~-.nJlJ'.'，i J~ 

Jlj! 'I iM i1、.;::平| ti:l 日2.¥
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4.入学状況(、!と成 9年度)

学部

l" ';j'- 募集人H

総介入rJiJ 'f:品; 130 

又 ， ‘J 人 2~O 

教 ff '台2、，・- 60 

iJ、 ，. 400 

手t {斉 ， f、:ム. 剖; 240 

)"I! ，、1、，.
作1; 326 

Y人 " 、 lOO 

県j '( 80 
" 、; 1，050 

Iた '}・ :1lG 

2、nl

大学院

入(学12JT) 
叫!kl'('t:i:iI¥件目 外国人

制第人3学"(:年符 lヰ入学者，!)品 y'."J百~，

留学't・よる，.，("お

130 

224 

63 6 

390 16 ー.) 13 

234 10 13 

326 

103 

84 

1，050 14 目

:12l 

2，92:; 26 :lll 1.1 

jl基1:，深ヂ(! t: I i世間j)，:県松)
うト

人'f:{i
外[KJ人 ;IU/ (i-

朝団人?行
外[Ii]人 I'f入学在

17f小 (人"t(i-) Wt'}'I:. 1申Jι人':;:者)

丈 ~7・ liJf 究干| 112 3 11:; 「い:吋ヮ 3 

教 1i'? liif究干l 36 ') :38 つ

iJ、小liJf允干l 『い:つ】 56 18 内r M ‘》

半t叶'/・liII究干1. 「、}J3 2fi 79 2-1 H 9 

.fI1!. ''i・ iiJf 究干1. 281i 5 2~1 145 20 10 

竹、';:: iiif 允t'1 1.18 !日

~ 'f: liif 究干| 73 11 ‘〉

1: ";:: liil 究科 iOi 739 85 37 2fi 

;;~ ''? /JJf 光 fl 2SS 11 2(I(I 7.1 17 

人laJ. J~iN~'f:liJf'5ëfl 
130 8 1:)8 :;9 1I 9 

7 

エネルギ-fVi・1明党fI 1118 且〉 110 lり

1，812 97 1，9()9 6:;4 108 llH 3 

l川iU 人11問i目問iJ' J綻Jt~"?f“iJf'j究E干利|の l十ハ、J斗‘1交立lは土ム -1汽s可町けlUリil制Ii制附il川|リlけI同附4母i+，λ"深干』

医療技術短期大学部

lベ うf *;~tt 人 II fT的行数 人?{i-数
:{i- lE ，hs t '‘J ・;. 干l 80 96 79 

衛 '1'.J}( i市J'戸千| 40 61 40 

:fll! q: jf;t ;1学科 20 27 20 

作*'療法乍干:1 20 ワ7 20 

助 J本 ';._f:特別 t早攻 20 20 20 

180 231 L..!.lQ 

計

132 

227 

69 

421 

269 

326 

103 

84 

l、072

323 

3，026 

61 

24 

28 

41 

176 

164 

20 

148 

103 

79 
月i 

18 

869 
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5.平成9年度入学試験諸統計

1 )募集人員司志願者数，合格者数司入学者数，合格者最高点・最低点(総点)等調

:1') 1 1'):附最i:: .1，1) 
'/;';1;' 111'，・ ~;( u_.~ 人 t11 ， J:: 町山行 t~1 ;i~ j主 2悦行 t~I (it任行Etヘγ行t'l.lü:~i /，1 

( i十円行政 1141171点 lli rite山

li" !1I11 ~~ '.1 .._， 
え布 日日 了711 ~íi~j :!()7 二日 ~1I11 日71. "，" lKl. "0 

主ι、'、
1 11ltill!157l'fhEI1i12M1ti l;抑制}叩7~[1 1 ，167 

1、11¥1';品d~L1
何:!!JI1 ~II 1プ111 :ln 1 I~}ö 1 "11 1 1 81111 1 1i7.1.:J31 ""~j ， ôG 

li1j!!!I1 1 !III 1 II:，11 1 市|付11;1 19:， 7()l1 日23..111 .129.:n 
l. ';:-

卜ぇ!lJII 311 1 l1i7 1 :1111 1 1:)o aII 1 1 71川 :IIl) ， ~;) I SO:1.2;) 

liiJ!!JII 111 1 I!II 1 1 り21 IH9 1 1:，出011 1 :'o1."o 日11U1
t-!{ 11;? i¥l: 

I'~!!II 1 211 1 1 日 ~I 1 1ユリ I~II 1 "11 1 1 91)11 1 I;i;U11I ，， ~ö ， 91 

Hり!!t1:，.111 1 !IX:! 1 !)日l 川、;:::'5-1!) I I 7:1() 口76.7:'1 .lIit).7:1 
λ9(1 

i~!!II 1 111 1 li:! 1 1 ，，1111 1 2:，li 1 1品日O{l I -11S.~SI :)77.~:) 

111)付il111 Ilill 日1K 1 ." 日日II!I1 11i;， 1 1 01111 1 :'07:， 1 181i. ，:， 

{fi/i'/i"II:Julymil125H21751) 訓 1.OSO I 7U;) ， 7!"i1 S:~2.~;J 
la~!!t l 1 211 1 .llili 乃1'i21 ~ 1(1 I ~7 9日1¥ I).1!"i..lSI :1日:u;日

111ij !!tl 1 ~!i 1 1 1守0:)日 1，01;，1 !19.1 1 291 1 6日(1 I ~;l1:;41 
JII' '? i'(I~ 

1;~!!II 1 :，2 1 1，1日1 1. 1 :;:， 1 7ロ11 ;，2 1 1 .100 1 :，11:' 1 2.1o 

H1r!りI1 !III 1 .1口リ 1日i .11:: 1 !I:， 1 1 1町2，，11 11.11/ 1 XH日日
l'人 'I，"，I; 10:， 

{父!りI1 1111，1附 171 リii1 11 1 1 1.1l111 11守lIi8.:'II，O!I:l，2S 

11l1 !!JI 1 711 1 I!川 I!IIII 1:-;:，1 7;， 1 1 %11 日付'!..I日 日付S.X:3 
恥 7~ ~ 

伐!!III 111 1 1:，，; 1 1日11 71 1 11 1 9:.11 1 iix7.1181 Iilli.2 

11liJ!!t1 1 ~J 111 日‘1/11 己守 lii21 2，4.li】 911 1 1 1.111111 1 84tt.:対 日X8，;，日
1. ';:-，".1; 1，1¥日11

卜〈!日I1 1111 1 1、11:'1 1.，1川l 7:)81 11;， 1 1 1， lill¥別1 1 i:18.7日

Ilij!il1 1 ~:，:! 1 71; 1 1 71i2 1 7，，:， 1 5 91，I)5U 1 7.10 ，1}81 iiO(I.~ß 
321 

{吃!IIII G;1 1 I{~!) 1 H2H 1 :"7 1 (j;l 1 1 8111 1 6111.131 :，02，2 

HlJl日I1 2，日川、 H，1I7 1 ~， 11(l6 1 7，H9日 2.S6S 
'1、 υ|

{吐!り11 :-::I;l 口リ【17 口:封切 :う IIH1 1 ;，7.1 

:i ，iI 1 :. ， X~II 1 11、11.1 1 1:， .:17日llI， ~7 (i 1 2.9:l~j2 ， 925 

(I!m y;.， I I :i俗的tJI.:.:はj(l)JII(~十件!'í士 ff も

ゴ1lIij!!lIU:，)1 H 11. i伶を!川り川lは :l)川12幻::fけ10の)(白d給任7沿u衣三;(11川4のもの，でCある!
t 打J i):，' 
I J :it怖品円111は刈川:汀叩1れn止1;、山iF~，J勺，)い vて仁， H山行ぬ数日)J持{iには， ';':1 1、l選考則'，~により[監先制("を(，tL (;防行士山，じする

lA ~)て， H .nl./.' であっても f「 FIの ~Ij~. なる I品 frがある
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(工学部・農学部学科別内訳〕

;'i¥ I r~I;j.~ 司mレ、 [11 
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↑IIJmγtI 1111 

l'、!日l 11 11 日りl 75υ5 

liij!!II "日 三ソ1I "日，{51) !)H8.:3::~ 
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2 )志願者・入学者 出身高校所在都道府県別調
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6.卒業者・修了者数等

学部卒業者数
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7.学術交流協定締結大学等

大学問交流 ドド!点9ff'， S)j 1 11 JJW )部局間交流

地地 11e[ γ1 )( ， {: γI 紛がi11' J] [1 (‘ lé /J.x: ~!1I'， S Il III .f>UI:) 

r [14 Jヒ l、 '? 1 1980. 5 ，31 
'1'， 締協結定数

:-"'1'1' ''t'[人i亡)f，:fll I~I A /A 大 'f: 1 19S0， iO. 15 
.1ヒ JJt 大 'l 1983， I[ . 1 又 'f: 

-巳〉

f :l1X ff ~}: .) 

人; i込 1[1 噛げ.、U' ; Jヒ }ぇ '、3、:・ 校 1984. 6 . 5 
州、|

ソウ )~ 人/?校 1991. 5 .21 il、
~}: 

1 :1 タ イ 1.1 カセサート大";:: 1984. 2 .28 
市.-，王Z i斤 ゾ: 8 

J 'l、| 
寸』ストラ')ア クイーシズラシド大'? 1981.12.22 

題! ~:'t .) 

Lど ーューシーソ〆卜 すークランド k'戸 1997.4.10 I矢 ~}: 5 

イース卜リア )t:制作| ，'; イ sノ 大~}: 1993.10.12 
，来 ，“;~・ 注目 ‘ー》噌

チ L コ共有lllil カ レ )~ j、 '( 1990.時.5 
.) 、.' 185 

ヨ 農 (;， 、.' 8 ヘ'Aト} / 太子: 1979.11. 2 

117 ランス )1，tlll1iJ ストう:(7-!~可l 事 ・抗 1;';: 人 1m . J~J li'~ 

(ストう7， 7-Jt.部 ); '(:) 1996. 1 .23 
'-"j・・ !iJf 付J可しF H 

19~!l. 1 .23 化学研究!リi
口

ベルリン臼 111)( '/: 1984.10.30 人文科''f:liJf 究所

ノ ドイツ .ii(JJi j 1， fllllil ミュンヘン k，}: 1980. 9 . 1 JJ旬古li疾忠研究所
ボン人''}: 1990. 6 .27 工不，~ギー ~n'i・研究所

ノf ハイデルベルク大学 1990.10.11 ネ;tt科学研究所

イタリア )1，tll 凶 ン
一L

ナ 大 'ー1‘: ・ 1989.11. 22 防災研究所 9 

十H ボローニャ大ザ: 1995. 4 .25 )~礎物 ~~l学研究所

オラシダ L1.1 ブ イ ヂン λ~ ..;:: 1997. 3 . 6 終消liJf究 l~r
19: スウ工ーデン EI五| ウブサラ Aょう:: 1997. 2 .18 数 f~ 解析研究所

スイス連 nスイス述I'li1:-1'1大学 1989.12.18 l京 fーか:j[験 i~r 8 

サセソクス大学 1989.10. 5 室長頒研究所 .) 

i虫 ノ" [1<1 
】

オゾケスブ寸ード大 1991.12.7 東南アジア
，・:，，1‘I 研究セシター

ぉl吋 ロシア連 nモス ク ワ太年: 1987.10.26 '[:体医療 L己主
ト ロ / 卜太子? 1991. 9 .16 

研究センター

ケベァデ州大小学長
生態学研究センター 2 

.1じカ ナ ダ
校長協議会 1994. 3 .17 計 274 

→ ， 
(l日大学・僻究所)

メ
メキシコ{)"W-t l'hl グアダラハラ大戸 1983.5.10 

ウェインナト|江 λ;学 1985.10.7 
|カ

スタンフォード大学 1989.11.10 
州、|

131 
アメリカ fr衆国 カリフォルニア大'i主 1990.3.29 

ポリテクニソク大学 1990. 4 .28 

フラ ウ ン大学 1992.4.14 

計(18か国) 30大学 2大学群
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9.歳入及び歳出等

坂入
I [王[，'，，';:代l¥¥JIJS"j[ 
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円
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日
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成入 ! 

r-員J!~~}校削除L
[:付属病院収入 : 1 i‘790.375.8::9 

J受業平1&検定料 9，688，793，300

1学校財産処分収入 90，593，940I 

1雑収入 一 -7--E町629.9E五日
ffZ卜 33.199，665，395

骨~Z 2;~jl 7り~).3i9‘G80 

l 歳出
， . -~J1会計・国立ザ校特別会計成H¥

-~'zi"il ・[.EI ，"''/ヰ主引りIJi，心|
凶，目:r~ ~ 

! 大 ，，;~戸凡;シ叶:[附:(川(日J凶4州l止内州't-J引川f川川品|ド仏山'J山J止L 
fijfJeli)1 

施日終jliHn
ilI.LUllb包， i~ t/~ 1J~Ì çt~t 
iノj、，jj

i {i:1t 

izl)町81:;.258. ~J7:: 

i 11ぷ:ttL7111!39()J
1 [，:117.51)日‘30()

:i Î3.6~目、 UOI)

10け.7::n町3乙1.1-11)

101.519.71l3，8:W 

国立学校特別会計支出済歳出額内訳(平成8年度)

人ft-賛 50，705，645，526円

物件費 50.014，678，614円

外部資金受入状況 (平成8年度)

名称

民間等との共同研究

受託研究

奨学寄附金

言|

研究科 l 講 座

医学研究科!分子免疫学・アレルギー学

五学研究科 i水資源質総合計画i
人間・環境学研究科 l国際予防栄養医学
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10.建物面積
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医療技術短期大学部

職 員 T討 企口苫

計

構内別 l、1'1/.比D{ド日)1 1 111刻Yu
IJlt句IIJim"，，') |人j 他物1(IiWlllrl

~Jì ，881 十位 |人I 218.776 
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11，1)11 総 fT 人 1111 乍古lí 十I~ 1人j fi(j.171 
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6，011 
日，811
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19，66.1 
。，943
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~)， 7自民
8，6801 
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1. ~25 
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11.土地面積
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31可76011 1潮岬風力実験所(防)
~~~ 11|その他 607

507， 7?~ 11北海道i北海道決何林(演)1 21，983，043 
1.228 1 1新 潟|災筈観測実験センター l

大潟I皮j良観測iyf([功)
その他

制 Jll地渓子知研究センター
262 11 "" rr 1北陸観測所([功)
， ， 長 野|木関'J・物学研究所(.f1~.l 

12.535 1 1-- "1 
1 1 1 r.;~;松外線望速鏡観iHII'+1腰 i

15，081 1 1 1 
11 1白馬山の家

2，754 1 1 1 
11 1その他 1，8771.300 1 1!  
11 岐r;11 1f~ ~平 χ 文台(理) 1 244，941 

1)，185 1 I"̂ '1 
， ， 地j夜子知研究センター

上 :I，:観測所(防)

災各観測!実験センタ一
徳白砂防観測所(防)

笠WI愛知11湿長官{研究所
216，938 1 1鳥取|地袋予知研究センター
55，296 1 1 |鳥取観測所(防)

156句21川 |I11 口|徳 111試験地(波)1 418，516 
1) ，218 1 1徳 副地左足向日研究センター

徳島観iJ!IJ所(防)

災客観測実験セン亨一
徳島地すべり観測所(防)

熊本|地球熱学研究施設1 395，432 
火山研究センター(理)

大分|地球熱ゲ研究施設(理)

2.483 1 Ilその他
78ω什|訂崎|地袋予知研究センター
町立つ 1 1宮崎観測所([坊)
2，274 1 1 I ー，'-'つ| |宅島観測所(霊)
1，914 1 1 ，~rRË' 1 ιιニ-ll鹿児島|吹上浜野外シロアリ試験地(本)
98.57川| |火山活動研究セけー(防)

つ日 11 1 の 他162.336 1 1 I 
386 :OZ2 11その他|そ の 他
引け| 合

43，:; 1:) 
14:l.65.1 
148 

68，236 

330 

902 

45，226 
21，960，105 
994 
117，988 
610 

91:1 

r.:r:: 
~):) 

67，380 
117，505 

553‘149 

3，969 

6，236 

5守303

H
U
 

パ
U
ハ
Ul
 
2，998 

4可756
500 
330 

4，566 

11，415 

45，740 

1.207 

1.557 

2，047 

23，058 
160 
4，278 

5，628 

16‘855 
57，001 
1.869 
4.066 

49，402，292 



12
.
創
立
以
来
の
比
較

一 可 一 司 自

"
】
了
j

• 
I.，
:(]
書|肘
tt
*f
賞
'
総
事
両
千
flJ
I
 

主
主 一

灰
分

t主
物

業
お
-L
t
，M
i
 

政
j也

')~
 

~
 

:';
41 

12
 
.
 

~í
 

:
UJ
l
I:
 
16
2.
K9
9'
 
41
“11
 

u
l
 
lUi
i:
←
示
1
7
・
-
J
-
j
i
-
-
l
h
Zぷ
;7
五ム
l

lì
í.
8í
9.
90
~ 

，
 

~)
句
4
9
7
.

品(
1:

ぅ

同
日
1
f
.
J主

J
'
I
I
づ
.!
i9
.1
:!. 
i:
!4
 
18
.:
川
7

-1
"-

，̂
-

I
 1
 
(i
 
I
 

年
度
:
f
i
i
L
1
2
7
4
5
2
.
5
5
9
:
f
1
1
.
5
1
d
t
 
F17
: 

!l
21

.:
):

~1
 
23
.2
93
.G
OU
' 
J.
4i
n.
OO
I 
'
 

(
 
iJ
.l
 
学
生
数
{
そ
の
他
)
の
f冊
lは
聴
講
生
・
i
i
I
f
允
'4
を
、
本
業
K!
;'
J:
情
roJ
(
 
I
 ~，j

-l 
l，! 
11
事
lー
を
外
れ
で
い
11
ー
し
た
ま
，
七
、
iJ，l
i.地
i:
1日
J也
1ft.
.ぴ
j也
上
:
権
を

{
j
す
る

i
地
を

I;~
;
さ
、
続

1J
i

i封
t'

I~
~"i

~出
、!

l.
í;

;II
.\'

I'
i!

:の
i_

'~
lr

W(
{
を
川
上
し
た
lI
{j 
H1
:;o
午
l支
J').
伎
の
講
J<i'
数
側
J
脅
の
部
門
数
は
外
数
で
あ
る
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あ とがき

「ょ，~(行1¥A:''f:を利子「する 111ト{-Jは， ;;UfIU:/j':を干|会に*(1介することを目的として，

II{刊116311'-4 }j 1 fI にその第 lUAがFIJ行された。当!日ーの阿品安t!lj総長の発案に碁づく

ものであった l 以{え ~ fドiりにFIJ1iを)fcね，今[111の'lIItf-J (1997) は第 6サにあ
たる，

この11¥]， ;;UlIi.A:'予は人;きく動いてきた"例えは..大学院主点化"である。すな

わち. ;Y;::jjJf究科(干fJ.¥t4 iド!主). JlM/f:研究科(ヂ成7年度)，医学研究科(平成 7
tfl貨). え:-'tMl"先干1- (、VIJX:討年度)， 1: "f:のf'先干1- (平成8年度)ついで，平成 9年度

には粁i汁手iiJf':i''e1"1.恭''/・/iJI究科と 1史学/iJf究科のi整備も完fしたο また. 平成8年度

に“独占 /iJI 究手、1-" としてエネルギ一利子:liJf究宇|が(~1 ì(l~された。-力一.原子エネルギ

ーliJf究川一とへリオトロシ似融合iiJf究センターが改組されてエネルギ一理r:q:研究所

となった l また， I:Jj:，えlijf究所が共[liJ利IIIのliJf究川に改組されたU さらに，教育学研

究干|の If((i、化のほか. i11、'r_liJI究干:1として情報利子:研究干!とアジア・アフリカ地域研

究科の112iFfが1iI II~j されている ~t ~f~{)博物館，総fT情報メディアセンター，教育学部

|制崩尚1;1..j(教ffH'足liJf'先セシター.ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ一等も '11ft子」
第 5けの|リ1iJ~、後に 1出向されているのまた，学部学生の間際交流の促進を目的とし

て.生1，i.JリjfrfソL を交け入れる l里[I;~~教ff プログラム (KUINEP) も平成 9 年 10月より

開始された 1 このような 1咋[SI.:''f:のィ、断の前進"が，京都大学における教育・研
'先の!l体的な l人rf~ とともに'11ft{-J によっては;く社会にが{介されることをLvJiうも
のであるけ

ノト[II[の'[lltf-J 第6りの制*は制集委民会合jllJj小委H会により行われた。その蒸

('.:}jj;1はこれまでとよさな述いはなく，各部同選11¥の編集委日に執命名・ないし執筆

責任 r;- となってi'~:I~ んj を制介していただいたυ なお，第 1 f;f総論の「大学の照!と」の

頃については '1IItr-J 第 l サで教主主 ~:I)の山本盛太郎助教ほ (fJUC 総合人間学部

教1-:1:)が. ij~"}:tí:l~ の.A:~不能ìfιUJT' (現在，姫路独協大学法学部助教綬)の協力のも

とに執ネされたのであったが，その後，第 5号では海原 徹教托(人間・環境学研

究科). ;j(ti'} 6ザーでは瀬地山 敏救ほ (4fi芹学研究科)に加筆していただいている。

また，第 2:'~-~~ i" f: M~ と大学院」の総説と第 3 章「研究所とセンター」の総説につい

ては，開マ:白日の，'fi事|、占]時Jl救段(現右-，名誉教綬)から第 l号の編集の際にいただい

た原稿がもとになっているが，その後，第 l章総論の「大学:の運営」の項とともに，

第 5号ーでは佐藤幸治教.l1:(法学研究科)と向山 毅教授(化学研究所)，第 6号ーで

はj頼地山 敏教段に日をJffiしていただいている。表紙のカットは総合博物館のお世

話になった。題字は，第 5サと llij様，井村裕夫総長のものを使わせていただいた。
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‘/I'IJ記9i!.1J: ~;(行/))，:'}(ìll ，'/'(II，'iJ 11'-にあたる iι念1i''lfの;V'11iliには))された )j々 も少
なくない こ多忙の1/I ，本/llt{れ()-~J'の FJj1 i にご /6~) J l 、ただいた作品~J. tJの )jキヤ制

集委U2，と品、IliJiノl、fjFl会の jj々 にlt24くお礼11'L /'.げる また，広報.;lfiJ1t，:*の-Jj々 の
献身liせなご|ぬ}Jなしには本111ftのFll1 iはあり刊なかったであろうことをとくにIt1し

添えておきたいリ

、 /'1戊~) ij lO} 1 :n 11 
/lltHiHi集委t!会を11K JK 肝 行
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「京都大学を紹介する冊子」編集委員会委員

iT:WJ ('V./反自作11) J 27 II -}()イド11 }j :~(/ 11 ! 

委 t1 1、 ノド ~I r- ~I" 1 ['}~) 

/JilJk t 11":: 刈十l旬 01;(総)

、投ー作 'f; lじ(正tJ 1]( ~Ij. 1/ (樹(人) J~ð i手 デf"I 1/.('[:) 

I11 {i tU : ( ::C) ijえ If[ 干11 宏(Jj(，~) I口1 月 *1I、UJil)
111 川 ['-'J ilk (教) r ~ I明朗(エiji¥) 僑 イヰ 己J，1、 ~i& (組)

fiIi J1 ( !ム (-{教) 小松 ~:( 子(本j 会m 水 車 Ij註)

杉 lll Il-li 社lI iJ:) トl III 字1'1;(食) 1也 |人j iit! ( '1:) 

liuJ If¥ 生11 ~!， {粁) 'JJ三 倍トキ's ;f~ (防) 点手 買::Ht!r IWI! 
lIii( ;白 !I~~ 1 JI!，) 11: f可 ヲj1 Jj';) [ f[ 3lint 1見 ft1t ('1 ・ !l~)

I11 11 f! 1; 1\う~) ~11 ilt 雌;印;(ウ) III 1l] 'X (I~γ~!{ ) 

|品l IJ1. '~'江 I:JII]) liuJ IH ~(有利)f) TN j上 1f. |判IJ(メ)
I11 !!~~ u-t (持、) 輸 fJI -. (t'.o if'J' ノド J~: ~ft l.l'I'.! 

t，f~ 本 i)十織1t:J [14 牧{リI H I:i I以')~) 'T( 日l (fi 義(アl
ん&人 [11 lI(ffJnJ 11: 式 Jf: 義('，'，'，;:) )j t皮 jtn J'~ (¥';(1) 

{事f! 見I!LJf!1; IJJb I [t! 'j~: Iと (~U ，1e 白・E 3 • 山訂 lI(j (.・{'I

』什じ、 [11 1i i 1 :I;'lif) l』j: 野 先 (j~~~'ì'I瀬地111 。汝(総l'f)

lllj JI リム(人 f~i) 金 i事 Il-:志(大) ~ '1it Jま1[穴生~J_) 

j止/i!.も f 1S14 P 己(J寸1.) h.l・4左 dモ 人(放) ) 11 111: ('JlJ 

l己山1(} fli .t; (1ヒ) 111 卜. ，* 1¥1 (f小)

企画小委員会委員

を H 1毛 水野

;JIJ委H1と r~!j 橋三日1\

111 附尚 f&
橋本 iJ十織

i珂 nII ~j.、

赤十公純平

(fe i宰正憲

3灯r~、c Iti:J型寸三
t自辻正|司IJ

JJi皮 i並彦

下{ 由主 HJ1J 1 

pf!i地山 敏
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(れ誉教1-;1:.教J受， lJ}J教托 1，主任講師など)
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実名'117

熱機1~1

353 371 

654 

116 
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237 
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238 
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農耕民

農作物

民11業の尚!定t'l動化

農村地J11¥'"f:

脳血ヤ:・隙 ~1~:

脳IUL符l付手術;1;

l附l[ll流il!UA:it

IJ前11重場のiti療

m~tlþ#外科学領域

IJ仰向態'1二頭ifjf'議!主

農村開発研究

428 

354、355

432 

429 

656 

433 

429 

371 

35-1 

294 

土品交カギli'j1 

然イi~;I・|村本

然':i~' 作物

熱.;g林

熱輸送機構

熱':t~. 林環.t~~，，!:分Ij!f

熱軍変換

全長流1f，:科(?

l.!':imJt:)J"? 

熱焼システム 591 129 

374 農村地域の環境問題

374 農村っくり
の

373 

248‘250.350 

257 

350 

425 

584 

農地の水環境

脳内サイトカイン1ft!

脳内生理活性物質

農薬

ノfーコレーション臨界現象

ノfイオサイエンス

は

17.21 

236 

378 

199 

376 

374 

379 

351 

ノーベル'ft

ノ yクアウトマウス

農家経i庁

長業税制・

農業システム[学分野

農業思想

農学
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パイ寸人lJ.ri在日;; 629 発11'，の分f機傍 232 

ハイ寸テクノロジー 350 発't'i:物t;_・ 207 

パイ寸マス 350.371.422 発作発達医学講雌 225 

ハイ寸マスエネルギー 371 発司病態'?議出 218 

パイ寸リアヲター 363‘193 発作'Ar~j態学領J或 218 

ハイテケイ Jキーtベー宇一 665 発注小児科学領域 225 

ハイブ')'/ド '¥'1人U'J・ 632 発反途上国 219.378 

ハタスモンキー 582 i皮動光学: 573 

ノ、チ仁ソケ文w 142 羽m記念館 98 

ハソクエンド 571 場の理論 85 

ノ、 yクナンハーセンヲー 684 繁殖生態 202 

パッチクランプiL 216 阪神・淡路大震災 516 

ハドロン多11'系 186 ヱド単純代数群 81 

ハンセンlUrI.j，lJ.¥れ 223 半導体電 r-物性 312 

パンコクi主申告事務所 588 !メ応機構 195 

Ijrti移十Ili 483 反応・]ア'f: 339 

IJf、移十lhil、 225.228 πJ~役系 460 

Ijr!i呼:1i .179.483 Publ. Seto ~jar ， Biol. Lab 201 

Ijr!i:.(lj事 479.480.483 
ひ

配11Jjf I杉h比十設備 215 

IW品川主 483 ビームの物理 466 

lliti ，~':j IfllIl 480 ピコ秒ダイナミ yクス 194 

IW)Jif!j，易 479 ヒスタミン 258 

肺!¥I草i1a' 482 ヒスタミン合成酵素 258 

Ih!i線維 j JÎ.~ 479 ビッグノfン 187 

肺)j包蛍ピ14;1' 484 ヒッタイト語 115 

間己1なf'-rt止日| 457 ヒト 603 

配yiJ'{J機分r集介体 195 ヒト・ゲノム解析 624司625

依I表)J';: 430 ヒト化 578 

稲庭療法 135 ヒト疾患モデル動物 240 

白鳥 201 ヒトijf子コレクション 240 

八放サンゴ'l:'l'i 202 ヒト発癌ウイルス 218 

鉢虫類 202 ヒドロ虫類 202 

発がん抑制物質 362 ヒヒ 581 
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409 

413 
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文化J~Jfl

文化環J~Li-，ift悲健論

75 

494 

105 

7リーラシカル

プルスト

409 

697 

703 

文化史

丈化!と関係資料

文"'f:批評f知命

文学研究利

190 

661 

258 

プレート巡動

プレイ J ストーミンク

プUスVゲランジン交Y長
f本
ブロスタノイド交行1* 75 23日.2S8

93 353 プロトプラストJN主主

93 

96 

文~:;~剖;

文学部陳列釘1

文子?J理論

286 
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ハUnu 
l
 

275 

70.412 文化人煩''f・35S.358 

分科大学:231 

3，95 文科大学324 

伶¥I;(ill矢科大?

惚介構造デザイン

政fT材料化'f:分!j!f'

住iJ.tNi主!如何

惚雑系

俊雄'I't

不安定JJ!象

413 文化表現

文化変千五

分光電気化ワ:

426 

656 295 ふく射

361 

408 

366 

233 

分子・ '1".命環境論

分子遺伝?

分f-遺伝学領域

185 

182 

227 

57 

中~f\ 射物.flI!.''f:

MU'.VJ'失市IJr支

後家解析学

婦人科学:産科半領域
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分 fj主動 459 ペプチド.;長~j'n化''l: 254 

うjrJ- ネ)~ギー L"?川昨* :m ペプチド・リード以来 11]111 2G5 

分n.wJJi: 10日 ヘムア 7_，レーシス (11Il243 
ìlUt& 分除)~) 

jji主dド}J"/ 305 ヘリオトロン E設計 487.495 

jj'-1" オ!{~不u正，f 198 ヘリオトロシ似:iHJ，; 487 

分r*111 IJ包↑NH!'}削減 】-〉U1】・〉 ヘリカルじr 242 

分rt長;i1七 -156 ベンチャー紛糾l 6oO 

分f集f「休日A，d 49;) 、ドittilIi細胞 585 

うi'{-削!Jtti":}分野 332 、lι使i'i:t 236 

分 f-'I:態統{卸小講!ギ 231 変性 510 

分 [-'1 物~} 90. J %. :158.5];) 変/J_~，;g，の UI 機構 192 

分 [-'1物"(:(J'j子i1 257.258 似 1~世分 }jf'，':r¥:duii 81 

分iAJお'''j:訂!):或 231 
，~ 

分r&立，Wf:講J<iモ 332 

分{-動)F/;i!rI 491 ホームベーシ 697 

う上rナノエレクトロニ'7 662 
スデバイス

，)，ーランドJT 103 

分J-，法制SI: 255. :l:16. -161 ポジトロンじT 242 

分 fーのIJJfJ起状態 88 オfノボ 582 

け r:JjÎ，j ， i~療'下旬jj或 234 ホモトピ-"命 182 

分J-i，'jPI! 238 ホモロシ一代数学 82 

分f物'1''1:i":}:，満州 332 ホヤ煩 202 

分 fh免F疫"{:.アレルギ-
!j:講 (寄附議陪) 239 オfリ (ADP-リオfース) 463 

丸一f:tJ命 76.104 ボリテイカル・エコロンー 656 

分泌i首Ij御機構 484 i1、l片手f;fU或 220 

分高i 202 防i年I戦闘告 372 

文i1、 99 法学論叢 144 

文明形成 413 法科大ヴ' 2.137 

分類学的研究 372 縫合糸 633 

分類・系統学 202 防災工学 273 

防災システムI学 276 
/'._ 

防災社会構造 517 

ペインクリニック 229 防災に関する総合研究 514 

ヘテロ原子化学 461 法社会学 148 

ペプチド 255 放射化分析 571.576 
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}ji_射'I'j物質 375 マルチメディア機能 131 

政射線
23:)司37S.5IO司S71.

マレー111:界 S90 G75，S76 

}ji_射線10't講ドji 226 {i; 111tl 202 

放射線1皇{ム'}・pf!.hX 233 1真 455 

}ji_身体世1:¥.1i;':1:YI 226，577 ，604 l燦機能変化 199、2S5

放射線険IH日，f 454 摩擦 434 

}ji_身、l線初'JWJ'i:J&極 57{) 件*W't'T.H-il:正 368 

}ji_ J~.J 総長 lf~ sウ7S‘j 慢性気管文炎 480 

)ji_ 身、J*lF. ifrjì，~ 575 慢性気道感染症 481 

放射線干l1/tJ 375 慢性ベリリウム肺 482 

放射線療il、 483司485

防除;1: J内53
み

i1、精神['，べ'f:iiM，点 221 ミクロ構造市Ij御 491 

側主化fT物 577 水 455 

棚必然中N.n削足!μ1.:.' 577 水環境 373 

暴風U:H 災 ~I i~ 523 水環境 Ur: 279 

;1、kW'f: 148 水災害研究 521 

;1、1ft';::粁昨'{:内外論叢 145 水資1原研究センター 528 

J七lii'観il!IJI1i 526 水資j掠:!tfiiJネ y トワーク 529 

牧市1( 654 水資iJ~(í!f総合計画 280 

'1'. 188 水循環機構 373 

Jt~.Jf~}i比 j且 4Etf 188 宮崎観測所 526 

穂1fli砂防観測所 524 民間説話 103 

本多戯曲r;効果 427 民事手続法 150 

木古1;試験地 385 民事i1 150 

明清時代 112 
ま

民族共生論 417，655 

マイクロ材料 302 l民族誌 656 

マイクロ波エネルギー伝 609 民族植物学 656 
送実験装置

マイクロj皮CT 375 
む

マイクロフィルムセンター館 684 

マーケテイング 167 ムーアモンキー 582 

マックイムシ 385 無機材料化学 89 

マルクス経済学 162 無脊椎動物 201 
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め
lMV16174川

+:wノtイオマスH'/品J<i; :155 
メカトリニヴス :)~-I ~(m担 fT村判 lt分n 355 

メスハウア一分たil 5円Î~‘』 イー'tf劣化制御';;づHf :)S!) 

メソ十4干| :Z9~ . :1lI1 
"鉢!リi{I.'h'iWデータ J、-
ス oH6

メ/材料法i吃1:':;: 30 1. 31~ 物， iltJ.~ n 

メソ-+1キ1，;HHi';シ 2り1.31:2 a来I払 369 

メ、/-;zコピソク憐i主 S.l~i ;;v:J効/;(!t :202 

r， ~+t，.11 卜の村、うJ-rl'j R‘ ム・1・戸S もやもや:)rij 2~~8 

c1tt忠j長・アL-I~ ヰ-_-'1'1 J !i.Ji'可 刊一》ワ

や
免疫アレルヰー-:JW;:

免jセ~;: 】づっ】" ヤクシマサJル 58;;.586 

免疫系組IIJI包 :2S(I ヤムン U( ~()2 

免疫細胞'1'物'/ii!!_M'. 219 仇'r.ul ，~~fIt 656 

免疫tlll粁扶iよ1 23日 見/tll，¥1係資料 706 

免疫組織化テ :!18 車;物がくイf つ】pυi

免疫組織'-;:: 217 築物(本|付!ll)J!L~ 2~ì 

免疫fll吋細胞 219 業物動態 255.259 

免疫抑制高IJ 2G7 築物州Id'I'ilJ 259 

免疫WiJ; 2:-)l:l.IH3 'Jit物のi'i:'j-}j iJ、 258 

免tに桃j立 662 淀川遺七、 ruilJ;l機似 259 

も
業ilJNl物 255，259 

柳川国リj制，vl.手Ji介 79 

モデル化 ο352‘、.ο、、5:)つ
ゆ

モンゴル11.¥ft'と 112 

t:jii動物 202 イj機化，，;:]えk;の開発 -162 

木村研究所 9 有機金l弱化介物 255 

+オLti'給 373 有機ケイ主化学 461 

材組織 366 手{機合成化~}:方法論 255.336 

， (10;宣伝f 256 有機合成化学反応 462 

本御質機能性高分 f一物件 つdにd亡d 市IJ 分野 1i機電導体 194 

木質構造機能学分野 355 1I信会 144 

木質細胞構造機能学分野 355 誘電スペクトロスコピー 456 

木質材料機能学講出 355 省毒・有害赤i朝五主張{ 368 
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，I;I 11分校
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373 

流ll'，機情

~Jtt 11 ~の îlilJ御子il、
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608 508，571 ライ十 yク

511 iH)l持'1"1

1言f効却さ

2，12 ラシォ→ナージ t リ

489 
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298 

185 

336 

長f光学

長r放射光
J量子ビーム

J量子物理化学

量子力学

3S3 

220 

186 

り

j品.SK*fM

指::Ji J'恥物~}:

WAc 

299 527 リアルデイム地~i1川動解析

493 耐附j観k媒1!t1伺性雪生-分f

耐1官側l!則l目I]'i'陀上M白筋百I川十H力

82 リー(必)ft数論

92 

355，356 緑地環境保全学講雌

緑膿術気迫感染症

81 

132 

リ-gy;

リカレント教育

482 102 リグーヴ仁一ダ神話

74 

539 

201，202 

理論討語学:

理論物理学

臨海実利

350，422 

243 

480 

リ+ナイク Jレ

リハビリテーション
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69 

励起物質化学

冷戦後のl王|際政治
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京都大学
一一研究・教育の現状と展望一一(1997) 

';(';行H 、子成9年10月31日

編 集 「京都大学を制介する 11骨子」編集委員会

党行 以都大学庶務部広報調査課

干606-01 京都市左京灰白田本l町

Tel. 075-753-2071 

印刷 (企)Hii和堂印刷所

干606 京都市左京区百万遍交法点上ル東似IJ

Tel. 075-72]-4541 



扉題字/井村裕夫総長

扉写真/童子塑像滋賀県竜王町雪野寺跡出土

塑像は、粘土を素材として仏、菩

薩、神将などの姿を造形したもので

ある。雪野寺の塔跡から出土したこ

の童子像は、釈迦のi呈繋を囲む人物

群のひとつとみられる。優美にみち

た白鳳時代の塑像の代表例に数えら

れる。高さ11.6cmo1934・35年発掘。

(京都大学総合博物館)
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